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　第一回「ツンデレになろう！」

あとがき







《ＰＨＡＳＥ―００：００　蒼あお～The Blue～》







　少女はメロディに身をゆだねる。

　宇宙は沈ちん黙もくの世界ではない。彼女たちが耳をすませば、さまざまな『音』を聞く事が出来る。恒こう星せいから躍おどり出る荷電粒りゆう子し。そしてそれが惑わく星せいの電でん離り層そうに衝しよう突とつして奏でる『音』。そして目前の惑星から宇宙へと流れ出る様々な電波による『音』。

　彼女たちだからこそ聞く事が出来る『音』。空気が振しん動どうするという意味での『音』ではないが、彼女たちにとっては同じものだ。

『皆みなさん、こんにちは』

『とんでもない事件ですね』

『一体、奴やつらが来てから何が変わったというんだい。この二十年間で……』

『次にプレミアリーグ、今週の試合結果です』

『ビルボードヒットチャートから注目の新曲を……』

『いよいよ五月二十五日発売です』

『大統領はホワイトハウスの定例会見で政策の変へん更こうは無いと強調……』

『ユーロ高が経済に圧あつ迫ぱくを与あたえているのは確実でありまして……』

『ここでＵＮｂＡＲのダキラ代表のビデオメッセージをご紹しよう介かい……』

『二十一世紀になってまもなく十年になろうというのに世界はまだ貧困と格差が……』

『最後にミントリーフをそえて出来上がりです』

　電波に乗って伝わる様々な言語。しかし彼女はそんな『音』には興味がない。

　星々の奏でる『音』、文明が作り出す『音』。様々な中で消え入りそうなそのメロディに少女は身をゆだねる。メロディは頼たよりなく、星々の奏でるシンフォニーと惑星上から聞こえるノイズの中に沈しずみ込んでしまいそうだ。少女は感覚を研とぎ澄すまし、そのメロディに耳を傾かたむける。

　間違いない。そのメロディは目の前の惑星から聞こえてくる。

　蒼い惑星。それは少女の瞳ひとみとよく似た色をしていた。

「導かれし蒼き惑星ほし」

　少女はメロディに併あわせて口ずさむ。

「約束した再会の地、それは……」

　薔ば薇らの花びらの色をした唇くちびるはそこで停まる。先程から無ぶ粋すいに呼びかけてくる『声』。それが大きくなり、ただでさえ微かすかなメロディをかき消してしまったからだ。

　少女は通信用の『回線』を開く。

「ようやっと見つけたわ」

　少女は何も答えない。目の前の蒼い惑星を見ているだけ。そんな少女の様子を知ってか知らずか、女は一方的に話を続ける。

「どうせ来るところはここしかあらへん思うとったけど……。案の定やったな」

「一つお尋たずねしますが……」

　出し抜ぬけに女の言葉を遮さえぎり、少女は一方的にそう切り出す。

「はぁ？」

　いきなりの少女の呼びかけに女は虚きよを突つかれたようだ。しかし少女はそんな女に構わず、穏おだやかではあるが有無を言わせぬ調子で尋ねた。

「あの惑星は『地球』ですか？」

「なんや、あんた。ちったぁ他人ひとの話、聞いたらどうなんや！」

「嫌いやです」

　きっぱりと少女は答える。

「あなたの話を聞くつもりはありません。まず私の質問に答えるべきです」

　ここまでくると一方的を通とおり越こして理り不ふ尽じんですらある。女もさすがに呆あつ気けにとられ、返す言葉を失ってしまったようだ。しかし少女は一向に相手の反応を気にする様子もなく繰くり返して尋ねた。

「あの惑星は『地球』ですか？」

「……あんた。知らんでここまで来たんかい？」

　呆あきれたように女はそう言った。それでも少女は女に構わず、さらに質問を繰り返す。

「『地球』ですか？」

「あ～～……」

　少女の意図が見えず、困こん惑わくしていた女だが、それくらいは教えても良いと思ったのだろう。不承不承ながらも答えた。

「『地球』や。太陽系第三惑星、地球。最新のパートナー種族トライブの惑星や。そんな事も知らんでここまで来たんかい？」

「なるほど……」

　女の言葉は問いかけになっていたが、少女は答えるつもりなどさらさら無いようだ。目の前の蒼い惑星を見つめ、そしてまたもや女に向かって尋ねた。

「それは『素晴らしい場所ワンダフルプレイス』ですか？」

「はい？」

　少女が自分の言う事にまるで興味がないという事は、ここまでの短いやり取りですでに分かっていた。しかしその問いは女にとっても、余りにも意外なものであった。

「なんやねん、その『素晴らしい場所』ってのは？」

　女の言葉には答えない。少女は目ま蓋ぶたを閉じ、そして女の『声』で聞こえなくなったメロディに耳を澄ますようにして、さらに尋ねる。

「『素晴らしい場所』ですか？」

「知るかい、そんな事!!」

　さすがにこれ以上は付き合いきれないと思ったのだろうか。女は声を荒あらげた。

「素晴らしいか、どうか。そういうのは自分で確かめるもんやろう!?」

「なるほど……」

　これといって感情が込められていなかった口調から、ようやく女に対して少し感心したような響ひびきが聞き取れた。少女は目蓋を開き、蒼あおい惑わく星せいを同じ色をした瞳に映して続ける。

「それも道理ですね。分かりました、自分で確かめます。有り難うございます。もう用はありません」

「待たんかい！」

　感心したようなニュアンスが感じ取れたのも束の間。相も変わらぬ一方的な口ぶりに、女の方もさすがに我が慢まんの限界に達したようだ。

「あんたの方に用はなくても、うちの方にはあるんや！」

「あなたの方に私への用事はあっても、私の方にはあなたへの用事はありません」

　にべもなく言い返す。この返答も女の方にはまったくの予想外だったようだ。

「いや、そやからな。普ふ通つう、こういう場合は『一体どんな用件があるんや!?』とか、聞いたりせえへん？」

　思わぬ展開に少女のご機き嫌げんを伺うかがうような口調になってしまう。

「嫌です。聞きません」

　しかし少女の反応からすると取り付く島はなさそうだ。

「興味もありませんし、関係もありません。必要性も、必然性も感じません」

　少女のそんな言葉をどう解かい釈しやくしたものか。女は完全に混乱してしまっているようだ。回線の向こうで沈ちん黙もくしたままである。そんな女に構わず、少女はさらにひと言、念を押おすように付け加える。

「聞きませんよ？」

「え～～い!!」

　これ以上、話しても無む駄だと悟さとったようだ。懸けん命めいな判断かもしれない。むしろ遅おそすぎたくらいであろう。

「ちびすけ一本衝角ポーンだと思って、下手に出てれば付け上がりおって！　さっきは後おくれをとったが、速さやったらこの『素早い石クイツクストーン』に敵う奴やつがおらん事を思い知らせてやるわ!!」

「クイックストーン……」

　少女はしばし考えを巡めぐらせる。

「さっきの二本衝角ルーク？」

「なんや忘れておったんかい？」

「いえ、忘れていたわけではありません。思い出す必要がなかっただけです」

　クイックストーンと名乗った女の方も、少女に悪気があって言ってるのではないらしい事は察しがついていた。しかしだからといって納得できるわけでもない。

「あんた、いちいちケンカ売っとるのか!?」

「そのつもりはありませんよ」

　口調は淡たん々たんとして穏おだやか。相手を不快にさせようとしているような意図は感じられない。

「さっきは簡単に巻けましたから、大した問題ではならないかと思います」

　本人はただ事実を指し摘てきしてるだけのつもりだろうが、相手がどう受けとるかはまた別問題なのだ。

「あ～～あ、そうですかい」

　クイックストーンは投げやりにそう答える。

「そやったら、本気を出したうちの力を見せてやろうやないの！」

「そうですか」

　さして感心も無いように少女は言った。

「それは楽しみです」

　回線は切られたようだ。映像が切れる。そしてクイックストーンはそれ以上、何も言ってこなかった。

「さて問題は……」

　少女は蒼い惑星に瞳ひとみを向けたままつぶやく。

「少し近すぎますね。まぁ、本気を出す事もないでしょうけど」

　そして次の瞬しゆん間かん、蒼い惑星の映像に『クイックストーン』が割わり込んで来た。二本の回転する円えん錐すい形の衝角を持った宇宙船スペースクラフト。それこそが『クイックストーン』の姿。その二本の衝角は少女を威い嚇かくするように高速で、しかも火花と電光を伴ともない回転している。

「なるほど……。あの人も不法起動者ですか」

　自分の方へ向けられた二本の衝角にも少女はさして興味は無さそうだ。

「量子ブラインド同調。このまま惑わく星せい上へ降下」

　自分自身に言い聞かせるように少女はつぶやき、そしてひと言、付け加えた。

「あのメロディの元へ急ぎましょう」




　それは異様な光景だった。しかも様々な意味で異様だ。

　二本の回転する円錐形の衝角を持つ宇宙船『クイックストーン』が襲おそいかかるのは、同様に衝角を持つ宇宙船。しかしその衝角は一本。大きさも『クイックストーン』と比べるとかなりちいさい。

　一本の衝角を角のように突つき出している為ためであろうか。優ゆう雅がな流線型のフォルムといい、船体から突き出す何枚かのフィンといい、小さな方はどこか海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいの一種を思わせる。対する『クイックストーン』はそれを二体、水平に並べたような形状だ。しかしフィンをはじめとする全体的なフォルムはどこか荒あら々あらしく、優雅さに欠けるのもまた事実である。

　異様なのは回転する衝角を持った二隻せきの宇宙船の存在という事だけではない。より大型で二本の衝角を持つ『クイックストーン』は、一本衝角の宇宙船の方へと先程から繰くり返し襲いかかっている。襲いかかるといっても、別段、何かミサイルやレーザーのようなものを発射しているわけでもない。そんな武器は使わない。使う武器はただ一つ。船首に装備した二本の回転式衝角だけだ。

『クイックストーン』は先程から闘とう牛ぎゆう士しに立ち向かう雄お牛うしのように、その衝角を振ふりかざし一本衝角の小型宇宙船へと襲いかかっているのだ。

　単純に考えると、船体ボデイは二回りは大きく、衝角も二本装備する『クイックストーン』の方が有利そうにも見える。しかし小さな一本衝角の宇宙船は、それこそ熟練した闘牛士がいきりたつ雄牛の突とつ進しんをいなすように、激げき突とつ寸前で『クイックストーン』を躱かわして地球への降下を続けていた。雄お叫たけびをあげるように回転する『クイックストーン』の二本の衝角とは対照的に、小型宇宙船の方の一本衝角は闘とう争そう心などさらさらないように、ゆったりと回っているだけ。その光景が闘牛士が翻ひるがえす赤いマントのように、『クイックストーン』をより興奮させているかのようでもある。

　躱されては体勢を立て直し、さらに反対側から挑いどみ掛かかる。それでも結果は同じ。一本衝角の小型宇宙船は『クイックストーン』の突進をあざ笑うかのように、毎回毎回、紙一重で躱しながら地球への降下を続けているのだ。

　無意味な突進を試みた回数が二ふた桁けたに達するかどうかという頃ころになって、ようやく『クイックストーン』は、相手の一本衝角がただ単に避さけているだけではない事に気づいた。

『クイックストーン』の二本の衝角が激突する刹せつ那な、相手の一本衝角の方は最低限の動きでそれを躱す。しかし躱すとよりは、ほんの一いつ瞬しゆん、姿を消し、すぐさまその間近へと出現すると言った方が適切かも知れない。あまりに瞬間的な出来事なので、一本衝角の姿が揺ゆらめくようにしか感じ取れないのだ。

　速さだったら負けないという、先程の『クイックストーン』の言葉は決して慢まん心しんから来たものではない。短い距きよ離りでの瞬間的な速さという条件付きではあるが、確かに『クイックストーン』はその能力を誇ほこっていいだけの経験も裏付けも有る。

　しかし名を明かしていない小さな一本衝角の方は、その突進を軽々と躱してみせ、『クイックストーン』のプライドを散々に打ち砕くだいたのだ。

　すでに二隻の宇宙船の高度は地上まで５００キロを切っている。軌き道どう上じようの宇宙ステーション、あるいは地上からでも条件によっては望遠鏡で二隻の宇宙船を確認できる距離だ。

　しかし現実にこの二隻を観察している人間はおるまい。二隻の宇宙船は、彼女たちが『量子ブラインド』と呼ぶ、一種のフィールドの中にいるのだ。『量子ブラインド』の内部から外部は観察可能だが、その逆は出来ない。少なくとも眼下に見える地球という惑星に発生した文明は、独力でそれを可能とする技術レベルにまで達していない。

　彼女たちの奇き妙みような戦いを観察できるものがいるならば、それは二人の同類という事になる。




「ええい!!　まったく、ちょこまかとこのちびすけ一本衝角ポーンが!!」

　すんでのところでひらりひらりと突進を躱す一本衝角にクイックストーンは思わず罵ののしりの言葉を吐はく。その時だ。突とつ然ぜん、彼女に呼びかける者がいた。

「苦戦しているようですね」

　クイックストーンは即そく座ざに通信回線をチェックする。映像信号は来ていない。音声だけだ。そんな状態で一方的に彼女へ呼びかけて来られるような相手といえば今のところ一人しか思いつかない。

「あ、クライアントのおっちゃん」

　馴なれ馴れしくそう呼びかけるクイックストーンの通信用個別回線の向こう側にいる相手は苦々しく答える。

「おっちゃんではありません。サイレントカレントと呼びなさいと言ったでしょう」

　声は男性のものだが、実際に会ったことはないから、サイレントカレントが本当に『おっちゃん』かどうかも分からない。もっともそれ以前に興味もない。なぜならば彼女たちにとって性別は大した関心とはならないからだ。

「なんやねん、アレ!!」

　クイックストーンは出し抜ぬけにサイレントカレントへと声を荒あらげた。

「ただのちびすけ一本衝角ポーンを捕つかまえるだけ言うから楽勝かと思うとったら。ちょこまかすばしこいわ、妙みような動きはするわで散々や!!」

「簡単に捕まえられるなら、こちらもあなたにお願いなどはしませんよ」

　声の調子からは呆あきれている様子が伝わる。

「スピード、特に瞬しゆん発ぱつ力りよくについては自信があるようでしたので、あなたにお任せしたのです」

「そ、そないな事いわれても……」

　痛いところを突つかれて口ごもる。しかしこのまま黙だまっているのも癪しやくだ。クイックストーンは一計を案じて話題を逸そらしに掛かる。

「それはそうと、あのちびすけ一本衝角ポーン。一体何者や？　最初はまぐれかと思うたけど、うちの突進をここまで躱すなんて、ただ者やあらへんやろう」

　しかしサイレントカレントの方が一枚上手だったようだ。

「だからこそ、あなたに彼女を捕まえて欲しいのですよ。彼女が何者なのか知りたいのはこちらも同じです」

　そう言われては返す言葉も無い。

「本来ならば、この恒こう星せい系に入る前に捕とらえたかったのですが、仕方が有りません」

　そこで一時、沈ちん黙もくした後、サイレントカレントは言う。

「同志たちからは、余り表立って介かい入にゆうするなと言われていますが、このままでは彼女を地球へ降ろしてしまいます。いいでしょう、協力しましょう。クイックストーン」

　出し抜けに協力しましょうと言われ、クイックストーンが呆あつ気けに取られている間に、一方的にサイレントカレントは続ける。

「あの一本衝角と地球の間に入り、下から突き上げるように接近してください」

　この場合の『下』はより強い重力源の方向。つまり地球の方向という意味だ。

「それともう一つ。何があっても一本衝角への突とつ撃げきを止めないように。全ての責任は私が取ります」

「それは一体どないな意味……」

　四方八方から突とつ進しんは繰くり返している。もちろん地球を背にしての突進は試みてはいるが、それでも結果は同じだったのだ。

「やれば分かります」

　サイレントカレントは説明する労を取らず、ただそう言うだけだ。

「まったく、どいつもこいつも……」

　ぶつくさとぼやくクイックストーンにサイレントカレントは念を押おす。

「分かりましたね」

「はいはい！」

　クイックストーンは投げやりにそう答えた。




　一本衝角は一時、『クイックストーン』が動きを止めたのを訝いぶかるように、降下する速度を緩ゆるめた。だが『クイックストーン』が地球と自分の間に入はいり込むように移動するのを見て、再び元の降下速度へと戻もどす。せわしなく行き来する『クイックストーン』とは対照的にその動きは悠ゆう然ぜんとさえしている。

　地球の蒼あおい輝かがやきを背にした形で、またもや『クイックストーン』は二本の回転する衝角を振ふり立たてるようにして突進して来た。しかし一本衝角の方はこれまで通り、『クイックストーン』などそこに存在しないように、ゆったりとした速度で降下している。『クイックストーン』はそんな一本衝角に苛いら立だちを隠かくしきれないように、猛もう然ぜんと地球を背にして突っこんで来た。その距きよ離りは瞬またたく間まに縮まり、今に『クイックストーン』の二本の衝角が突き刺ささらんばかりになる。今まではその度に、一本衝角の方が紙一重の突進を避さけていたのだ。

　今度もまたそうなるかと思われたその刹せつ那な。異変が起きた。突とつ然ぜん、何も無かったはずの一本衝角のすぐ後方の空間に巨きよ大だいな影かげが現れたのだ。

　大きさは概おおむねサッカーグラウンドほど。一本衝角の倍以上の大きさだ。何枚もの太陽電池パネルといくつものモジュールがメインフレームに接続された構造になっている。

　宇宙ステーションである。それも眼下の惑わく星せい、地球に住む人類が打ち上げ、運用しているもの。モジュールにはＮＡＳＡ、ＪＡＸＡ、ＥＳＡなど各宇宙開発機関のロゴが書かき込まれているのが見て取れる。それほどまでの至近距離に突然、出現したのである。クイックストーンはもとより一本衝角の少女の方も、眼下の蒼い惑星に住む地球人類の技術レベルが、この宇宙ステーションを瞬しゆん時じに移動、出現させる所まで至ってない事は分かっていた。

　何者かが介入したのだ。クイックストーンの方には、それがサイレントカレントであろう事は察しがつく。だが一本衝角の少女の方にはその原因を思案している余よ裕ゆうは無い。

　一本衝角の方は宇宙ステーションを背にした形で『クイックストーン』の突進を受けようとしているのだ。クイックストーンも戸と惑まどっていた。その気になれば何とか激げき突とつ前に突進を止める事は可能だ。一方でサイレントカレントから何があっても突進を止めるなと言われている。自分が責任を取ると言っている以上、サイレントカレントには何か考えがあるのだろう。

　しかし彼女たちにとっては地球に住む知的生命体、地球人類に危害を加える事は絶対的な禁きん忌きなのだ。何があっても自分が責任を取ると言っても、そのサイレントカレントにどんな考え、どんな責任の取り方があるのか予想もつかない。それだけの禁忌なのだ。

　クイックストーンはわずかに逡しゆん巡じゆんする。だが先に行動を起こしたのは一本衝角の方だった。




「さぁ、どうします？」

　少し離はなれた場所で身を隠し様子を見守っていたサイレントカレントはそう問いかける。

「避ければクイックストーンは人間のステーションへ突つっ込む。ただの一本衝角ポーンなら受け止めるのがやっとのはず。しかしあなたがもしも我らが『女王クイーン』ならば……」

　それはサイレントカレントが望む『女王』とやらに相応しい行動であった。

　一本衝角はやにわに猛然たる勢いで真っ正面から『クイックストーン』へと突っ込んでいったのだ。

　弾はじかれたような勢い、いやむしろ銃じゆう口こうから放たれた弾だん丸がんを思わせるほどだ。一本衝角は電光石火の勢いで『クイックストーン』へ正面から飛とび込んでいった。火花と稲いな光びかりを伴ともない回転する二本の衝角をかいくぐり『クイックストーン』の懐ふところへと飛び込むと、その突とつ進しんを受け止めたばかりか逆に押し返し始めた。

　両者のパワーが拮きつ抗こうしていたのはほんの一いつ瞬しゆん。押し負けたのはより大型の『クイックストーン』の方だった。一本衝角の小さなボディのどこに、自分よりは二回りは大きい『クイックストーン』を押し返すだけのパワーが有るだろうか。抵てい抗こうの叫さけびを上げるように、ますます高速で回り始める『クイックストーン』の二本の衝角に対して、一本衝角の方のそれはゆったりと回転しているだけで、まるで意味のないダミーのようにすら思える。

　それでも一本衝角は『クイックストーン』を押し返しステーションから引き離す。そしてそのままの勢いをかって地球へと急降下を始めたのだ。

「素晴らしい！」

　その光景を目にしたサイレントカレントは感きわまったように言った。

「あなたの正体が何であれ、その行こう為いは我らが『女王』に相応しいものです!!」




「な、なんやて!?」

　クイックストーンは何が起きたのか理解できなかった。サイレントカレントから何があっても突進を止めるなとは言われていたが、今やそれどころではなくなってしまっている。あっと言う間に一本衝角に懐へと飛び込まれ、一気に押おし返されているのである。

　瞬しゆん間かん的なスピードには自信があった。スピードほどではないがパワーについても、相手にしている比ひ較かく的てき小型の一本衝角には負けないという自信があった。

　それでなくとも自分は二本衝角。相手は一本衝角なのだ。彼女たちにとってこの衝角の数は絶対的なヒエラルキーなのである。負けるはずが無い。負ける事があってはならないのだ。

　しかし今『クイックストーン』は確かにその一本衝角に突進を止められたばかりか、逆に地球側へと押し戻もどされている始末なのである。必死に抵抗してみても埒らちが明かない。その間にも、一本衝角は『クイックストーン』ごと地球の大たい気き圏けんへと突とつ入にゆうしようとしているのだ。

　このままだと自分も地球の大気圏内へと引きずり込まれてしまう。別段、大気圏内へ突入したからといって『クイックストーン』自体に支障が出るわけではない。だがややこしい事になるのは間違いないだろう。特にこの恒こう星せい系に入る前に捕つかまえたかったと言うサイレントカレントの機き嫌げんを損ねるのは間違いない。

「このちびすけ一本衝角ポーンが!!」

　その叫びと共に『クイックストーン』は身をよじるような強引さで姿勢を変え、大気圏上層部で何とか一本衝角から離れる事に成功した。

　そしてすぐさま体勢を整え、一本衝角を追つい撃げきしようとする。

「さぁ、かかって来いやッ!!　一本衝角！」

　しかしクイックストーンのその叫びも虚むなしく響ひびく。一本衝角は『クイックストーン』を意に介かいすることも無く、そのままの速度で大気圏内へと突入していったのである。

「逃にげるんか、ちびすけ！」

　通信回線は開かれているはず。だからといって一本衝角の方がクイックストーンの言う事を聞くわけでもない。一本衝角の周囲には圧縮と摩ま擦さつにより熱せられた大気がプラズマ化する事によって発生するオレンジ色の輝かがやきが現れ始めていた。

「この……！」

　自分など眼中にないと言わんばかりの一本衝角の行動に、クイックストーンは激げつ昂こうするのを抑おさえられなくなっていた。そんな感情の赴おもむくままに『クイックストーン』は、一本衝角を追って地球の大気圏内へと突入しようとする。

「落ち着きなさい」

　しかしサイレントカレントの冷静な声がそれを押しとどめる。
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「そやかて、クライアントのおっちゃん!!」

「クライアントのおっちゃんではありません。サイレントカレントと呼べと何度、言ったら分かるのですか」

　さすがに呆あきれ果はてた様子のサイレントカレントだが、それでもクイックストーンは腹の虫が収まらないのか一方的にまくし立てる。

「あのちびすけ、一本衝角のくせに！　二本衝角ルークのうちを馬ば鹿かにするのもええ加減にせい。私が世の中の常識ちゅうものを身をもって教えたる……」

「黙だまりなさい」

　口調が厳しく、そして冷たくなる。興奮しているとは言え、その違ちがいに気づくだけの分別は残していたようだ。クイックストーンは不承不承ながらも口をつぐむ。静かになったのを確認してからサイレントカレントは話を続けた。

「最終的には逃げられましたが、決して無む駄だにはなりませんでした。彼女の正体を探る手助けになるでしょう」

　それほどサイレントカレントは機嫌を損ねているわけではなさそうだ。声の調子からすると思いの外、上じよう機き嫌げんのようにも感じる。安あん堵どしたクイックストーンは改めて一本衝角が逃げ込んだ地球を見下ろす。一本衝角の姿はもう見えない。地球は昼の部分を見せており、大西洋と南米大陸の一部が見て取れた。

「しかし一番、確実なのはやはり彼女の身み柄がらを確保すること。クイックストーン、あなたにはもう少し手伝ってもらいますよ」

「あのなぁ！」

　我が慢まんの限界に達したようにクイックストーンは声を荒あらげる。

「よぉ考えたら、ちょっと間違っとったらうちは地球人のステーションに突つっこんでいたんやないか。あんたは私をお尋たずね者にするつもりかい、クライアントのおっちゃん！」

　今回は敢あえてクライアントのおっちゃんと言っている。その心情はサイレントカレントの方もよく理解していた。クイックストーンの興奮を冷ますように落ち着いた声でサイレントカレントは言った。

「私がステーションを瞬しゆん時じにあの位置へ持ってこられるのならば、瞬時に元へ戻すことも可能だと考える事は出来ないんですか？」

　実際にそれが可能なのかどうかは分からない。しかしサイレントカレントの口調は余りに自信たっぷりで、少なくともクイックストーンには反論の余地がない。そしてサイレントカレントの次のひと言で、クイックストーンは完全にぐうの音も出ない状じよう況きように追おい込まれてしまったのだ。

「大体、パートナー無しで気楽にやりたいというあなたの意思を汲くんで、単独起動が出来るようにして上げたのですよ。その時点ですでにあなたは追われる身のはずです」

　そうだった。自分はこのサイレントカレントに大きな借りがあるのだ。クイックストーンは今になって自分がいかに軽率であったかを思い知らされた。

「この依い頼らいが完かん了りようしたら、自由にして構いません。あなた自身が望まれたように、自由気まま、気楽にやればよろしい。不法起動者は他にもいます。うまく立ち回れば数億年は好きにやれるでしょう」

「はぁ、しゃあないな」

　しかしこうなってしまった以上、後あと戻もどりはもう出来ない。なぁに、相手は所しよ詮せん、ちびすけ一本衝角。まぐれが続いただけで、二本衝角ルークの自分がそう幾いく度ども後おくれを取るはずもない。

　そう考えたクイックストーンは尋ねる。

「そんで、うちになにをやれと？」

「取り敢えず地球に潜せん入にゆうしてもらいましょうか。もちろん全体子体ホロニツクボデイで」

「地球に？」

　サイレントカレントの言葉にクイックストーンは改めて一本衝角が消えた眼下の惑わく星せいを見下ろす。

　太陽の光を浴びた昼の面は鮮あざやかな蒼あお。もっとも惑星として見れば特に目立つ特とく徴ちようのあるものではない。この銀河系にも同じような惑星は数千という単位で存在するであろう。そしてその多くが何らかの形で生命を宿している。

　しかし知性体となれば話は別だ。この銀河系の中で彼らが望む形、望むレベルにまで達した知性体を宿す惑星はただ一つ。太陽系第三惑星地球しか存在しないのだ。

「それよりもクイックストーン」

　思い出したようにサイレントカレントが言ってくる。

「量子ブラインドを再展開した方がいいですよ。先程の激げき突とつで位相が乱れてしまっています。今の状態では地球人のステーションから丸見えです」

「な!?」

　チェックしてみると確かにサイレントカレントの言う通りだ。激突の瞬しゆん間かん、両者を包んでいた量子ブラインドが崩ほう壊かいしてしまっている。それは彼女たちを地球人の観測機器から隠かくしてくれる結界が消えたという事。

「それを早く言わんかい、クライアントのおっちゃん！」

　しかしサイレントカレントは繰くり返しクイックストーンに注意する事は無かった。別の事に意識を捕とらわれていたからだ。

　それは蒼い惑星、地球。そして今しがたそこへ逃にげ込んだ、あの正体不明の一本衝角。

　もしもあの一本衝角が、彼女ならば……。

　クイックストーンへの回線に紛まぎれ込まぬようサイレントカレントは思いを巡めぐらせる。

　この惑星に『姉妹』が揃そろう事になる。もしもそうならば、やはりこの地球という惑星は……。

「ここは『素晴らしい場所ワンダフルプレイス』なのか？」

「はぁ？」

　思わず回線に紛れ込んだサイレントカレントのその言葉にクイックストーンは訝いぶかる。確かあの一本衝角の少女が同じ事を聞いて来たはずだ。だがクイックストーンはサイレントカレントにそのつぶやきの真意を確かめる事はしなかった。尋ねた所で教えてくれそうにもないし、真相を聞けば聞いたで、さらに自分の立場がややこしくなるのは必至と悟さとったからだ。

「うちは一人で気ままにやりたいだけやのになぁ～～」

　クイックストーンは思わずそんなぼやきを洩もらしていた。




　地球上空でクイックストーンが己が身の上を嘆なげいているのと同じ頃ころ。立場は異なれどやはり同じ相手が原因で振ふり回されているものがいた。

「ティセさまぁ～～!!」

　銀河系はハローと呼ばれる球状星団と褐かつ色しよく矮わい星せいからなる球形の領域に包つつみ込まれている。そのハローに属する名もなき球状星団の一角で、三本の衝角を持った宇宙船スペースクラフトが一隻せき、当て所もなく星々の間を飛んでいく。

「ティセさまぁ～～!!　どこに行かれたのですか、出てきて下さい～～!!」

　声を張り上げて、いや正確には通信用の回線とその出力を全開にして彼女は呼びかける。しかし答えは一向に帰ってこない。球状星団を構成する年老いた恒こう星せいたちも沈ちん黙もくを守るのみ。

「困りましたね」

　彼女は独りごちる。

「ここまで来たのは確かなようですけど。そうなると、やはりティセさまが向かったのは……」

　そして彼女は５万光年ほど彼方かなたの蒼い惑星へと思いを巡らせる。

「地球……」




　地球の南米側が昼ならば、当然その反対側に位置する日本は夜という事になる。その日本の首都東京の北東部に位置する足立区。かつての高度成長期には工業が盛んであったが、二十一世紀を迎むかえあと数年で十年となろうとする現在では、都心への通勤が便利な住宅街へと変へん貌ぼうしている。そんな足立区の典型的な町並み、団地と一戸建て住宅が立ち並ぶ一角に突とつ然ぜん、閃せん光こうが上がった。場所は団地と住宅街の中に申し訳程度に設けられている小さな公園。その公園からまっすぐ上空へ光が走ったのだ。その光は公園の芝しば生ふの下から発しており、やがてその中から直径数メートルはありそうな円えん錐すい形の衝角が音もなく姿を現す。

　しかし次の瞬間には閃光も円錐形の衝角も幻まぼろしのように姿を消してしまった。公園の芝生にも、変化はなく、地中から何かが出てきたとは思えない。眠ねむらない町、東京といってもこの辺りは住宅街。午前二時くらいにもなれば人通りはほとんど無く、そして文字通り刹せつ那なの出来事であったため、目もく撃げきした人間がいたとしても何かの見間違いかと思うかもしれない。出来事はそれ程までに瞬間に発生して、そして跡あと形かたもなく消えたのである。

　いや、跡形もなく消えたわけではない。閃光と円錐状の衝角が現れ、そして次の瞬しゆん間かんに消えた後には、そこにはいなかったはずの人ひと影かげがあった。

　それは小こ柄がらな少女の影かげ。少女は辺りを見回し数歩、歩いた後、突然、芝生の上に倒たおれ込んでしまった。

　意識を失ったわけではない。ただ公園の芝生の上に寝ね転ころがり、空を見上げるだけ。

「……力を出しきるより抑おさえる方が疲つかれます」

　誰へともなくそうつぶやく。

　視界にあるのは星もろくに見えない暗い夜空。そして無む味み乾かん燥そうとした四角い建物。それがこの惑わく星せいの住居の一種であることは知識としては理解している。

　芝生とその下の土の感かん触しよくを楽しむように少女は目ま蓋ぶたを閉じる。

「あのメロディはこの辺りから聞えたのに……」

　今は何も聞えない。あらかじめメロディが聞こえてくる地点の見当をつけておいた少女は、『クイックストーン』を振りきった後、地球そのものを突つっ切きってほぼ反対側へと出たのである。無論、ドリルのような円錐状衝角で地表やマントル層を物理的に直接、掘ほり抜ぬいて来たわけではない。彼女たちが光速を超こえる速度で移動する際に用いる技術を応用して、間に立ちふさがる空間そのものを突とつ破ぱしてきたのだ。

　いつまでもこうしているわけにはいかない。少し休んだら、また……。

　その時だ。何かが近づく気配がする。人間ではないようだ。それよりもはるかに小さい。何のために近づいてくるのは分からないが、少なくとも明確な敵意は感じられない。

「にゃあ」

　四足歩行する小型の哺ほ乳にゆう類るい。地球人類は主に愛あい玩がん用として飼育する事が多い。その動物の鳴き声。

　猫ねこだ。

　かねてより少女が学習しておいた知識はそう教えてくれる。目蓋を開けると白い猫が少女の方を見つめていた。少女が目蓋を開けたのを見て白い猫は顔を寄せてまた鳴く。

「にゃあ」

　この惑星に住む猫という生物は、人類ほど高い知能を持っていない事は承知していた。しかし何故かその白い猫は少女に向かって語りかけてくるような気がする。

「にゃあ」

　何気なく少女はその白い猫の鳴き声を真似てみる。少女のその返答に白い猫は満足げにうなずいたようにも思えた。そしてくるりときびすを返し、顔だけ少女の方へ向けてまた一つ鳴いてみせた。

「にゃあ」

　着いて来い。そう言ってるかのようだ。そして公園の出口の方へ向かって数歩、歩き出す。少し行って少女が着いて来ない事に気づくと、白い猫は振ふり返り促うながすようにようにまた鳴く。

「分かりました。そんなに急かさないでください」

　少女は白い猫に向かってそう話しかけると芝生の上から立ち上がり、いささかおぼつかない足取りでその後を追った。

　猫に人類ほどの知能はないにせよ、訓練によってある程度の行動を学習させる事は可能かもしれない。少女はそんな風に考えて猫の後を追っていた。もっとも誰が何のために、どんな事を学習させたのか、今のところそこまでの見当はつかない。もちろん、猫の行動にはまったく何の意味もないのかも知れない。しかしあのまま公園で寝転がっているよりはましだろうとも少女は思っていた。

　自分の後を着いてくる少女の姿に白い猫は満足げな様子だ。自信たっぷりな足取りで公園を出ると、人通りのない道路を横切りそこへと向かう。

　公園の目の前とまではいかないが、程近い所に目的地はあった。ごく普ふ通つうの二階建て住宅。周囲の住宅と比べても特に目立つ点は無い。ただ一つ違ちがいを上げるとするならば、他の住宅のほとんど灯りを消し寝ね入っているのに対して、白い猫が少女を案内したその家の玄げん関かんだけはなぜか照明が点っており、玄関のドアにはめ込まれたガラスから外へと光が漏もれているのだ。それは単に消し忘れたというよりは、帰りが遅おそい誰かを待って点けたままにしているようにも思える。

　白い猫はちらりと後ろを振り返り、少女が着いて来ていることを確認すると、玄関へと走りより、前足を上げてドアをひっかきながら何度も鳴いてみせる。

「にゃあにゃあ、にゃあ」

　すぐには反応はなかった。少女は玄関の脇わきにある塀へいに寄りかかり、住宅の中の様子を伺うかがうがなかなか変化は訪れない。

　白い猫の試みが徒労に終わるかと思えたその時だ。ドアにはめ込まれたガラスの向こうで人影が動くのが分かる。その人影はドアの方へと近づきながら声をかけてきた。

「どうしたの、『たいよう』？」

　女性の声だ。優しげで温もりを感じる声。それがドアの向こうから聞えてきた時、少女は自分を支配していた緊きん張ちようの糸が切れ、意識が遠くなるのを感じていた。

　ガチャリと鍵かぎを開ける音がする。ドアが開かれ声の主の姿が現れる。室内の照明が逆光になり顔立ちはよく見て取れないが、声から想像される通りの優しげな妙みよう齢れいの女性なのは間違いない。

「あら……」

　ふらつく足取りで数歩、玄関のドアの方へと近づいてきた少女の姿にも、その女性はさして驚おどろく様子もない。むしろ玄関先へと出て、少女をだき抱かかえようとする。

　少女は自分でもどうにもならぬうちに、その女性の腕うでの中へと倒たおれ込んでいた。

　遠のく意識のままその女性の腕にだき抱えられた少女は、自分をこの地へと誘さそったあのメロディが、ほんの一いつ瞬しゆんだけではあるが、すぐ間近から聞えてきたようにも感じていた。







《ＰＨＡＳＥ―００：０１　ティセ～Tise～》







　大おお空ぞら広こう大だいは夢を見ていた。

　子供の頃ころからよく見る夢だ。毎日、あるいは数日を置かずというほどではない。しかしあの夢を見なくなったと思うことはない程度の頻ひん度どなのは事実だ。

　確かに人によってよく見る夢というのは有るようだ。特に肉親、初はつ恋こいの相手の夢は、生しよう涯がいにわたって見るという統計も出ているという。だが時を経るにつれてその夢の内容は変わっていくはず。夢は眠ねむっている間に脳が記き憶おくの整理を行う為ために起きる現象とされている。人は日々、新たな記憶を重ねていく。よく見る夢といっても、それはその中に出てくる人やシチュエーションが同じだけで、寸分たがわぬ内容というのはまずあり得ない。

　同じように思えてしまうのは、いわば夢を見る人の方の錯さつ覚かくであると言ってもいいだろう。

　しかし大空広大がよく見る夢は、子供の頃から文字通りに寸分たがわぬ内容なのである。

　遠く、ただひたすら遠く広がる海岸。実際のところそれが海岸なのかどうかは分からない。そう思うのはそこに立つ広大の足元を浅い水が洗っているからに過ぎない。だが海にしては波はほとんどない。

　水は見み渡わたす限り浅く広がっているだけなのだ。遠く、ただ遠くまで浅く広く周囲を満たしているだけなのだ。

　果てしなく広がり、全体の把は握あくを拒きよ絶ぜつするかのようなその空間に、広大は言い知れぬ恐きよう怖ふすら覚える。なんど同じ夢を見ても同じ恐怖が襲おそいかかるのだ。

　夢の中の広大の視界は朝焼けを思わせる赤みが掛かかった黄金の色で満たされている。果てしなく広がる水も、空の黄金の光を受け同じ色に輝かがやきを放つ。

　そしてそこには少女がいた。

　視界一いつ杯ぱいに広がる黄金の輝きを背に少女は舞まう。足元では水が飛沫しぶきを上げて水面に波は紋もんを広げていく。広大は周囲の空間が与あたえる恐怖から逃のがれるように、いつもその少女を注視するのだ。

　少女は唄うたっていた。メロディは聞き取ることが出来ても、歌詞の内容までは広大には分からない。歌声は確かに聞えてくるのだが、その内容は分からないのだ。

　ただその唄を聞いているとどこか懐なつかしく、そしてせつなく思う。そして最後にはやりきれない気持ちにすらなってくる。

　無限に広がる黎れい明めいの中で少女は唄う。広大はいつもそれを見ているだけ。黄金に輝く空の下、少女の姿は逆光になっていてよく見えない。少女が広大の存在に気づいているのかどうかすらもよく分からない。

　手を伸のばせばとどく距きよ離りのようにも思える。しかし夢の中の広大はそれを実行に移した事は無かった。いつも黎明に唄う少女を見つめているだけ。いつも内容の分からぬその唄に懐かしく、そしてやりきれない想いを募つのらせるだけ。

　それは大空広大が子供の頃からよく見る夢だった。そしてそれは子供の頃から寸分たがわぬ内容だったはずだ。

　しかし今日は違ちがったのだ。

　唄の内容、歌詞が突とつ然ぜん、広大の意識へと飛とび込んで来たのだ。







ねえ、愛しい貴方

そこは素晴らしい場所ですか？

そこから私は見えますか？

私の唄は聞こえますか？

いつか運命の軛くびきを断ち切り、

幾いく億おくの時と星を越こえて、

再び巡めぐり会あう。

その時まで……、







　夢の中でも広大は背筋が震ふるえるのを感じた。

　それだけではない。

　いつも少女は見渡す限りに広がる浅い水面の上で唄うだけ。そしていつのまにか広大は夢から醒さめるのだ。だが今日は違う。少女は何かに気づいたように、唄を止めると、そして広大の方へと振ふり返る。

　赤みの掛かった金色に輝く空を背にした少女の面立ちは影かげとなってよく見えない。しかし広大には少女が微笑ほほえんでいるのが分かった。

　確かに分かったのである。




「……むぎゅ」

　まどろみの中で妙みような声を聞く。今しがた見ていた夢の中で覚えた不思議な感かん慨がいも即そく座ざに吹ふっ飛んでしまう。

　何だ、こりゃ……。

　声だけではない。広大は自分が何かを抱だき締しめている事に気づく。確かに寝ねている時に枕まくらや布団、毛布を抱き締める癖くせのある広大だが、どうやら今、腕うでの中にあるのは寝しん具ぐではないようだ。なにしろ広大の手の中から逃れようとじたばたと抵てい抗こうしているのである。

　まだ完全に醒めていない頭で、広大はぼんやりと思考を巡らせる。最初にたどり着いた可能性は飼かい猫ねこの『たいよう』。白い大きなオス猫で、冬場になると広大のベッドに潜もぐり込んで来ることも有る。しかし今は五月。ゴールデンウィークも終り、気候もすごしやすいというよりは、少々、暑いほどだ。『たいよう』が潜り込んで来る事は考えにくい。

　第一、抱き締めている感かん触しよくからして、『たいよう』よりはかなり大きい。いくらたいようが大きいといっても、中学生くらいの大きさはないだろう。

　それに手に伝わる感触は何かの布地。何気なく上の方へ手を上げると、柔やわらかい髪かみの毛の感触がする。そして何といってもふわりと嗅きゆう覚かくをくすぐるいい匂においがする。

　ひょっとして、母さん？　広大はぼんやりとした頭の中で次の可能性を検討する。

　昔は酔よっ払ぱらって広大の寝ね床どこに入はいり込んで寝入ってしまう事もあったが、さすがに息子が高校生ともなると部屋も別。母の広ひろ海みの部屋は一階、広大の部屋は二階という事を考えると間違える事はまずない。第一、広海よりもはるかに小こ柄がらだ。

　まさか、恵けい子こか？　いや、そんなはずはない。第一、恵子はもっとデカい。その、色々と恵子はデカいはずだ。

　まだまどろみ半分。ぼんやりとした頭は、抱き締めているそれを、何はともあれ一いつ旦たん、離はなしてやるという単純な対策を思いついてくれなかった。

　広大の腕の中でじたばたと抵抗していたそれは、結局は実力行使に打って出る事にしたようだ。広大は腕に何かが巻き付く感触を覚えた。薄うすいテープかリボンのような感触だが、それは同時に金属のように冷たい質感もあるのだ。

　その冷たい感触に広大の意識は一気に覚かく醒せいへと向かう。だが完全に跳はね起きる前に、その金属のテープのようなものは、抱き締めていたそれから強引に広大の腕を引き離してしまっていた。

「うわっ!?」

　自分でも情けないと思うくらいの悲鳴を上げて広大は自分のベッドの上に跳ね起きる。その時になってようやく、昨晩、寝る前に閉めたはずの窓とカーテンが開け放たれている事に気づいた。

　やっぱり、『たいよう』か。

　窓は閉めたが、鍵かぎをかけ忘れたのかも知れない。『たいよう』は妙に賢かしこいというか器用な猫で、鍵が掛かかってなければアルミサッシくらいは開けてしまう。

「まったく……」

　ぼやきながらカーテンと窓を閉め直なおそうと手を伸のばしかけたその時だ。広大は視線に気づいた。いや気配に気づいたのだ。もっとも今いま更さら、視線や気配に気づくのも間ま抜ぬけな話だ。なにしろその主はすぐ目の前にいたのだから。

　しかしすぐ目の前にいたものの、何か言う事も無くじっと広大を見つめているだけ。むしろその存在に気づいた広大の方が声を上げそうになった程だ。辛かろうじてそれを押おしとどめる事が出来たのも、余りにあり得そうにない出来事ゆえ、もしかしたらまどろみから夢の中へ逆ぎやく戻もどりしてしまったのかと疑ったためだ。

　広大の目の前には女の子がちょこんと座っていたのだ。広大と視線があってもその女の子は何かいう事も無い。ただ真正面からじっと広大を見つめているだけだ。

　こりゃ、夢だ。

　広大は確信した。自じ慢まんではないが15歳のこの歳まで、子供の頃ころに母親や親しん戚せきに添そい寝してもらった時以外、女性と床とこを共にした事は無い。第一、昨夜、床に着いた時も一人だけのはずだ。

　朝起きたら目の前に女の子がいるなんて、一体、それはどこのギャルゲーだ。これが夢でなければ、俺はギャルゲー脳って事になるな。しかしギャルゲーなんて最近はやってない。昨日も寝る前にゲームはやったが、恵子から押しつけられるように貸されたシューティングゲームだ。一面ボスで何度もゲームオーバーになってしまうので寝てしまったのだ。もう一本、アクションゲームも押しつけられたが、これはホラーネタなので寝る前にやるには適さないなら手をつけなかった。

　だからこれは夢に違ちがいない。うん、夢だ。俺の人生の為ためには夢であるべきだ。

　広大は一人でそう納得していた。

「おはようございます」

　やにわに声が響ひびき、広大は座っていたベッドの上から飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

　そういったのは目の前の女の子。小さな子供が背の高い大人に話はなし掛ける時、自分へと注意をうながすように、少し相手の方へ身を乗り出し、手を差し出してみせる事があるが、少女もそんな仕草と共に声を掛けてきたのだ。

　ぽかんとして広大は少女の方を見つめる。少女の方もそれ以上は何かを言う事も無くじっと広大を真正面から見つめ返しているだけ。

　その瞳ひとみは引き込まれそうな冴さえた蒼あお。まるで夜が明ける直前の東の空の色のような蒼。その色に広大は思わず息を飲み、そしてハッとして改めて少女の容姿へと目をやる。

　蒼い瞳が夜が明ける前の空の色ならば、髪かみは朝焼けの赤みの掛かった金色。軽くウェーブが掛かり肩かたまで伸びている。赤みの掛かった金きん髪ぱつを彩いろどるのは銀に青のラインが入った金属光こう沢たくのリボン。

　肌はだの色は白人に近いが、ハーフだろうか、顔立ちは日本人といっても通じそうだ。口は小さいが健康的な薔ば薇ら色いろの唇くちびるが印象的。小こ柄がらで歳の頃は広大より二つ、三つは下かも知れない。中学生、あるいは小学校の高学年くらいに見える。

　身につけているのはぶかぶかの、ピンクのチェック柄がらの女性物パジャマ。それも上だけ。見覚えがあると思ったら、どうやら広大の母である広海のもののようだ。広海よりもはるかに小柄なため、上着だけでも充じゆう分ぶんという事らしい。パジャマの上着の裾すそは、ぺたんと座すわり込んだ女の子の膝ひざのちょっと上まで来ている。

　何気なく視線をそこまで落していた広大は、女の子の肌の白さにハッとなって目をそらす。目をそらした瞬しゆん間かん、広大はある可能性に思い至った。

　ひょっとして母さんの知り合いか？

　広大の母、広海は出版社で翻ほん訳やく関係の仕事をしている関係上、外国人の知り合いも多い。以前にも海外からの客を泊とめた事もある。何か急用で、知り合いの外国人の子供を預かったのかも知れない。

　うん、そうだ。そうに違いない。なんと論理的な推理だ、さすがだ俺!!

　ならば話は早い。女の子に母の知り合いかどうか確認すればいいだけの事だ。そうすればこの不条理から逃のがれる事が出来る。母の職業柄、広大も英語での日常会話程度なら充分にこなせる。それに『おはようございます』と言ったのだから、まったく日本語が出来ないわけでもないだろう。

　一気に頭の中で対策をまとめた広大はベッドの上にあぐらをかき、改めて女の子の方へと向き直る。広大は心のどこかでまだこれが夢の続きで、振ふり返ると女の子の姿が消えている可能性も想定していたのだが、幸か不幸か赤みの掛かった金髪の少女はまだそこにちょこんと座ったままだった。

　女の子は所在なさげに両手を身体の脇わきでぱたぱたやっている。子供が退たい屈くつしたり、手持ちぶさただったりする時、気の抜ぬけたラジオ体操のように、身体の両りよう脇わきで両手を横にぱたぱたさせる事があるが、やはりそんな感じの仕草だ。

　広大が向き直ったのを見て、女の子はその動作を止める。止めたものの、特に何かする様子も無い。ただ無言で広大の方をじっと見つめているだけ。

　これといって表情は無い。しかし不思議な事だが、無表情ではあるが無感情ではないようだ。少なくとも広大はそう感じていた。表情にこそ出ていないが、明らかに感情はある。もっともそれがどういう感情なのか、広大にもまだよく分からなかった。

　ようやく女の子の表情に変化が出た。視線を上に向け、少し小首をかしげる。そしてすぐさま視線を広大の方へ戻もどすと、また手をちょこんと差し出し、少し身を乗り出すようにして口を開く。

「おはようございます」

　ええと、これは……。女の子がまた同じ言葉を繰くり返した事に、広大は考えを巡めぐらせる。

　つまり自分の日本語が通じてるかどうか不安に思ってるって事か？

　広大がどうしたものかと思案している間に、女の子はまた言った。

「おはようございます」

　そう言うと姿勢を戻す。そしてまた両手を身体の脇でぱたぱたさせるが、心なしかそのサイクルが短くなっている。まるで不ふ機き嫌げんである事を手の動きで表現しているかようだ。

　あっ、そうか！

　その時になってようやく広大は、女の子から『おはようございます』と言われても返事をしていない自分に気づいた。

「え～～と……」

　まぁ、普ふ通つうに日本語でいいだろう。そう考えて広大は口を開いた。

「お、おはよう」

　それだけの言葉なのに、なぜか緊きん張ちようする。声も少しばかりうわずってしまったようだ。

だが女の子の方はそれで満足したらしい。

「おはようございます」

　また軽く手を上げ、少し身を乗り出すようにして女の子は答えた。涼すずやかな声が心なしか弾はずんでいるようにも聞えた。言い終えると女の子はすぐさま姿勢を戻し、また手を身体の両脇でぱたぱたさせるが、今度はかなりリズミカルになっていて、機き嫌げんが直ったことを想像させてくれる。

「ええと、何から聞いたものかな……」

　取り敢あえずコミュニケーションの第一段階は何とか通過できたようだ。しかし広大が何気なく洩もらしたその言葉に、女の子の方から反応してくれた。

　両手を勢いよく身体の横に上げる。いままで見せていた仕草だが勢いが違ちがう。昔のマンガだったら頭の上に何か閃ひらめいた事を表すランプや電球が点っているような雰ふん囲い気きだ。

「ティセ」

　やにわにそう言う。

「へ？」

　怪け訝げんな顔の広大に女の子は繰り返した。

「ティセです。ティセ、ティセ」

　両手を身体の横でぱたぱたさせながらそう繰り返す。

　ティセって……。これは名前か？　そう判断した広大は言った。

「ええと、ティセちゃん？」

「違います」

　先程から喋しやべるときの声の調子は一向に変わらない。穏おだやかで淡たん々たんとさえしている喋り方かた。しかし両手を身体の脇でぱたぱたと振る仕草が速くなった事から察してみると、どうやら女の子は、今の広大の返答に不快感を持ったようだ。

「ティセです。ティセ、ティセ」

　繰り返すのは同じ言葉。広大は混乱しそうな頭の中を懸けん命めいにまとめた。

　ひょっとして『ちゃん』付けされたのは、子供扱あつかいされているからと思ったのかな？

　そう考えた広大は慌あわてて言い直す。

「ティセさん？」

「違います」

　また否定される。

「ティセです。ティセ、ティセ」

　どうも同じ言葉を三回繰り返すのがこの子の癖くせらしい。女の子はまた同じ事を言った。

　ちょっと待て、どういう事だ？　まさか『ティセです。ティセ、ティセ』で名前って事はないよな。……ん？　そうか！

　軽くパニックに陥おちいっていた広大だが、ようやくその事に気づいた。外国、特に英語圏けんでは日常、敬けい称しようをつける事は余りしない。特に同年代は普通に名前で呼び捨てだ。

　この子が外国から来て間もないのであれば、『ちゃん』であれ『さん』であれ、敬称付きで呼ばれる事に違い和わ感かんを覚えているのかもしれない。

「ティセ？」

　広大がそう言うとようやく女の子は小さくうなずいた。

「そうです。ティセです」

　両手を身体の脇わきでぱたぱたさせるリズムが少し変わる。どうやら広大の返答に満足してくれたようだ。

　実際の時間にすればものの数分。しかし広大は名前を聞き出すまで、何時間もかかったような疲ひ労ろう感を覚えていた。

　まぁ、いいさ。これで一歩前進だ。

　ホッとした広大は続けて自己紹しよう介かいに移る。

「あの、俺は広大。大空広大」

「知ってます」

　正体不明の女の子改めティセは、ちょっと身を乗り出し軽く手を差し出すようにして答える。少し落ち着いてみると、高座の落語家が誰かに語りかける事を表現する時の仕草にも似ている。

「広海から聞きました」

　ティセのその答えに広大は少し安心した。母の名前を知っているということは、やはり預かってきた知り合いの子供なんだろう。

　安あん堵どした広大は少し打ち解けた話へ持っていく。

「日本語は喋れるの？」

「日常会話なら問題ありません」

　広大の問いにも迷うことなく澱よどみなく返答する。確かに日常会話なら問題無さそうだが、日常常識の方は問題山積みのような気がしないでもない。

　それでも解決の糸口は見えて来たようだ。

　ある朝、目が醒さめたら同じベッドに見覚えのない、それも中ちゆう途と半はん端ぱに日本語が堪たん能のうな外国人の女の子が寝ねていた。そんな不条理な出来事が、日常の条理の中へ収束していく快感に身を委ねながら広大は続けて尋たずねる。

「で、ティセはどこから来たの？」

　広大の質問にティセは少し視線を上に送る。どうやら何か考かんがえ込む時に出る仕草らしい。考え込むことでもないだろうにと広大は思ったが、ティセはしばしの後、おもむろに口を開いた。

「隣となりの部屋です」

「はい？」

　確かに広大の部屋の隣には、今は使っていない部屋が有る。父が使っていた部屋だが、来客が有ったときにはそこに泊とまってもらってるのも事実だ。

　しかし広大が聞きたかったのはそんな事ではない。

「隣の部屋では朝日が見えません。だからこの部屋に来ました」

　確かに隣の部屋は東側に面しておらず、朝日が見えないのは確かだ。だがそれが自分の部屋に勝手に入ってくる事と何の関係が有るのだ？　あっけにとられている広大に構わず、一方的にティセは続ける。

「朝日が見たくて広大の部屋に入ってしまいました。でも余り良く見えませんでした」

「……まぁ、そうだろうな」

　両親がここに居を構えた頃ころは、まだ周囲には田んぼや畑が有ったと言うが、最近はマンション等の高層建築が目に見えて多くなっている。到とう底てい、二階の広大の部屋から昇のぼる朝日などは見えない。夜明けから一時間ほどして、マンションの間から顔を覗のぞかせる太陽がようやく見えてくる程度だ。

「残念ですね」

　一時、広大はティセが何を残念に思っているのか理解できなかった。理解できないままに曖あい昧まいにうなづく。

「ああ、そうだね」

「そうです。本当に残念です、残念」

　口調は変わらないが、両手をパタパタさせるリズムから察して、ティセが心底残念がっているのが推測できる。

「太陽だけでも見たいと思っているうちに寝てしまいました。そうしたら広大に抱だき締しめられました」

　ようやくティセが広大のベッドにいた次第が明らかになってくれた。

「いや、抱き締めるって……」

　やっぱりさっきの『……むぎゅ』という声は、このティセという女の子のものだったようだ。『抱き締める』というティセの表現と、まだ腕うでに残る感かん触しよくに赤面した広大だが、それ以上に重大な問題を忘れるわけにもいかなかった。

「ま、まぁ。それはともかくさ。……だから、ティセはどこの国から来たの？」

「国？」

　ちょこんと首を傾かしげる。

「国からは来ていません。隣の部屋から来ました」

　念を押おすように隣の部屋の方を指さしながらティセは答える。

「いや、そうじゃなくて!!　日本に来る前はどこの国に居たのか聞いているんだってば！」

　かみ合わない会話に思わず口調がきつくなる。しかしティセは気にしていないようだ。また上目遣づかいで何事か考え込んでから、改めて広大へと向かって答える。

「私は国の概がい念ねんを具体的に理解できません」

　想像だにしなかった返答にポカンとしている広大に構わずティセは続ける。

「国とはどのようなものですか？」

「いや、だからどのようなと言われても……」

　改めて国の概念を説明しろと言われても、一いつ介かいの高校生に、それも起き抜ぬけに見知らぬ女の子から質問されるという、まずあり得ない状じよう況きようでは納得のできる答えなど望めるはずもない。

　こういう時は……。そうだ！

　広大は母直伝の奥おくの手てを使うことにした。

「それでティセは母さんとはどういう知り合いなの？」

　そうだ。こういう時には話を逸そらすに限る。それが賢けん明めいというものだ。自分の的確な判断力を心中で自画自賛する広大を、ティセはまた混乱の極みへと叩たたき落おとす。

「五時間ほど前に拾われました」

「………………」

　返ってきたのはまたもや予想だにしない言葉であった。

　ちょっと待て、拾われた？　母さんの知り合いの子じゃないのか？　それになんだ五時間前というのは、夜中じゃないか。

「あ～～～～～ッ、もう!!」

　広大は自分でも知らぬうちに髪かみをかきむしっていた。しかし広大をそこまで追おい込んだ張本人であるティセは、ベッドの上にぺたんと座すわり込んだまま、両手を身体の横でパタパタさせているだけ。広大がそんな反応を見せる理由が分からぬまま、興味深げに見守っているようにも見える。

「あのなぁ……」

　髪をかきむしったところで埒らちが明くわけでもない。第一、この歳で育毛剤ざいやカツラのお世話になるのも嫌いやだ。あぐらをかいた膝ひざ頭がしらをポンと叩いて広大は言う。

「夜中に拾われるって、犬か猫ねこじゃ有るまいし……！」

　広大のその言葉にティセはぱたぱたさせていた両手をまた勢いよく肩かたの所まで上げる。どうやら何か思い出したようだ。

「猫を拾ったのではありません。むしろ猫に拾われました」

「……はい？」

「白い猫です。広海は『たいよう』と呼んでいました」

　飼かい猫のたいようのようだ。しかしそのたいように拾われたというのは一体全体、どういうことだ？

　……いや、やっぱりこれは夢だ。夢に違ちがいない。

　そもそも目が醒さめたら外国人の美少女がいたという所からしておかしい。かみ合わない会話からして夢に決まってる。いっそ、そうであってくれた方がいい。

「分かった」

「分かっていただけましたか」

　広大のその言葉にティセはうれしそうに手を振ふってみせる。もっとも表情は変わらぬまま。

「これは夢だ」

　そういうと布団を被かぶり直す。

「寝ねればきっと目が醒めるはずだ。うん、そうに決まった」

　我ながら訳の分からない事を言っているなと思いつつも広大は頭から布団を被ってしまった。

「現実逃とう避ひは感心しませんね」

　ティセがそんな事を言うが、広大は一切、無視を決きめ込む。

　もっとも布団を被ったところで眠ねむれるわけもないし、ましてや目が醒めて都合のいい現実が現れてくれるわけでもない。

　落ち着け、俺。状況を整理してみろ。

　広大は自問する。目が醒めると見知らぬ女の子がいた。言葉は通じるものの、意思の疎そ通つうという点では難有り。いや、問題ばかり。

　しかし母の事は知っているらしい。

「そうか」

　ようやく広大は単純明解な解決方法に思い至った。母の広海に拾われたというのならば、まず本人に尋たずねてみればいいではないか。

　それにそろそろいつも起きる時間だ。広海も起きているはず。ならば徒いたずらに現実逃避を決め込むのではなく、正面から解決に持っていける。

「よし！」

　意を決して広大は跳はね起きる。上はパジャマ代わりのＴシャツ、下はジャージという格好から着き替がえようとタンスの方へ向き直った時だ。ティセの様子に気がついた。

　ベッドの上にちょこんと座っていたはずのティセは、広大の横に寝ていたのである。

「なにやってる！」

　思わず声を荒あらげてしまう。しかしそう言われてもティセは別段、気にする様子も無い。ただ一いつ瞬しゆん、髪をまとめている銀に青いラインが入ったリボンが、耳の脇わきでピョコンと動いたように見えただけ。

　ティセも横になっていただけで寝入っていたわけではないようだ。すぐに目ま蓋ぶたを開いて答えた。

「特にやる事もありませんので」

「起きろ！　こんな所を見られたら……」

　ふと嫌な予感に襲おそわれる。

　そもそも目が醒めると正体不明の女の子がいたという辺りから、何か歯車が食くい違ってしまっている。いや食い違っているというよりは、別の所へ食い込んでいると言ってもいいだろう。

　すると、この次の展開は……。

　そして次の瞬しゆん間かん、広大の嫌な予感は見事なまでに的中してくれた。

「朝っぱらから、窓開けてなに大声上げているのよ!!　近所迷めい惑わくよ！」

　そうだ。そもそも自分には『窓から入はいり込んで来る、隣りん家かに住む幼なじみ（♀）』というベタな存在がいたのだ。そんな存在がいる以上、目が醒めたら見知らぬ女の子がいたという展開の次にやってくるシチュエーションは決まっていようものだ。

　……これなんてギャルゲー？　

　いや、むしろこの場合……。

　……これなんてギャルゲーの呪のろい？
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　窓から首を突つっこんで来た幼なじみの姿に、心中で自らにそんな突っ込みをいれてしまう広大であった。

「おはようございます」

　ベッドの上から起き上がった広大の横で、ティセは半身を起こして窓から顔を出した幼なじみに向かって挨あい拶さつする。

　癖くせの強い、日本人にしては赤みのかかった髪かみを短くまとめた、その幼なじみの女の子は、目の前の光景に凍こおりついてしまったようだ。

　それは確かにそうなるだろう。

　広大はパジャマ代わりのＴシャツにジャージ。横で半身を起しているティセはぶかぶかのパジャマ。これで誤解をするなという方が無理な展開だ。

「あの～～……」

　彼女はひきつったような笑顔で視線を逸そらし、わずかにそばかすの後が残る頬ほおを掻かきながら言う。

「事前？　事後？」

「はい？」

　広大は言葉の意味を即そく座ざに理解できず間ま抜ぬけ顔をするのみ。

「だから、やっちゃった後なの？　それともこれからやるの？」

「……ちょっと待て、恵けい子こ!!」

　広大は幼なじみの高たか科しな恵子に向かって慌あわてて反論する。

「してない、してない!!　なにもしてない!!」

「そう」

　そう言う広大に恵子はにっこりと笑って答える。

「ちゃんと避ひ妊にんはするのよ♡」

「ちょ……、待て恵子!!　なにか根本的に勘かん違ちがいしてるだろう、おい!!」

　しかし広大の言葉の途と中ちゆうで恵子は勢いよくアルミサッシを閉めてしまう。

「待て、恵子。俺の話を……」

　慌てて恵子の後を追いかけ、アルミサッシに近寄った広大だが、それが災いした。今しがた閉められたはずのアルミサッシが再び開け放たれ、その向こうから恵子の通学鞄かばんが飛とび込んで来る。

「って、言うか……。なにしてんのよ、馬ば鹿か!!」

　完全にカウンターである。恵子の声と共に飛び込んで来た広大の顔面へ見事なばかりにヒットした。もんどり打ってベッドの下まで転がり落ちる広大を見下ろしながら恵子は憤ふん然ぜんとして言った。

「こんな事ならハリセンでも持ってくればよかったわ」

　恵子は窓から部屋へと入ってくると広大とティセを交こう互ごに見返しながら語気も鋭するどく問いただす。

「で？　この子は誰？」

「ティセです」

　目の前の出来事にも平然としてティセは答えた。

「ティセだそうだ」

　広大も通学鞄がカウンターヒットした右の頬をさすりながら続けた。

「名前は聞いてないわよ！」

　広大の方へ向かって恵子は声を荒あらげた。

「一体、どうしてこの部屋にいるの？」

「目が醒さめたらいた」

「一いつ緒しよに寝ねてました」

　広大に続いてティセも火に油を注ぐような事を言う。

「ほぉ……」

　相変わらずティセには構わない。床ゆかに転がったままの広大を仁王立ちになって見下ろしながら恵子は続けて尋たずねた。

「で、それなんてギャルゲー？」

「俺が聞きてぇよ!!」

　広大のその答えに恵子の眉まゆの端はしが怒いかりにぴくりとひきつる。そして放り出して有った通学鞄を手にとり振ふり上げると叫さけんだ。

「あんたみたいなのがいるから、エロゲーの規制が強化されるのよ。この犯罪者!!」

「ちょっと待て、落ち着け恵子!!　人の話をよく聞け!!」

「聞いてるわよ、この朝から18禁指定!!」

「だから落ち着け！　そもそも女子高生がエロゲーの規制強化を気にする点で何かおかしいぞ！」

　いや、待て。落ち着け、俺の方も！　突つっこむのはそこじゃないだろう。

　恵子が振り回まわす通学鞄を逃のがれながら広大は自分自身にそう突っこんでいた。

「毎朝、窓から入って起しに来る巨乳のツンデレ幼なじみだけじゃ不足だって言うの!!」

「ちょっと待て、今のは聞き捨てならないぞ！」

　広大は恵子の発言を訂てい正せいにかかる。

「毎朝じゃないし、そもそもお前は起しに来るんじゃなくて朝飯をたかりに来ているんだろう。それにお前はツンデレじゃなくて、単に狂きよう暴ぼうなだけだ」

「なるほど」

　やにわにそう言ったのはティセである。そしてベッドの上にちょこんと座ったまま、広大の方へ少し身を乗り出し、軽く手を差し出しながら言った。

「すると恵子が巨乳であるという事は事実として認識してよろしいのですね？」

「な……!?」

　からかっているような風も無い。自分から口にした事とはいえ、真顔のまま淡たん々たんとした口調で言われると、恵子の方も赤面してしまう。確かにボーダーのカットソーシャツの下に隠かくされたバストは、同年代の女の子よりもかなり豊かなのは事実である。それほど大おお柄がらとも言えないから余計に目を引く。大きなくりっとした眼も合わせれば、恵子は持てそうなタイプなのは事実だ。しかしそれだけのチャームポイントの足を引っ張って余りあるのが、広大の言うところの狂暴さと、男子の前でも平気で下ネタ話を口にする開けっぴろげな性格なのである。

　赤くなる恵子を見て、ティセは小首を傾かしげて尋ねた。

「ところで巨乳とはなんですか？」

「……まったく」

　そんなティセにすっかり気勢をそがれたようだ。恵子は振り上げていた通学鞄かばんを下ろした。

「なんなのよ、この金きん髪ぱつロリ不思議ちゃん。ギャルゲーキャラで言うと人気投票の真ん中辺りをうろうろしているけど、熱心な固定ファンが着いていて、グッズの絶対数は少ない反面、妙みように回転は良くて一いつ旦たん買い逃にがすと手に入れるのが困難みたいな子は？」

「なんでギャルゲーで言うんだよ」

「じゃあ格ゲーで言おうか？」

　なぜか勝かち誇ほこったように恵子は言った。恵子はなかなかのゲーマーだ。ゲーム談義では広大もかなわない。それも格かく闘とうゲーム、ＲＰＧ、音ゲー、ギャルゲーなんでもやる。本当は未成年がやってはいけないゲームにも手を出している程だ。

　ゲーム絡がらみの話になっては広大に勝ち目は無い。それにこれ以上、話をややこしくしても意味がない。そう考えた広大は話を戻もどした。

「母さんの知り合いの子らしい」

　ティセの方へ顎あごをしゃくって広大は言った。

「事情はよく分からないけど、昨日の夜よる遅おそくうちに来たみたいだ」

　しかしそこでまたティセが余計な事を言う。

「広海と会ったのはその時が初めてです」

「全然、知り合いじゃないじゃないの!!」

　ティセのその言葉にまた恵子はいきりたつ。

「いや、だから俺も事情はよく分からないんだけど……」

　その時だ。階下から待ちわびていた救いの声が飛とび込んで来る。

「広大、ティセ。なにやってるの～～。朝御ご飯はんよ。早く着き替がえて降りていらっしゃい！」

　広大の母の広海の声だ。

「な？」

　やはり広海はティセを知っているようだ。してやったりと言わんばかりの表情でそう言う広大に恵子は頭をかく。

「まぁ、広海さんが知ってるなら……」

　そう言いかけた時だ。

「着替え……」

　そうつぶやくなりティセは広大のベッドから降りる。その時、ピンクのパジャマの裾すそが翻ひるがえり、あらわになった白い太ふと股ももが広大の眼に飛び込んで来た。しかし広大がそれに驚おどろき、胸ときめかせる暇ひますら与あたえずに、ティセはまた思いもよらぬ行動に出たのだ。

　広大と恵子の見ている前で、羽織っていたピンクのパジャマを脱ぬぎ始めたのである。ぶかぶかのパジャマがするりと細い肩かたを滑すべり落おちる。その下からは白い肌はだがあらわになっていく。しかし当然、見えてくると思った肌はだ着ぎの気配は無い。

「な!?」

　思わず目を奪うばわれていた広大よりも恵子の方が反応が早かった。さっと通学鞄を振ふり上げ広大の頭の上へ振り下おろす。

「うげっ!?」

　完全に恵子から注意を逸そらせていた広大の頭を通学鞄が直ちよく撃げきした。そしてその勢いのまま恵子によってベッドから床ゆかへと叩たたき伏ふせられる。

「なにやってるのよ、あなた！」

　恵子がそう怒おこる相手は広大ではない。ティセだ。広大は恵子に頭を押おさえつけられてティセの方が見えない状態である。見えるのは床の絨じゆう毯たんだけである。

「着替えです」

　平然と答えるティセの声が聞える。

「だから、こういう所で着替えないの！　羞しゆう恥ち心しんとかあるの、あなた！　日本語分かる？　羞恥心よ、羞恥心！」

「分かります。有ります。人並み以上です」

　そう反論するティセにまた言い返す恵子の声がする。

「だったら他で着替えればいいでしょ!?」

「恵子は同性なので羞恥心を覚えません」

「これがいるでしょ、これ!!」

　恵子はそう言いながら広大の背を平手でバンバンと叩いてみせた。

「大だい丈じよう夫ぶです。これまでの会話の経けい緯いから推測して、広大は私の着替えを子細に観察するとは思えません」

　確かにティセの言うとおり、正面切って脱がれたらまじまじと見ているのも気き恥はずかしい。しかし隠かくされれば隠されたで、見たくなるのが男心というものだ。広大は押さえつけている恵子に気づかれぬよう、そっと視線だけティセの方へと向ける。顔は上げられない状態だ。視界に入るのは足元だけ。しかしティセの白く細い足首に、先程まで身につけていたピンクのパジャマの裾がまとわりついている光景は、高校生の広大には充じゆう分ぶんなまでに扇せん情じよう的てきだった。

「いや、まぁ、そうかも知れないけど……。だから脱ぐな！　あんた裸はだかパジャマだったの？　着替えるなら隣となりの部屋にして！」

　恵子のその言葉に広大はどきりとする。どうやらティセはあのピンクのパジャマの下は、完全に一糸まとわぬ状態だったようだ。

　そのティセを先程までベッドの中で抱だき締しめていたのだ。広大は身体がカッと熱くなるのを感じていた。

「なるほど、それも道理ですね」

　脱ぎ捨すてたパジャマを拾い上げるティセの手が見える。残念ながら見えるのは肘ひじのところくらいまでだった。

「確かにこの部屋には私の服はありません」

「それくらい気付きなさいよ、このお子様！」

「お子様ではありません。ティセです」

「分かったから、さっさと向こうの部屋に行きなさいよ！」

「それでは行ってきます」

　恵子に答えるティセの口調は淡たん々たんとして穏おだやか。怒っている風も無く、またからかっているようでもない。

　パタンと部屋のドアが閉じられる音がしてから、ようやく広大は恵子から解放された。

「……そうか、お子様だったのか」

「そういう意味で言ったんじゃないわよ、この変態!!」

　解放されるや否や感心したようにそうつぶやく広大の後頭部に恵子の通学鞄かばんがヒットする。

「それで……！」

　恵子は通学鞄を置くと広大のベッドの前であぐらをかいて詰きつ問もんする。デニムのミニスカートが心こころ憎にくいまでの絶ぜつ妙みようなアングルで健康的な太ふと股ももを隠しているが、今の広大にはそんな所に眼が行く余よ裕ゆうなどない。第一、余裕があっても恵子の方がそれを許してくれないだろう。すぐ手が届く所に置かれた通学鞄がそれを証明している。

「あの子はなんなの？」

　憤ふん然ぜんとして恵子が腕うでを組むと、それだけ豊かなバストが強調されるようだ。しかし広大は罰ばつが悪そうに視線を巡めぐらせながら答える。

「だから……、ティセだって」

「名前くらい分かってるわよ！」

　恵子は思わず声を荒あらげた。

「一体、どういう関係!?」

「だから母さんの知り合いらしいのは事実だとは思うけど、俺もさっぱり状じよう況きようが掴つかめなくて……」

　そして広大はこれまでのティセとのやり取りを説明する事にした。もっとも説明したところで恵子が納得するとも思えないのが難点なのだが。




「今回の事件に対して、取り急ぎ最初の声明は出しましたが、各国ともこれに納得するはずもありません。早急に……」

「失礼、席を外させていただきます」

　彼女は発言を遮さえぎりそう言うと座っていた椅い子すを立ち上がる。

「会議中ですぞ、イモータルヌーン！」

　いかめしい顔つきのアフリカ系壮そう年ねん男性が円えん卓たくの向こうからそう言ってくる。

「この会議の内容に関係していることですわ」

　イモータルヌーンと呼ばれたその女性はにっこりと微笑ほほえみを返しながら答えた。年の頃ころは二十歳代だい前半から半ばといったところか。広い会議室の真ん中に設えられた円卓には、14・５人の男女が着いているが、多くが壮年、あるいはそれ以上の年ねん齢れいのようで、彼女は格段に若く見える。しかしその外見とは異なり、笑みを返すだけの所作からも、妙みように老成した雰ふん囲い気きを感じさせる。

　その雰囲気ゆえだろうか。長い黒くろ髪かみを優ゆう雅がになびかせ、東洋系と思われる細面に柔にゆう和わな笑みを浮うかべるイモータルヌーンに、それ以上、誰も反論しようとはしない。今しがた声をかけた壮年の男性さえ、間の悪そうな咳せき払ばらいをして黙だまり込んでしまった。

　それでもイモータルヌーンは円卓に着いている一人の女性に声をかけた。

「よろしいですわね。ダキラ代表？」

　議長チエアパーソンの札が立てられた席に着いていた、やはり壮年のポリネシア系女性は一つうなずくと答えた。

「なるべく手短にね」

　その返答には、他の参加者に見られるような、イモータルヌーンへの気後れというものが感じられない。むしろ長年、連つれ添そってきたパートナーに対するような信しん頼らいのようなものさえ感じ取れる。

「分かりました」

　イモータルヌーンはダキラ代表に笑みを返すと、裾すその長いゆったりとした服をなびかせ、小走りではあるが優雅な動作で会議室のドアへと向かう。







[image: ]







　ドアを開け通路に出る。通路の奥おくまった所には警備員がおり、また警備カメラも取り付けられているが、特に見られて困ることは無い。

　イモータルヌーンは左の手を上げ、その甲こうを自分の顔の前へと持ってきた。そして次の瞬しゆん間かん、イモータルヌーンの左手の甲にハート型の紋もん章しようのような光が浮かび上がる。

「どうしました、ノーブルウィンド」

　イモータルヌーンがそう尋たずねると、ハート型の紋章の中から女性の声が響ひびいてきた。

「申し訳有りません。イモータルヌーン。ティセさま……、いえグロリアスドーンを見失ってしまいました。この銀河系のハローまでは追つい跡せきできたので、おそらくはそちらの方に……」

　ハート型の紋章の中には、さらに槍やりの穂ほ先さきを思わせる二等辺三角形を三つ組み合わせたマークが見て取れる。

「やっぱり……」

　イモータルヌーンは頬ほおに空いた右手をやり嘆たん息そくしてみせる。

「さっき地球へ正体不明のｂｉｏビオクラフトが突とつ入にゆうしたようなのよ。ただその時にちょっとトラブルがあったみたいで……」

「申し訳有りません！」

　紋章から聞える声の主は即そく座ざに謝罪する。

「私が付いていながら、ティセさま。いえ、グロリアスドーンを見失ってしまうなど……」

「いいのよ、まぁあの子らしいし」

　イモータルヌーンはそう微笑む。

「それに私の前なんだから、かしこまった言い方をする必要は無いわ。ティセで構わないわよ」

「いえ、それは……。さすがに失礼に当たるかと……」

　ハート型の紋章の向こうから聞えてくる声の主はしばし言い淀よどみ、そして沈ちん黙もくした後にようやく答えた。

「ええと、その……。それでは、ティセさまとお呼びさせていただいて……」

　なにやら照れくさそうな様子だ。声の主のそんな反応にイモータルヌーンは少々あきれた顔をしてみせる。

「あなたがそれで構わないと言うのなら、それでもいいわ。ところでノーブルウィンド、ティセの行き先に思い当たる所は無い？　あの子、南米あたりに降りたようだけど、今のところそれらしい痕こん跡せきは発見できていないのよ」

「その件ですが、イモータルヌーン」

　あわてて声の調子を真面目なものへと戻もどして答える。

「おそらく日本ではないかと思います」

「日本？」

　おうむ返しに尋ねるイモータルヌーンに向かって、紋章の向こうからの声は続けた。

「はい。以前から私が日本に居たときの話をすると、ティセさまは興味深げに聞いておられました。地球の他の国や地域よりも関心は高かったようです」

「分かりました。それでは日本を重点的に当たってみます。あなたももうすぐこちらへ来られますね？　ノーブルウィンド」

「すでに恒こう星せいの多い空域に入っていますので、速度を落していますが、一自転周期もかからぬうちには到とう着ちやくできると思います」

「分かりました。なにかあったら、私の方からも連れん絡らくいたします」

「承知いたしました」

　イモータルヌーンの左手の甲のハート型の紋章が消えると同時に、その中から聞えていた声も消える。

「南米、西大西洋から地球を突つっ切きって反対側に出たというわけね。まぁ、あの子らしいこと……」

　しばし宙を仰あおいだ後、イモータルヌーンは少し微ほほ笑えみ、そして会議室へ戻っていく。イモータルヌーンが入っていった会議室のドアには、不愛想なデザインで『ＵＮｂＡＲ』と書かれたプレートが掛かかっていた。




「おはようございます」

　ティセはそういうと広大の母、広海が待つ大空家のダイニングキッチンへと入っていった。

「遅おそいぞ～～」

　テーブルを前にした椅い子すに腰こし掛かけ、スポーツ新聞を捲めくりながらティーカップを傾かたむけるのが、広大の母、大空広海である。

「また巨きよ人じんは負けたか。交流戦に入ってからいいところ無しだなぁ」

　広海はそういうとスポーツ新聞を畳たたみ、テーブルの上に置くと、当たり前のような顔をしてティセの方へ言う。

「早く顔洗って、歯を磨みがいて来てらっしゃい。洗面所はそっち。お客さん用の歯ブラシ出してあるから。使い方、分かるわね？」

「日常生活ならば問題ありません」

　ティセは例によって片手を軽く広海の方へ差し出し、少し身を乗り出すようにして答える。すでに広海から貸してもらったパジャマは着がえている。代わって身につけているのはパフスリーブのワンピース。白地に青のラインを基調としたシンプルだが品のあるデザインで、不思議なくらいティセによく似合っている。もっとも昨日の晩、ティセが広海の所へ転ころがり込んで来た時に着ていた服だから、当然と言えば当然なのかもしれない。

「にゃあ」

　ティセの足元で白い大きな猫ねこが、朝の挨あい拶さつをするように鳴く。ティセをこの家まで案内してきた、大空家の飼かい猫『たいよう』だ。

「『たいよう』もお早うございます」

「にゃあ」

　ティセがそう挨拶すると、その言葉が分かっているかのように、もう一つ『たいよう』も鳴いてみせた。

「それと広大はどうしたの？　まだ寝ねてる？」

「窓から女の子が侵しん入にゆうしてきました」

　自分の事は棚たなに上げてティセは広海にそう報告する。

「どうやら仲良しのようですね」

「あぁ、恵子ちゃんね。仲良しって言うか、幼なじみよ。くっつきそうで、くっつかないもんだから、親としてはイライラしているんだけどね」

　そういうと広海はにんまりと笑う。

　髪かみをアップにしてニットシャツにジーンズ、そこにエプロンという所帯じみた格好だがなかなかの美人だ。座っていた椅子から立ち上がると、女性にしては比ひ較かく的てき長身で、すらりとして均整もとれたプロポーションである事が分かる。着る物にもう少し気を使えば二十歳代だい後半、いやもう少し下で充じゆう分ぶんに通りそうな雰ふん囲い気きである。

「どうせ広大と一いつ緒しよに下りてくるでしょうから、その時に改めて紹介するわ。それと朝食だけど、ティセはトーストでいい？」

「広海がそれで構わないというのなら、トーストでよいと思います」

　そう答えるティセに、広海はテーブルの上に置いて有ったガラスの小こ瓶びんをいくつか手にとり、更さらに尋たずねた。

「で、なに着ける？　無難にイチゴジャム？　レモンカード？　バター？　オレンジマーマレード？」

「それにしてください」

　広海の手がオレンジマーマレードの瓶びんに触ふれた途と端たん、ティセはさらに身を乗り出すようにした答えた。

「きらきらしていてとてもきれいです」

「……きらきらねぇ」

　確かに窓から射さし込む朝日に、ガラス瓶の中のオレンジマーマレードはきらきらと輝かがやいているようだ。しかし味とは直接、関係ない事で朝食を選ぶティセに、さすがに広海も不思議そうな表情を隠かくせない。

「ま、いいか。それで飲み物は……」

「広海が飲んでいたものと同じで構いません」

　そう言うとティセは広海がテーブルの上に置いたガラスのティーカップへと視線を巡めぐらせる。そこに入っているのは紅茶らしき琥こ珀はく色いろの液体。独特の柑かん橘きつ系の香かおりを朝のテーブルへと漂ただよわせていた。

「素晴らしい香りがしますね」

　ティセのその言葉に、一いつ旦たんは不思議そうな顔になった広海も相好を崩くずす。

「あらあら、さすがお目が高い。広大は味覚も嗅きゆう覚かくも貧びん乏ぼうだから、アールグレイの良さなんて分からないのよ。良かったわぁ、味方が出来て」

　早速、戸と棚だなにあった紅茶の缶かんへ手を伸のばし、喜色満面でそう言う広海に、ティセは相も変わらぬ無表情のまま、淡たん々たんとした調子で答える。

「喜んでいただけて幸いです」

　広海は早速ティセとまだ下りてこない息子の広大、そして週に二、三回はちゃっかり朝食をご馳ち走そうになりに来る恵子のため、食器の用意を始めた。しかしティセはその場に立ったまま、広海を見守るだけで何もしようとはしない。洗面所に行く気配も無いし、またテーブルに着く様子も無い。そんなティセに気付いた広海は声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ちゃんと用意しておくから。顔を洗ってきてらっしゃい」

　そう言う広海に、ティセはまた身を乗り出し、手を差し出すようにして尋ねた。

「一つ広海に聞いておきたい事があります」

「なにかしら？」

　忙いそがしげに手を動かしながら答える広海にティセは言った。

「広海はなぜ私を助けましたか？」

「そりゃ、いきなり女の子が倒たおれ込んで来るんだもの。放っておくわけにはいかないでしょう？」

　背を向けたままそう答える広海だが、ティセは納得できないようだ。両手をせわしなくぱたぱたとさせながら重ねて尋ねた。

「違ちがいます、違います。この惑わく星せいでは、身元の知れない者を発見した場合、公的機関に届けると聞いています。なぜ広海は私の事を助けて、そして誰にも連れん絡らくしませんでしたか？」

　そこでようやく広海はティセの方へ向き直った。ティセは手をぱたぱたさせる動作は止め、じっと広海の方を見つめているだけ。広海のそんなティセの表情にわずかばかりの変化があるのを見て取った。唇くちびるをへの字に結び、ちょっと眉まゆをひそめている。普ふ通つうだったら気付かぬ程度の変化だ。しかし広海も昨晩からティセがほとんど表情を変えていない事を知っている。わずかばかりでも変化ではあるが、ティセにとっては大変な事なのだろう。

　これは適当な答えでお茶を濁にごすわけにはいかなくなったようだ。

　そう覚かく悟ごした広海はちらりと階上の様子を伺うかがう。広大と恵子が大声でやり合う声が聞えて来るが、まだ階段を下りてくる気配は無い。しかしものの数分のうちに一階の、このダイニングキッチンへ顔を出すのは間違いないだろう。

「そうね……」

　広海の面が厳しくなる。

「今は時間がないから、きちんと説明できない。あとでちゃんと説明するから、今は簡単に、そして結論だけ言っておくわ……」




「ほら、見ろ」

　広大はシャツを被かぶりながら、先にその部屋に入っていた恵子に向かい言う。

「ちゃんと布団が敷しいてあるだろう？」

　恵子がいるのは広大の父が使っていた部屋。いや、広大の母親である広海に言わせれば、まだ広大の父の部屋なのだ。パジャマ代わりのジャージを着がえていた広大は、先に恵子をその部屋に行かせておいたのである。

「そうねぇ」

　恵子は広大の父、大だい地ちの部屋を眺ながめながら言った。隣りん家かの幼なじみの部屋であり、それでなくても頻ひん繁ぱんに遊びに来ている仲である。まさに勝手知ったる他人の家というものだ。だからその部屋の様子がいつもと少しばかり違うのもすぐに分かった。

　畳たたみ敷じきの六畳じよう間には、布団が敷かれていたのだ。掛かけ布ぶ団とんと枕まくらはきちんと直してあったが、それでも昨晩そこに誰かが寝ねていたのは間違いない。

　この部屋の主はもう十数年も戻もどって来ていない。たまに来客があった時に使う程度だ。あとは主がこの部屋を離はなれた時のままにしてある。

「じゃあ、あのティセって子と一夜を共にしたってわけでもないんだ」

「あのなぁ……！」

　ようやくシャツを被り終えた広大は、恵子に向かって唇を尖とがらせる。

「だから、さっきから母さんがこの部屋に泊とめたらしいって言ってただろう」

　立ってみると広大はかなりの長身だ。高校一年だがすでに１７０センチを超こしている。１５０センチそこそこという恵子は、並ぶと完全に広大を見上げる形になるが、それでも物もの怖おじする様子など無い。

「はいはい、そういう事にしておきましょう。まぁ広海さんに聞けばわかるけどね」

「しつこいなぁ」

　背は広大の方が高いのだが、口では恵子に敵わない。結局、いつも最後に押おし切きられ、丸まるめ込まれるのは広大の方だ。

「まぁ、それはともかく……」

　子供じみた表情で頬ほおを膨ふくらませる広大に構わず、恵子はゆっくりとその部屋の中を見回した。和室の六畳。雨戸は締しめ切られたまま。洋服ダンスに本ほん棚だな、そして壁かべには何枚も写真パネルが飾かざられている。そこに映っているのは、世界各地の風景とそこに住む人々。

　写真に写っている人々の肌はだの色も性別も年令もバラバラだが、一人の男の姿はよく目に付く。日焼けした顔に伸のばし放題のヒゲ。現地の人々と肩かたを組み、カメラの方へ人ひと懐なつこい笑顔を浮うかべているものがほとんどだ。

　彼が広大の父、大空大地。

　恵子は本棚に置かれた小こ振ぶりな写真パネルを手に取る。長い間、主がこの部屋に戻ってきていないにも拘かかわらず、きれいに磨みがかれ塵ちり一つ曇くもり一つ着いていない。その写真パネルの中で、大地はスクラップ同然のピックアップトラックの荷台に乗り笑顔を浮かべていた。

「広海さん、まだおじさんが帰ってくるって信じているんだね……」

　そうつぶやく恵子の声は、普ふ段だんの様子からは想像できないほどに小さくか細い。傍かたわらにいても聞き取れそうにないほどだ。だがそれでいいのだ。広大に向かって言った言葉ではない。むしろ聞かれぬ方が良いのかもしれない。

「ん、なにか言った？」

　一いつ旦たん、自分の部屋に戻り靴くつ下したを探していた広大は、ドアから恵子の方を見てそう尋たずねる。

「なんでもありません！」

　恵子は少しばかりわざとらしく拗すねたようにそう答えた。

「広大、恵子ちゃん。降りてらっしゃい！　ティセを紹介するわ！」

　階下から聞えてくる広海の声に、広大と恵子は顔を見合わせた。どうやらこれで事の真相が明らかになりそうだ。二人はどちらから共なくうなずき合うと、先を競うようにして階段を駆かけ降りる。

「母さん、その子……」

　一歩、早く階下のダイニングキッチンへと駆け込んだ広大をあの声が迎むかえる。

「遅おそいですよ、広大」

　そう言うのはテーブルに着いていたティセだ。

「余りに遅いので、先に頂いています」

　ティセの前にはオレンジマーマレードのトーストが載のった皿と、紅茶の入ったガラスのティーカップ。そしてトマトサラダとデザートのヨーグルトが並んでいた。

　平然としてトーストを口に運ぶティセを、一時、呆あつ気けに取られたように見ていた広大だが、我に返るとすぐさま母に問いただす。

「母さん、この子、誰だよ!!」

　しかし先に答えたのはティセである。両手にトーストを持ったまま、口に運ぶのを途と中ちゆうで止めて言った。

「ティセです」

　それに応じるように広海も言う。

「ティセよ」

「いや、だから名前は知っているよ」

　椅い子すの上で足を組み、一人息子を見上げながら言う母に広大は重ねて尋ねた。

「一体、どういう子で、なんでここにいるんだよ！」

　広大の問いかけなど耳に入っていない様子で広海はティーカップを傾かたむける。広海が答えないと見たのか、また横からティセが言ってきた。

「昨晩、広海に拾われました」

　ティセがそう言うと広海もティーカップを下ろして続ける。

「昨晩、私が拾いました」

「母さん！」

　怒おこっていいのか、呆あきれるべきなのか。広海のマイペース振ぶりには慣れているはずの広大も困こん惑わくするだけだ。ダイニングキッチンの入り口の所で成り行きを見ていた恵子は、そこでようやく話に加わるチャンスを見つけた。

「あの、広海さん。ひょっとして迷子なんですか？　だったら警察に届けないと……」

　しかし広海はにっこりと恵子に微ほほ笑えみかけ、そして話を逸そらす。

「恵子ちゃん、朝御ご飯はん食べていくでしょ？」

「あ、はい。ごちそうになり……、じゃなくて！」

　大体、週に二、三回は恵子は広大の家で朝食を食べていく。それ以外の日は朝食抜ぬきの事が多い。父子家庭の為ため、食事が不規則になりがちな恵子に、広海が気を使っての事である。しかし今はそれよりも優先しなければならないことが有る。

「まったく、もう分かったわよ。説明すればいいんでしょ、この子はね……」

　そこまで言いかけた広海だが、途中で点いたままのＴＶに目を留める。ちょうどＴＶでは朝のニュースをやっている所だ。

「あ～～、こっちに説明してもらった方が早いわね」

　広海はそう言うなり、テーブルの上にあったＴＶのリモコンを取り上げボリュームを上げる。聞えるか聞えないか程度に絞しぼってあったボリュームが上がり、キャスターの声がダイニングに響ひびく。

「……深夜、建設中の国際宇宙ステーション三号基が、突とつ然ぜん、軌き道どうを外れ、一いつ瞬しゆんで二百キロ以上も移動するという事件が有りました」

　広海の意図が分からぬまま、広大と恵子は怪け訝げんな顔でＴＶのニュースを見るだけ。画面ではＣＧで描えがかれた国際宇宙ステーションの映像が映り、そして今度は先せん端たんに円えん錐すい状じようの衝角を持つ二隻せきの宇宙船へと切きり替かわる。

「移動直後、国際宇宙ステーションでは衝しよう突とつするｂｉｏクラフト二隻の姿を確認しており、これが何らかの形で事件に関かん与よしているとＮＡＳＡでは推測しております」

　映像は国際宇宙ステーションから撮さつ影えいされたもののようだ。あわててカメラを向けたためか映像はぶれ、不ふ鮮せん明めいではあるが、二隻の円錐形の衝角を持った宇宙船が蒼あおく輝かがやく地球をバックに映っているのが分かる。途中でそのうちの一隻、二本の衝角を持った宇宙船が、もう一隻を振りきり離はなれていく。残ったもう一隻の、一本の衝角を持った宇宙船はそのまま地球へと降りていくようだ。

「むぅ……」

　椅子に座りＴＶの画面を見ていたティセが、妙みような声で唸うなる。広大がちらりと横目で様子を伺うかがってみると、わずかに眉まゆを顰しかめ、そして唇くちびるをへの字に結んでいるようだ。わずかな違ちがいではあるが、これまでほとんど表情の変化を見せていなかったティセだけに、一目で見て取れる。

「国連ｂｉｏクラフト適合交流研究センターＵＮｂＡＲは、ＮＡＳＡおよび各国宇宙開発機関よりの問い合わせに対して現在、調査中とのコメントを発表。地球に不慣れなｂｉｏクラフトが衝突を避さけるためにステーションを急きゆう遽きよ、移動させた可能性があると……」

「失礼ですね」

　食べかけのトーストを皿に置いたティセは、両手を横にぶんぶん振りながら言った。わずかばかりの変化ではあるが眉を顰め、唇をへの字に結び、そして手を振る動作が少し乱暴である事から察してかなり怒っているようである。

「失礼です。レディーを黙だまって背後から撮影するなんて失礼です。失礼です」

「……え？」

　傍はた目めからはさしてそうとは感じ取れないが、ティセは内心かなり怒いかり心頭なのは確かだ。しかしティセの怒りの理由に思い当たる節のない広大と恵子は顔を見合わせる事しか出来ない。広海は何も言わず、またスポーツ新聞に眼を戻もどしていた。

「マクラーレンは今年も駄だ目めかなぁ」

「ＵＮｂＡＲのダキラ代表は、早急に原因を調査して再発防止に務める一方、ステーションの軌道修正に全面的な協力をすると……」

　ニュースキャスターの言葉に、広大と恵子が画面に眼を戻すと、そこには一本衝角の宇宙船を背後から撮影した画像が映っている。

「ちょ……」

　恵子が声を上げかけた瞬しゆん間かん、画面が変わり福ふく祉し制度改革の話題が始まる。しかし広大も恵子もキャスターの声など耳に入っていなかった。ようやく二人はその結論に達したようだ。ティセの方へと向き直る。

「ｂｉｏクラフト……」

「はい」

　失礼なカメラに怒ったのも束の間だったようだ。ティセはまたいつもの落ち着きでティーカップを傾かたむけてから、広大と恵子に答える。

「私はｂｉｏクラフトです」







《ＰＨＡＳＥ―００：０２　ｂｉｏクラフト～bio CRAFT～》







　長かった冷戦は終わりを告げようとしていた。行いき詰づまりを見せ始めていた社会主義陣じん営えいは、矛む盾じゆんの露ろ呈ていした体制の建て直しを図り、何とか生き延びる道を模も索さくしていた。対する自由主義経済陣営では、日米の貿易摩ま擦さつが激しくなり両国は太平洋を挟はさんで非難の応おう酬しゆうを始めていた。結果的に全世界へ中ちゆう継けいされる事になったスペースシャトルの事故は、人間の技術力の限界を突つき付つけ、そしてチェルノブイリ原発の事故は、自分たちの世界が如い何かに脆ぜい弱じやくなバランスの上に成り立っているかを教えてくれた。

　彼らがやってきたのは、そんな時代の事だった。




「相変わらず未確認飛行物体はゆっくりと降下を続けている。このまま針路を変えないとインド領空に達するのは間違いないな」

　アメリカ太平洋艦かん隊たいに所属する戦せん闘とう機きＦ14トムキャットのパイロットは母ぼ艦かんの発令所にそう報告してから、思い出したようにひと言付け加えた。

「それでスピルバーグ監かん督とくは俺の演技に文句を言ってないか？」

　アメリカ海軍の原子力空母カール・ビンソン発令所の管制官は少し吹ふき出してから真面目くさって返答した。

「いやいや監督はスピルバーグじゃなく、キューブリックだ」

「おやまぁ、そりゃ大変だ」

　後部座席からレーダー手がそう茶々を入れる。

「だけどお前の演技には文句を言ってない。文句を言ったのは宇宙船の方だ。俺が発注した撮さつ影えい用の模型には、ドリルなんてついてないとさ」

「そりゃそうだ」

　パイロットはキャノピーの向こう側に見えるそれへと目を凝こらす。

　それは異様なものであった。

　全長80メートルほど。どこかスポーツカーを思わせるボリュームのあるボディを持つ飛行物体。そのボディのそこかしこから海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいのヒレを思わせるフィンが突き出していた。しかし全体に金属光こう沢たくがあり、所々に光のラインが走っていることからも、それは生物ではなく機械と考えても良いだろう。

　もっともそれは今までに人類が開発、製造した飛行機械とは、明らかに異なるものだ。プロペラもジェット、ロケットエンジンのようなものは一切、見当たらない。水素やヘリウム、熱せられた空気を溜ため込むタンクも無い。あったところで全長80メートルほどの機械を浮うかせる事は出来ないだろう。

　翼つばさらしいものも見当たらない。突き出しているフィンは全体からすると非常に小さなもので、それで揚よう力りよくを稼かせいでいるとも思えない。ボディそのものは流線型とも言えなくもないが、そもそもこの物体の飛行速度は時速１００キロを超こすか超さないかという程度。リフティングボディであっても失速してしまうのは間違いない。警けい戒かい中のＥ２ＣとＦ14の編隊も、周囲を旋せん回かいしながら監かん視ししている状態である。

　少なくとも見た目からはその飛行手段は推測することが出来ない。

　だが何よりも異常なのは、その飛行機械の先せん端たんに付いているものだ。巨きよ大だいな円えん錐すい形のパーツが進行方向に向けられて取り付けられている。

　ゆったりと回転しているそれは、どう見てもドリルである。実際に工業用、作業用として使われるドリルは、円えん筒とうに螺ら旋せん状じように溝みぞが刻まれたものがほとんどだ。円錐形のドリルというのはむしろ稀まれなものであるが、世界中でヒットしたＳＦ人形劇に登場する地底工作車のイメージが強く、誰もがまずそれを思おもい浮かべる。

　もっとも悠ゆう然ぜんと空を飛ぶこの物体が現れた時、その前方に鎮ちん座ざした回転する円錐状のパーツを『ドリル』と呼ぶ事には、誰もが躊躇ためらわざるを得なかった。なにしろこの物体は空を飛んでいるのである。空を飛ぶ機械に、なぜドリルが必要なのか？　ドリルは何かに穴を開けるための道具ではないのか？　これはドリルではなく、ドリルに似た何か別の機能を有する装置なのだろう。

　恐おそらくその想像は正しい。しかしどうみてもドリルにしか見えない物を、一体なんと呼べばいいのか。適当な解答が見つからぬうちに、日本のマスコミがその装置をドリルと報道してしまったらしい。

　裸はだかの王様の童話ではないが、一度、誰かがそれとドリルと呼んでしまえば、後はもう気が楽になる。すでにこの飛行物体の前方に取り付けられている、回転する円錐形の装置は『ドリル』と世界中で呼ばれていた。

　しかしだからと言って問題が解決したわけではない。『謎なぞの飛行物体』『ＵＦＯ』『未知の飛行機械』という呼こ称しようの前に、『ドリル付きの』という言葉が付け足されただけだ。

　このドリル付きの飛行物体は、ある日突とつ然ぜん、まったく何の前まえ触ぶれもなく人類の前に現れたのだ。

「他のドリル付きは動いていないのか？」

　思い出したようにパイロットは空母の発令所に尋たずねる。

「今のところ、動きはないようだ。公海上空にいるものや、静止衛星軌き道どう上じようのものも、ドリルを回しているだけだ」

　その言い回しにパイロットは苦笑する。

「アラブ人がミサイルぶっ放したって言うけど、アレの裏は取れたのか？」

「分からんが、やりかねないな。もっとも大統領の言うとおり、奴やつらは反はん撃げきする様子は無い」

　ドリル付きの飛行物体は複数、地球へと進入して来ていた。アメリカ大統領を始め、主要国の首脳、そして国連から、この飛行物体には敵意はなく、攻こう撃げきは無意味である。また攻撃した所で破は壊かいすることは出来ない。落ち着いて推移を見守って欲しいというメッセージが全世界へと伝えられたが、彼らがそう断言している根こん拠きよは今のところ不明である。

　一部の国や組織がドリル付きの飛行物体へ攻撃を行ったという情報もあるが、その結果は各国首脳や国連のメッセージが正しいことを裏付けただけだったようだ。

「インド政府は領空に入ったらどうするつもりかね？」

「今のところは静観すると声明を出している。もっとも軍部は迎げい撃げきを進言しているらしい」

「どうやって？」

　パイロットの問いに管制官は即そく答とうした。

「俺に聞くなよ」




　はじめは地球の上空に現れた。人類の目に付きやすいように意識してだろうか、最初は地球上空約３６０００キロの静止衛星軌き道どうに現れたのだ。

　彼らが地球人の文明をよく知っているのは確かだ。なぜならば現れたタイミングは、グリニッジ標準時がその日の午前零時を告げたその瞬しゆん間かんだったからだ。

　現れたのは16隻せき。円形の静止衛星軌道をきっかり16等分する間かん隔かくで出現した。どこからか接近してきたのではない。ましてや地球上から上じよう昇しようしてきたわけでもない。偶ぐう然ぜん、その瞬間を捉とらえていたカメラもあったが、それはまさに瞬しゆん時じにその場へ出現したのだった。

　丸一日の間、それは軌道上に待機していた。幸か不幸かその時点で地球上空にいる有人衛星やスペースシャトルは無かった。しかし高性能のカメラで地上からそれを観察することは可能だった。最初に衛星軌道上への闖ちん入にゆう者を観察した人間が、ドリルの存在に首をかしげたのは言う間でもない。16隻は全てドリルを装備しており、形状もほぼ似通っている。しかしドリルの数は個体によって異なり、一本の物が８隻、二本、三本がそれぞれ４隻ずつあった。

　ドリルの本数以上に、その大きさにはかなり違ちがいがあった。小さな物で40メートル、大きな物では３００メートルにも達する。大きさとドリルの本数は概おおむね比例しているようではあるが、例外もあり16隻だけのサンプルだけでは断言のしようがなかった。

　それらが等間隔を維い持じしたままで、静止衛星軌道上を巡めぐっているのだから、何からの意思を持つ存在により、きちんと制せい御ぎよされているのは確かだ。

　この最初の一日の間に、国連と主要各国首脳からのメッセージが出されたのだ。国連と主要国首脳はドリル付き飛行物体について明らかに何かを知っている。だが彼らが詳しよう細さいを明かす前に、地球は次の日を迎むかえ、そしてドリル付き飛行物体はメッセージが出されるのを待っていたかのように、次の行動へと移っていた。

　その半数８隻が地球の大たい気き圏けん内へと降下したのだ。ドリル付き飛行物体を操っている存在が、かなり地球文明に詳くわしいのはこの時点で疑いの余地がなくなった。飛行物体は公海上に降り、そこで一度、動きを止めたのだ。公海という概がい念ねんは、地球の自然環かん境きようにお構いなく人間が勝手に決めたもの。そしてその取り決めは時代や状じよう況きようによって変動してきた。ドリル付き飛行物体を操っている存在は、そんな公海の概念と領域を承知していた事になる。

　地球外知的生命体の乗り物だと推測されていたドリル付き飛行物体だが、この行動を見せた後には、むしろ地球上の何らかの組織が作り上げた物だという説も有力視され始めた。地球人が作り操作しているのならば、グリニッジ標準時や公海の領域を承知していてもおかしくはない。メッセージを出した国連や主要各国首脳も、この飛行物体を操作している存在を知っているはずだ。

　そんな憶おく測そくに対しての解答が出ないまま数日が過ぎ、そしてインド洋の公海上空数百メートルで待機していた一隻のドリル付きが行動に出たのだ。

　それはインド領空へ向けて高度を下げながら移動を始めた。もちろん事前の連れん絡らくはない。何のために移動しているのかも分からない。他のドリル付きは公海上で待機したまま。その一隻だけがインド領空への移動を開始したのである。




「つ～～か、あれ。結局、宇宙人なの？」

　東京、新宿。スタジオアルタ壁へき面めんに備え付けられた巨きよ大だいスクリーンを見上げながら谷本は同どう僚りようの関本に尋たずねる。画面ではインド領空へ接近しつつあるドリル付き飛行物体が映し出されていた。

「俺に聞かれたって知るわけないじゃん」

　関本は唇くちびるを尖とがらせて言い返す。二人は西新宿にあるゲーム制作会社の社員。昼食に出た帰り、スタジオアルタの巨大スクリーンで報じられる、ドリル付き飛行物体のニュースを見ているところだ。巨大スクリーンに映し出されているドリル付き飛行物体の映像を見上げる人々で周囲はごった返している。

　当初の騒さわぎは収まったものの、ＴＶやラジオ、新聞は暇ひまさえ有ればドリル付きのニュースを報じていた。日本ではアポロ11号の月面着陸や浅あさ間ま山さん荘そう事件を抜ぬき、連続テレビ中ちゆう継けいの新記録を樹立、今だにその記録を更こう新しん中だ。

「いや、関くんが知ってるとは思わないけどさ。それにしても、何でドリルなわけ？」

「だから、掘ほるんじゃないの？　こうやってガガガって」

　関本はそう言いながら削さく岩がん機きで地面を掘る真似をしてみせた。

「だから『ディグダグ２』じゃないって。すると、あれなの。インドが沈しずむとボーナスでカブとかキノコとか出るわけ？」

「だから、知らないっての」

　谷本の冗じよう談だんに笑いながら、関本は視線をアルタ壁面の巨大スクリーンへ戻もどそうとした。その時だ。彼女の姿が目に入った。関本は高校時代、バレーボールをやっていただけあって、周囲の群衆の中でも頭一つほど背が高い。だから少し離はなれた所にいる彼女の姿が目に入ったのだ。

「たにもっちゃん、あれ日ひ田ださんじゃないの？」

「嘘うそ？　どこどこ」

　谷本は関本が指さす方向へ頭を巡らせる。アルタのスクリーンを見上げる群衆の中に確かに彼女の姿はあった。

　すらりとした長身。地味な色合いのサマーコートを羽織り、長い髪かみは余り手入れが行き届いているようには見えず、適当にまとめて有るだけ。きちんとすれば人目を引く程の容姿なのは確かだが、本人はそんな事にさして関心のない事が外見からも分かる。

　日田博ひろ実み。先週まで谷本、関本と同じゲーム制作会社に勤務していた女性だ。美人で人当たりは悪くないものの、あまり積極的に他の社員と混じろうとせず、社内の飲み会や月に一度、近くの体育館で行うバレーボールや卓たつ球きゆうのリクエーションにも余り参加する方ではなかった。応おう募ぼしてきた時の履り歴れき書しよに寄れば年令は二十四歳。年相応には見えるのだが、どこか超ちよう然ぜんとして取っ付きにくい印象が最後までは拭ぬぐえなかった。

　朝は誰よりも早く出勤して、自分専用にキープしておいたアールグレイの紅茶を啜すすりながらスポーツ新聞に目を通し、帰りは挨あい拶さつも無しにいつのまにか姿を消してしまっている。デザインの仕事をやっていたのだが、さして手が早いようには見えないながら、きちんとスケジュールには間に合わせてくる。

　そんな不思議な雰ふん囲い気きの女性だったのだが、先週のはじめ、いきなり会社を辞めてしまったのだ。仕事が一段落した所だったので、特に引き留められることもなく、そして勤務していたのも一年に満たない短い期間だった事もあり、送別会等も彼女の方から辞退してきた。会社を辞めた理由が、親が体調を崩くずした為ための帰郷と言う事だったので、今だに新宿に居るのも変と言えば変だ。

「あ～～、確かに日田さんだね。田舎に帰ったんじゃなかったの？」

　谷本も日田の姿を見つけたようだ。

「引っ越こしとか色々、準備があるんじゃないの」

　関本がそう言った時だ。二人の会話に気付いたように日田博実は頭を巡めぐらせる。二人と日田の距きよ離りは20メートルほども離れていない。静かな環かん境きようならばともかく、今は頭上の巨大スクリーンでニュースのアナウンスが響ひびき、そして周囲は雑ざつ踏とうで立りつ錐すいの余地もない。

　谷本と関本の会話が耳に入ったとも思えないが、日田は二人に気付いたようで、人ひと込ごみを掻かき分わけてゆっくりと歩みよって来た。




「始まったか……」

　新宿、アルタのスクリーンを見上げながら日田博実はつぶやいた。そこに映るのはゆっくりと回転する円えん錐すい形の衝角、ドリルを持った飛行物体。数日前、突とつ然ぜん、地球の静止衛星軌き道どう上じように現れた16隻せきの一隻だ。

　会社を辞めておいて正解だったわね。そろそろあの子が動く頃ころだとは思っていたけど……。

「これから忙いそがしくなるわね」

　その時だ。日田はその視線に気付いた。頭を巡らせると、先週まで働いていたゲーム制作会社の同どう僚りようが目に入る。

　そうね、日田博実にはそろそろ消えてもらわないと……。

　そして彼女はゆっくりと二人の方へと歩み寄っていった。




　谷本と関本のすぐ横をその女性は通りすぎていった。

「あれ……？」

　関本は怪け訝げんな顔で彼女を見送り、そしてその表情のままに谷本の方へ向き直る。しかし関本が疑問を口にする前に、同じことを谷本が言ってしまった。

「なに、知り合い？」

　谷本に尋たずねようとした事を先に言われてしまい、関本は困こん惑わくの表情を浮うかべた。

「違ちがうよ、たにもっちゃんの知り合いじゃないの？」

「知らないって」

　二人がそんな会話をしている間に、その女性は傍かたわらを通りすぎ、そして新宿駅地下構内へ降りる階段へと消えていく。

　谷本と関本は訝いぶかしげな顔を見せ合う事しか出来ない。

　二人の記き憶おくからは日田博実という女性の名も存在も消え失せてしまっていた。そして二度と思い出す事も無かった。




　南太平洋にメガラニカ諸島共和国という国が有る。同じ地域の他の国々と同様、大航海時代に『発見』され、列強の植民地になり、第二次大戦中には日本と連合国の戦争に巻まき込まれた。戦後、独立を果たし、国連にも加盟。主な産業は観光と漁業。国民のほとんどはポリネシア系だ。熱心なダイバーや漁業関係者以外の外国人が、この国に特別な注意を払はらう事は無い。十数年前のオリンピックでアーチェリー競技に参加した女性選手が、現在に至るまでこの国唯ゆい一いつとなっている金メダルをもたらした時、オリンピック委員会が国旗や国歌の手配に慌あわてたというエピソードが残っているほどだ。

　それくらい目立たない国。これまでも、そしてこれからも世界史に影えい響きようを与あたえる事などないだろうと思われていた国。しかし今、世界は密かにこの国を中心に回っていたのだ。




「ええ、その通りです。各国市民に平静を呼びかけるのを忘れないで下さい。現在、一番警けい戒かいしなければならないのは無用なパニックです。状じよう況きようが安定次第、『最初の使節』はパートナーを選ぶでしょう。それからが次の段階です」

　彼女の名はジャクリーン・アラウ・ダキラ。十数年前、メガラニカ諸島共和国唯一のオリンピック金メダルをアーチェリー競技でもたらした女性。そして今ではメガラニカ諸島共和国の国連大使を務めている。国連大使と言っても所しよ詮せんは小国。米ソ超ちよう大たい国をはじめとする主要国の大使ほどの影えい響きよう力りよくなど望むべくも無い。

　そのはずだった。だが今、彼女が電話で話している相手こそ、現アメリカ合衆国大統領だったのである。その前はソビエト連れん邦ぽう大統領、インド首相、中ちゆう華か人じん民みん共きよう和わ国こく主席、イギリス、日本、西ドイツの首相、国連事務総長、ローマ法王とも話をしている。ここしばらく、彼女は世界で一番忙しい女性といっても過言ではない。

　それはあのドリル付き飛行物体が、地球の静止衛星軌道上に現れてからだ。

「はい、彼らからの声明は私の方で用意します。最初のパートナーが決定次第、国連からという形で発表された方が宜よろしいでしょう。取りまとめをお願いします」

　アメリカ合衆国大統領に、各国首脳の意見取りまとめを要よう請せいする。自分がそんな真似をするなんて……。

　自分が置かれた現在の状況に苦笑を漏もらしながらダキラは受話器を置く。

「……どうかしましたか、ジャクリーン？」

　ダキラの執しつ務む机の側に立っていた彼女が尋ねる。いささか自じ嘲ちよう気味の苦笑を洩もらしたことを訝ったようだ。

「大したことではないわ。それよりも公式声明の準備を急がないと。それであなた方の名めい称しようなんだけど……」

　ダキラは電話が掛かかってくる前の話に戻もどる。彼女が前にした机の上に置かれた書類にはいくつもの見慣れぬ単語が書き連ねられている。線を引いて消してあったり、あるいは後から書き足して有ったり、この書類を眼にした関係者の苦く慮りよの後が伺うかがえる。

「Ｌｉｖｉｎｇ－ｓｈｉｐ、Ｓｔａｒ－ｂｅｉｎｇ、Ｔｅｒａ－ｍａｃｈｉｎｅ、Ｃｒｅａｔｕｒｅ－Ｃｒａｆｔ、Ａｓｔｒｏ－ｏｒｉｇｉｎ……。色々と出たけど、どれも決め手に欠けるわね」

　そういうとダキラは彼女の方を見上げて付け加える。

「あなた方が自分自身を何と呼んでいたかが分かれば、それに越こしたことはないんだけど」

「私たちが自らを何と呼んでいたかなど、もはや大した問題ではないんです」

　彼女は微笑ほほえみ言う。それはダキラが二十数年ほど前、初めて彼女に会った時から、変わらぬ笑顔でも有った。その頃ころから彼女は二十歳代だい半ば、静かな微笑みを浮うかべる人であった。ダキラがその見た目の年令を追おい越しても、彼女はまったく変わらない。

「問題はこれから起きること。人類と私たちがどのような関係を築くかです」

「あなたはいつもそうね、『不滅なる正午イモータルヌーン』」

　イモータルヌーンと呼ばれたその女性は、ダキラの言葉にアルカイックな笑みを浮かべたまま、机の上の書類へついと指を伸のばし、一つの単語の上をなぞった。

「これでどうでしょう？」

　その単語を一いち瞥べつしたダキラだが、余り芳かんばしい印象は受けなかったようだ。

「どうかしら、どうも馴な染じみにくいような気もするけど……」

「生物の『Ｂｉｏ』と共生を意味する『Ｓｙｍｂｉｏｓｉｓ』。それに『Ｃｒａｆｔ』。意外性があって、分かりやすいと思います」

「なるほど……」

　穏おだやかな風ふう貌ぼうに似合わず、イモータルヌーンは言い出したら聞かない。それはダキラにもよく分かっている。

「それでは正式呼こ称しようは『ｂｉｏビオクラフト』。それでいいのね？」

「はい」

　イモータルヌーンは微笑む。

「私たちは『ｂｉｏクラフト』です」




　インド領空に入ってから数日。ドリル付き飛行物体は何をするでもなく、インド各地を上空から巡めぐるだけだった。それはかつてのツェッペリン飛行船による世界各地の周遊を連想させるものだ。もっともツェッペリン飛行船とは異なり、ドリル付き飛行物体の乗員、乗客はようとして知れない。最初に現れてから二週間あまりが過ぎようとしているのに、ドリル付き飛行物体の方から積極的な働きかけはない。

　当初の緊きん張ちよう感も徐じよ々じよに薄うすれていった。インド政府はドリル付き飛行物体への警戒を怠おこたっていない。しかし当初は逃にげ惑まどっていた民衆の方が、今ではドリル付き飛行物体を見物にやってくる始末だ。

　解決の糸口はまったく見えていないにも拘かかわらず、変化のない情勢にマスコミの興味も薄れ始めていた。海外からインドまで見物に来る観光客が増える一方、集結していた各国取材陣じんは徐々に姿を消し始めていた。この事件そのものが、観光客誘ゆう致ちのために仕組まれた、インド政府による一大イベントではないかという噂うわさまで聞こえ始めた程だ。

　しかしついに変化は起きた。

　その日、ドリル付き飛行物体はボンベイ郊こう外がいの小都市上空を飛行していた。インド空軍機が警けい戒かい体制を敷しいているが、地上では見物客でごった返していた。

　ドリル付き飛行物体は、インド領空に入ってから、高度を１００メートル以下にする事は無かった。ところがその日の正午きっかりに、ゆったりとではあるが高度を下げはじめ、やがて１００メートルを切るほどの低空に入ってきたのだ。

　小さな町だ。１００メートル以下の高度になっても接せつ触しよくしそうな高層建築は無い。しかしこれまでにない動きに、インド空軍と民衆は少なからず狼ろう狽ばいした。

　その狼狽を見み透すかしたように声が響ひびいた。

　安心して欲しい。敵意は無い。落ち着いて見守っていて欲しい。君たちは歴史の生き証人になるのだから。

　最初は英語。そしてヒンディー語。次にはアッサム語、タミル語などインドで使われている代表的な言語でそう言ってきたのだ。発音は完かん璧ぺき。もっとも最後にサンスクリット語で同じ内容の呼びかけがあったのだが、すでにインド国内でも話す人が少ない事もあり、その場で完璧な発音か否かは判断できなかった。

　声はゆっくりと高度を下げてくるドリル付き飛行物体から聞えてきたのは確かだ。周囲で警戒に当たっていたインド軍も、軍用無線の周波数帯で同じ呼びかけがあったのを確認していた。

　安心しろ、落ち着けと言われても、全長80メートル余りの物体が空中から降りてくるさまは、やはり圧あつ迫ぱく感、恐きよう怖ふ感を覚える。見物客たちは一人また一人と逃げ出し始めていた。それでも何人かは正体不明の声を信じて、いやむしろ恐怖よりも好こう奇き心しんの命ずるままに、その場に残っていた。

　その中に一人の少年がいた。その時、十五歳。当時のインドでは比ひ較かく的てき、裕ゆう福ふくな家庭に育ち学校にもきちんと通っていた。もっとも他にはこれと言って取り柄えのない、ごく平へい凡ぼんな少年だ。近くの町の上空にドリル付き飛行物体がいると聞いて、今日は友人たちと連れ立って見物に来ていたのだ。そしてそんな年とし頃ごろの少年に相応しく、彼も好奇心の命ずるまま、その場に残っていた。

　少年は誰かが自分の名を呼ぶのを聞いた。周囲の友人たちに視線で尋たずねるが、みな怪け訝げんな顔で首を振ふるだけ。その時、再び少年の名を呼ぶ声がした。今度は間違えない。その声は頭上から聞えてきたのだ。

　周囲の建築物の屋根すれすれまで降下してきたドリル付きの飛行物体からだ。少年の名を呼ぶ声には、不思議なくらいの親しみが感じられる。

　恐おそれることは無い。私はあなたに会いに来たのです。

　英語、ヒンディー語、アッサム語、タミル語などで同じ言葉が繰くり返される。

　宇宙人だぜ、おい。お前を呼んでいるんだ。

　友人たちの羨せん望ぼうとも励はげましともつかない声に背中を押おされ、少年は降りてくるドリル付き飛行物体の真下へと、数歩、歩み出た。

　ハリウッドのＳＦ映画のように、ドリル付き飛行物体の真下から光の柱が伸のび、そこから宇宙人が姿を現すのかと思っていた。しかし光に包まれたのは、ドリル付きの飛行物体そのものだったのだ。インドの真昼の太陽すら翳かげむ程の光に包まれた中で、ドリル付きの飛行物体は消えていってしまう。それは消えるというよりは、まるで折り紙か何かのように折おり畳たたまれ、小さくなっていくかのようだ。もっとも只ただでさえ強きよう烈れつな光に包まれ、そして瞬またたく間まに起きた出来事だ。真下にいるその少年はもちろん、周囲にいた人々ですら、何が起きているのか正確に見て取る事は出来なかった。ただ光の中でドリル付き飛行物体が小さくなっていき、そして地上へと降りたように見えただけだった。

　地上に降りたその光が消えた後には、先程までその場に居なかったはずの人の姿が有った。

　浅黒い肌はだをもった均整の取れた体格の若い男性。一見するとインドに多いアーリア系のようにも思えるが、どこか人間離ばなれした印象が有る。身につけているのは軍隊の礼服を思わせる詰つめ襟えりの白い服。ただ勲くん章しようやアクセサリーの類たぐいは一切ない。片方の肩かたにショールを思わせる、薄うすいベージュの布をかけているだけだ。

　若い男性は彫ちよう刻こくのように整った顔立ちに微ほほ笑えみを浮うかべた。

　その時、少年は察した。この若い男性こそ、あのドリル付き飛行物体そのものだと。あまりに突とつ飛ぴな印象ではあるが、その時の少年にしてみれば、それがもっとも自然な解かい釈しやくに思えたのだ。

　若い男性は少年の名を呼んだ。その声は確かに先程、ドリル付きの飛行物体から聞こえたものに間違いなかった。

　少年は男性の方へ歩み寄る。緊きん張ちようはしていたが、恐怖は感じていなかった。男性が差し出した手を握にぎり返した時も、自分が如い何かに歴史的な立場にいるのかもよく理解していなかった。

　男性は微笑みを浮かべたまま、完璧な発音の英語で言った。

「私はｂｉｏクラフト『最初のフアースト使節エンヴオイ』です。あなたにパートナーの契けい約やくを申し入れます。詳くわしい説明をするお時間を頂けませんか？」

　それが最初の接触だった。




　アポロ11号で月面に降り立ったアームストロング船長は『これは小さな一歩だが、人類にとっては大きな飛ひ躍やくだ』と言った。

　一方でそれから二十年近くが経とうとした頃ころ、こんな事を言った人間もいた。

『アポロ計画が残したのは、寝ね転ころがって書けるボールペンだけだ』

　大きな飛躍を実感するのに二十年にも満たない時間というのは、余りにも短いのかもしれない。

　ｂｉｏクラフトにも同じことが言えた。

　何の前まえ触ぶれもなく地球に現れたドリル付き飛行物体。それはｂｉｏクラフトと言う地球外知的生命体であると発表された時、世界は大きな時代の変革を感じそして熱ねつ狂きようした。

　あるものは楽天的に人類は恒こう星せい間への扉とびらを開く鍵かぎを手にしたのだと信じ、またあるものはｂｉｏクラフトが恐怖の侵しん略りやく者、破は壊かい者しやであると思おもい込んだ。

　しかし現実はどちらでもなかったのである。

　そもそもｂｉｏクラフトは地球人が想像していた『宇宙人』とは余りにかけ離はなれた存在だった。インド、ボンベイ郊こう外がいで姿を現した若い男性。誰もがその男性がドリル付き飛行物体を操縦していた『宇宙人』と考えたが、現実は余りにも突とつ拍ぴよう子しも無いものであった。

　ドリル付きの宇宙船と人間の姿は同じ存在のいわば両側面。どちらがｂｉｏクラフトの本体という事も無い。人間の姿は全体子体つまり『ホロン体ホロニツクボデイ』と呼ばれ、惑わく星せい上の知性体とコンタクトを取る場合、ｂｉｏクラフトはこの形態を取るのだ。

　つまりｂｉｏクラフトそのもので一つの生命体なのだ。しかも事実上、不老不死だと言う。

　ｂｉｏクラフトの祖先は四五億年以上前、今となってはどこにあったのかも定かではない、ある恒星系で誕生した。やがて彼らは宇宙へと進出、以来、星々の世界をさまよってきたのだ。

　ｂｉｏクラフトが人類に求めたのは服従でも友好でもなかった。

　共生である。ｂｉｏクラフトは地球人の足となり、全宇宙規模の移動能力を生かし、行動範はん囲いの拡大を約束する。その経験は人類の文明を飛ひ躍やく的てきに進歩させるだろう。その進歩した文明でｂｉｏクラフトの改良を行って欲しい。

　それがｂｉｏクラフトの要求であった。但ただしｂｉｏクラフトの求める共生相手ｂｉｏパートナーは、あくまで個人としての地球人を対象としたもので、国家、企き業ぎよう、宗教団体など、いかなる形の組織も相手にすることはない。

　これでｂｉｏクラフトの望む地球文明の進歩があるのか。疑問を呈ていする地球人たちに向かって、ｂｉｏクラフト側代表として姿を現した『不滅なる正午イモータルヌーン』は答えた。

「一万年くらいは変化はないかも知れません。十万年待って進歩がなければ考えましょう。百万年経っても相変らずなら、対策を講じなければいけません」

　四五億年以上も存在してきた生命体は余りにも気が長く、そしていささか冷れい淡たんですらあった。

　ｂｉｏクラフトとｂｉｏパートナーの関係は対等ではあるが、言うまでもなく地球人の方には選ぶ権利が無い。もっともｂｉｏクラフトの方もどういう基準でｂｉｏパートナーを選ぶのかよく分からない。国家を上げて推すい薦せんする人間を無視する一方で、これと言って目立つところのない相手にパートナー契約を持ちかける事もあった。

　イモータルヌーンによると、両者の関係はまだ試用期間のようなものらしい。ｂｉｏクラフトは地球人の前に姿を現したが、まだ本当に共生相手として相応しいかどうか分からない。それゆえにランダム抽ちゆう出しゆつに近い形でパートナーを選出しているのだと言う。

　ｂｉｏクラフトと交こう渉しようするために国連が中心となって設立した組織『国連ｂｉｏクラフトＵＮｂ適合交流研究センターＡＲ』の席上で、ある委員がイモータルヌーンにこう尋たずねた。

「ではクーリングオフという可能性もあるのですか？」

　その委員は冗じよう談だんのつもりだったが、東洋系の女性の姿をしたイモータルヌーンのホロン体はにっこりと笑って答えた。

「そうですね。期間は二千年程ですが」

　まもなくそのクーリングオフ期間の百分の一が過ぎようとしている。

　ｂｉｏクラフトが出現した当初の熱狂は、良い意味でも悪い意味でも醒さめきってしまっていた。地球人にとってはｂｉｏクラフトの態度は余りに素っ気なかったのである。

　最初の接せつ触しよく以降、地球上では相変わらず戦争やテロ、そして自然災害が起きていた。しかしｂｉｏクラフトは、そんな出来事に一切、関かん与よしようとしなかったのである。地球人とｂｉｏクラフトの間に結ばれた条約の中に、『地球上及および地球人が作った施し設せつ内での出来事には関与しない。ただし全体に危機が及ぶ事が予想される場合にはこの限りではない』という一文が有るためだ。

　戦争やテロはともかく、自然災害に関しては人道的見地から協力してくれてもいいのではないかという意見が、地球人側から出された事もある。しかしそれでもｂｉｏクラフトは干かん渉しようしようとはしなかった。ｂｉｏクラフトの目的は地球文明の進歩。戦争であれ自然災害であれ、困難は自らの力で解決すべきであり、それが文明の進歩に繋つながると言われれば、地球人の方も黙だまり込むしかなかった。

　最初の接触からもうすぐで二十年。その間、ｂｉｏクラフトと共生契けい約やくを結んだｂｉｏパートナーはＵＮｂＡＲが把は握あくしているだけで１２００人余り。ｂｉｏクラフトと契約を結んだ場合、報告するよう呼びかけているが、義務ではなくまた強制も出来ない為ため、把握していない分もある。それを含ふくめれば実数は２０００人という所であろうか。

　予めｂｉｏクラフト側から予測数を提示されていたとはいえ、これは余りに少なく地球人側を落らく胆たんさせるに充じゆう分ぶんすぎるものだった。しかも中には契約を結ぶなり、宇宙のどこかに行ってしまったきり戻もどってこないｂｉｏパートナーもいた。

　一方で科学者を同行させ、つい十数年前までは特とく殊しゆな望遠鏡で覗のぞくだけだった天体の観測を行ったり、あるいは他の惑星への移民を計画する、『良心的』なｂｉｏパートナーも存在する。ｂｉｏクラフトはパートナー以外の地球人が乗る事に、それほど抵てい抗こう感はないようだ。もっともパートナー以外の人間がｂｉｏクラフトに指示を出すことはできない。

　ｂｉｏクラフトは地球人が想像したような、いくつもの銀河系を跨またぐ大だい帝てい国こくを築いているわけではない。彼らの行動範囲はほぼ宇宙全域に広がる一方で、その結びつきはごく緩ゆるやかだ。それゆえになかなか組織だった行動は取れないらしい。もっともｂｉｏクラフトがそんな行動をとった所で、人間が個人的な経験の範囲でそれを把握する時間などないだろう。

　しかしある程度の社会制度が有るのは確かだ。

　地球人とｂｉｏクラフトが交わした条約にこんな一文が有る。

『市民プレビシヤンが問題を起した場合は、貴族パトリシヤンが責任を以て対処する』

　余りに長い年月が過ぎているため、ｂｉｏクラフトは自らの出自について詳くわしい情報を持っていない。すでに本来の言語も失われており、地球の言語を修得して、それを自らの概がい念ねんに当てはめている。市民、貴族という翻ほん訳やくが適切かどうかは、誰にも分からないが、ｂｉｏクラフトに一種のヒエラルキーが有るのは事実だ。

　ｂｉｏパートナーが聞き出した情報を総合すると貴族層と市民層の二階層、さらに六階級の社会制度が有るのはまちがいないとされている。市民は六階級のうち下位四階級を占しめ、貴族は上位二階級を占める。

　たまたま数が一いつ緒しよという事だけで、地球人はそれにチェスの駒こまを当てた。下から『歩兵ポーン』『城塞ルーク』『騎士ナイト』『僧侶ビシヨツプ』。ここまでが市民プレビシャン階層。そして『女王クィーン』『王キング』が貴族パトリシヤン階層だ。

　市民階層については、ドリルの本数が多いほど上位の階級になるとされている。ｂｉｏクラフト自身もそれは否定していない。今ではｂｉｏクラフト自身、この呼こ称しようを使っているほどだ。

　一方で貴族階層については謎なぞに包まれたまま。ＵＮｂＡＲでｂｉｏクラフト側の代表を務めているイモータルヌーンが貴族階層なのは、まず間違いがないだろうが、彼女はホロン体でしか地球人の前に姿を現していない。イモータルヌーンのｂｉｏクラフト形態を見た地球人はいないのである。

『歩兵』が一本ドリル、『城じよう塞さい』が二本ドリル、『騎き士し』が三本ドリル、『僧そう侶りよ』が四本ドリル。その理り屈くつで言うならば『女王』は五本、『王』は六本と推測されているが、誰もそんな本数のドリルを装備したｂｉｏクラフトは見ていない。

　いずれにせよ地球人はｂｉｏクラフトについてまだ何も知らないと言っても良い。

　不老不死、通常の手段で破は壊かいする事は不可能というｂｉｏクラフトがなぜ地球人と共生関係を結ばなければならないのか。

　これまでにも幾いく多たの知性体と共生関係を結んで来たというか、それらの文明は今どうなっているのか。

　そもそもｂｉｏクラフトは本当に生命体なのか？　ならば何を持って生命体と規定しているのか。

　ホロン体の形態は地球人にそっくりなのはなぜか？　単に地球人の姿を真似ただけなのか。あるいはあれが彼らのかつての姿なのか。

　地球人を観察して言語や社会制度を学習したというが、それは一体いつからなのか？　過去に地球人の文明に関かん与よした事はあるのか。

　ドリルは超光速飛行装置兼武器というが、一体なにと戦うのか？　そもそもなぜドリル型をしていなければならないのか。

　仮説だけが増えていき、解決しない疑問が山積みになったままという現実も、人々を熱ねつ狂きようから醒さますに充分だった。一時は中断どころか、全面廃はい止しに追おい込まれそうだった人類独自の宇宙開発事業も、徐じよ々じよに再開されてきている。

　最初の接せつ触しよくから間もなく二十年。熱心な一部の研究者を除けば、ｂｉｏクラフトとｂｉｏパートナーも、風変わりな趣しゆ味みの持ち主か、マイナーなスポーツの代表選手くらいの認識と知名度しか持たなくなっていた。

　そろそろ気の早い誰かが言うだろう。

『ｂｉｏクラフトが残した物は、ドリル型ボールペンの流行だけだ』と。







《ＰＨＡＳＥ―００：０３　広大～Koudai～》







「広こう大だい、あれは何ですか？」

「あぁ、あれは電車。地下鉄だよ」

「地下鉄というのは、地下を走る鉄道の事だと思いますが、なぜ地上を走っていますか？」

「だからほら……、地上に電車を整備したり、使わない間、停めておく場所が有るの。ずっと地下に置いておくわけにもいかないだろう？」

「なぜですか？　なぜ、なぜ？」

「地下にそんな広いスペースを掘ほるわけにいかなかったんだろ」

「では最初から地上を走れば良いと思います」

「いや、だから地上には家や道路もあるし、それに……」

「広大、あれは何ですか？　あれです、あれ」

「おい、人の話は最後まで聞け！　それに時間ないんだから、あんまり手間をかけさせるな！」

　広大がそう言ってもティセは聞く耳など持たないようだ。好こう奇き心しんの命じるままに街角をあちこち見て回っている。例によって表情には出してないが、本人は結構、楽しんでいるようだ。

「それで……」

　通学鞄かばんを下げ、広大の横に並んだ恵けい子こが尋たずねる。

「あの子、どうするのよ？」

「どうするもこうするも……」

　広大は外出時に掛かける眼鏡のフレームをついと上げて困り果てたように言った。

「取り敢あえず、母さんかティセが飽あきるまで待つしかないだろう」

「いつ飽きるのよ？」

　少し膨ふくれ面つらで広大を見上げながら恵子は尋ねた。

「俺に聞かれてもなぁ……」

「広大、恵子。犬です」

　広大の家の少し先にアフガンハウンドを飼っている竹村という人が住んでいる。ちょうどその飼い主の老ろう齢れいの男性が、愛犬と共に散歩に出かける所を、ティセは目ざとく見つけた。

　白のワンピースと、肩かたから掛けた同じような色合いのストールのようなものをなびかせ、ティセはそのアフガンハウンドと飼い主へと駆かけ寄よる。

「お早うございます」

　飼い主の老人に言っているのか、それとも犬の方に言っているのか分からないが、とにかくティセはそう挨あい拶さつする。いきなり現れて挨拶してきた外国人の少女に、飼い主の竹村は少々面食らったようだが、すぐに気を取り直して挨拶を返す。

「あぁ、お早う」

「ワン」

　犬も飼い主に合わせて挨拶を返す。

　飼い主の竹村はティセの後ろから広大と恵子が小走りに近寄ってくるのを見て、少し合点がいったように首しゆ肯こうする。

「あぁ、この子、恵子ちゃんの親しん戚せき？」

　そう言われた恵子は、ちょっと虚きよを突つかれたような顔をする。竹村は広大が引っ越こしてくる前からここに住んでいた人だ。恵子も赤あかん坊ぼうの頃ころから知っている。

「え、ええまぁ……。と、いうか……」

　困ったような中ちゆう途と半はん端ぱな笑みで視線を逸そらす恵子を訝いぶかりながらも、広大は横から慌あわてて助け船を出した。

「いえ、違ちがうんですよ。うちの母さんの知り合いの子で、しばらく預かることになりそうで……」

「犬は可愛いですね」

　話の流れをまるっきり無視して、ティセはアフガンハウンドの頭を撫なでながらそう言う。アフガンハウンドも尻尾しつぽを振ふってそれに答えていた。

「あぁ、広ひろ海みさんの。それにしてもお嬢じようちゃん、日本語が上手だね」

「日常会話なら支障ありません」

　竹村の方に手を少し上げて身を乗り出すようにしてティセは言った。

「いえ、そのぉ。会話はともかく、まだ日本に来たばかりで色々と常識を知らない所が有りますから……」

　会話が成立するからと言って意思の疎そ通つうが可能なわけではない。慌ててフォローを入れる広大だが、またティセが余計な事を言う。

「そういう設定になるそうです」

「こらこら！」

　慌てて止める広大を、ティセは小首をかしげて見上げた。

　いやはや、家を出た途と端たんこれだ。先が思いやられるな……。

　これから起きるであろうトラブルを考えると、朝から気が滅め入いりそうだ。広大は陰いん鬱うつな気持ちのまま、つい先程の母とのやり取りを思い返していた。




「……契けい約やく!?」

「そうよ」

　スポーツ新聞を畳たたむと、サラダのアスパラガスをタバコのように咥えたままで、広海は言った。

「広大、あなたはティセとｂｉｏビオパートナーの契約を結ぶの」

「そうなんですか？」

　トマトサラダを口に運ぶ手を休めてティセは尋ねる。

「そうよ」

　当たり前のように答える広海に、ティセは一時、小首をかしげたものの、すぐに広大の方へと向き直って言った。

「そうだそうです」

「いや、ちょっと待て！」

　当事者であるはずの自分の意思を置き去りして、どんどん転がり始めている話に、さすがに広大も慌てた。

「俺はそんな話は承しよう諾だくしてない！」

「拒きよ否ひ権けんは有りません」

　広海はにべもなくそう言い返す。

「母親として命じます。大おお空ぞら広大、あなたはｂｉｏクラフトのティセとｂｉｏパートナー契約を結ぶの!!」

「いやだ！」

　あまり母に逆らう事のない広大だが、余りに一方的な言い分に反発する。

「大体、俺は宇宙とかそういうの嫌きらいなんだよ！」

「広大は不思議な事を言いますね」

　デザートのアプリコットソース付きヨーグルトをスプーンですくいながらティセが言った。

「宇宙が嫌いなら、なぜそこに存在していますか？」

「はぁ……？」

　ティセとしては地球上のこの場所も宇宙の一部に過ぎないという事なのだろうが、広大には咄とつ嗟さにその言葉の意味が理解できなかった。

　怪け訝げんな顔の広大に、またティセは小首を傾かしげる。しばしそのまま何事か考かんがえ込んでいたようだが、おもむろに広海の方へと向き直ると言った。

「広海……」

「なにかしら？」

「お茶のお代わりをお願いします」

　ティセはとことんマイペースである。

「あのなぁ！」

　ティーカップを出すティセと、それにお代わりのお茶を入れる母に向かって、広大は思わず声を荒あらげていた。

「あのぉ、広海さん」

　事の成り行きに付いていけず、ぽかんと見守っていただけの恵子だが、ようやく介かい入にゆうするタイミングを見つけた。

「ｂｉｏクラフトと接せつ触しよくした時は、役所とかに届けるんじゃないんですか？」

「別に義務じゃないから、いいのよ」

　ｂｉｏクラフトは勝手に地球に来て、勝手に地球人と接触している。ＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表を務めているイモータルヌーンも、その実態は把は握あくしていないらしい。

　ｂｉｏクラフトと接触した場合、契約成立の如何いかんに拘かかわらず、報告するように求めている国が多いが、広海の言うように大たい抵ていの場合、義務化には至っていない。そもそもｂｉｏクラフト自体、人間の決めた国境や法律に構わず、勝手に現れては勝手に消えるのだから、義務化したところで徹てつ底ていできるはずもない。報告の義務化を法律で制定した国も有ったが、税金の無む駄だ遣づかいと批判される結果に終わったのは言うまでもない。

「それにしても、いきなり契約だなんて……。まだ学生なんだし」

「あら、高校生はもちろん、中学生でｂｉｏパートナーの契約を結んでいる人もいるでしょ？」

　これまた広海の言うとおりだ。日本のｂｉｏパートナーの総数は１００人程度。ＵＮｂＡＲや政府が把握していない者も含ふくめれば、１２０人前後だろうと推定されている。把握されている中での最年少は小学生。中学生、高校生もいるのが現実だ。そもそも最初にｂｉｏクラフトとパートナー契約を結んだ地球人からしてインド人の高校生である。

　これからの社会を背負って立つ事を期待しているのであろうか。ｂｉｏクラフトは比ひ較かく的てき、若い人間にパートナー契約を申し入れる事が多いとされている。

「ええと、でも……」

　恵子はいつでもきっぷのいい受け答えをする広海を慕したっている。母のようにというよりは、むしろ姉のように思っている節すらある。しかしさすがに今回の広海の独走ぶりには困こん惑わくを隠かくしきれないようだ。

「じゃあ、母さんが契けい約やくすればいいだろう！」

　返す言葉に詰つまった恵子に代わり、再び広大が口を開く。

「俺は学校があるの！」

「あら、私だって仕事があるわよ」

　平然と広海が言い返す。広海が一度、言い出したら引かない事は、広大は嫌いやというほどよく分かっている。じわじわと息子を追おい詰つめていく事を楽しむように、広海はにんまりと微ほほ笑えみながら言った。

「それに広大、ティセと契約するのはあなたじゃなきゃいけないのよ」

「なんでだよ……」

　我ながら子供じみた仕草だとは思いながらも、広大は椅い子すの背もたれに寄りかかり、頬ほおを膨ふくらませ唇くちびるを尖とがらせて答えた。

　そんな駄だ々だっ子こじみた息子に向かって、広海は人差し指を突つき付つけて言い放った。

「あなたはティセと契約して、大だい地ちさんを……。お父さんを探しに行くという使命があるのよ!!」

「また親父かよ……」

　予想していたとはいえ、広海の口から出たその名に広大は渋しぶい表情をしてみせる。横で聞いていた恵子も困惑しているようだ。

「やっぱり、おじさんの事……」

　一いつ瞬しゆん、静まり返ったダイニングキッチンで、ティセがカタンと小さく音をさせてティーカップをソーサーに戻もどす。

「一つ確認させてください」

　相変わらず表情が読めない。何を言い出すのか固かた唾ずを飲む広大と恵子に向かってティセは言った。

「この場合の『お父さん』と『親父』と『おじさん』は同一人物と見なしてよろしいのですね？」

　余りにも当たり前の事を、わざわざ念を押おして尋たずねるティセに、広大と恵子は思わず天てん井じようを仰あおぎ嘆たん息そくを洩もらす。

「いや、普ふ通つうはそう考えるだろう。確認しなくても」

　呆あきれたようにそう答える広大に、ティセはどことなく優ゆう雅がな仕草でティーカップを口に運びながら答える。

「私はこの社会の一いつ般ぱん的てきな家族制度について具体的に知りません。知識としては確認してきましたが、何からの誤解が有るとも限りません。確認するに越こしたことは無いと判断しました」

　涼すずしい顔で……、と言いたいところだが、相変わらずティセは無表情のままそう言った。そんなティセの態度が広大にはカチンと来る。

「大体、お前は一番の当事者じゃないか。ティセ！　少しは自分から話に参加しろ!!」

「では、誰が私と契約するか決まったら教えてください」

　ティーカップに満たされたアールグレイの香かおりを楽しむように、目ま蓋ぶたを閉じてティセは答える。

「そうしたら契約するか否かを考えます。それまでは構わないで下さい。疲つかれます」

　皮肉とか嫌いや味みとか、そういう類の響ひびきは感じ取れない。ただ淡たん々たんと一切の脚きやく色しよくを交えず、自分の思った事を素直に口に出しているだけ。ティセの様子からそうとしか取ることができない。それだけに取り付く島がないのも事実だ。

「俺は契約しないからな！」

　重ねて広大が言っても、広海は聞く耳を持たない。最近は上野のアメ横くらいでしか見かけなくなったバナナの叩たたき売うりのように、手にしたスポーツ新聞を丸めるとパンとテーブルを叩いて言い返す。

「契約しなさい、広大！　いいえ、あなたは契約しなきゃならないの！　それは運命なのよ!!」

「運命って……」

　広海の勢いにすっかり広大は守勢に回ってしまっている。

「あ、あの……。だから広海さん。とにかく落ち着いて下さい。物事には順序というものがあるんだし……」

　土俵際どころか徳俵に辛かろうじて足の指が引っかかっている状態まで追い詰められた広大に、最後の救いを差さし伸のべようと横から恵子が口を挟はさんだ。

「そうね、恵子ちゃん。あなたはどうせ遅おそかれ早かれ大空家に入るんだから、一いつ緒しよに話を聞く理由はあるわね」

　大空家に入るという言葉の意味を理解するのは、さすがに広大より恵子の方が一瞬、早かった。

「あたし、広大と結けつ婚こんなんてしません!!」

　真っ赤になってそう答える。そんな恵子に横からティセが口を挟む。
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「それでは養子縁えん組ぐみと呼ばれる形式を取るのですか？」

「あなた、こういう話題には食いつきいいのね？」

　真っ赤な頬ほおのままそう言った恵子の方を見ようともせず、ティセはティーカップを傾かたむけてから、改めて答えた。

「こういう話題とは具体的に何を指しますか？」

　思わぬ反はん撃げきに恵子の頬はますます赤くなる。

「いや、だから。ほら、結婚とかそういう……」

　恵子の反応は予期せぬものだったようだ。ティセは小首を傾かしげると広大の方へ向き直ると言った。

「広大、恵子が不思議です。不思議、不思議」

　しかし尋ねられた広大の方も、頬を赤らめて視線を逸そらす。

「し、知らねぇよ」

　そう言う広大を、ティセはまた小首を傾げて見つめるだけだった。

「まぁ、恵子ちゃんがうちの嫁よめになるか。広大が恵子ちゃんの婿むこになるのか、それはもうちょっと置いておきましょう」

「広海さん！」

　テーブルの上で荷物をどかす仕草をしてみせる広海に恵子は抗こう議ぎの意を表す。しかしそれで遠えん慮りよするような広海ではない。恵子の抗議を聞き流して話を続ける。

「問題は広大、あなたのｂｉｏパートナーの契けい約やくよ」

「だから、俺は契約なんてしないって……」

　不ふ貞て腐くされる息子に、広海は少し真面目な顔をしてみせる。

「そう……、でもね。それはあなたがやらなければならない事なのよ。それがお父さんの為ためでもあるの……」

　状じよう況きようが窮きゆうするといつもこのように、あの手この手で目先を変えて攻せめてくるのが広海の常じよう套とう手しゆ段だんだと分かっている。

　騙だまされまいと眉まゆに唾つば付けながらも、一応は母の言う事ではある。広大は聞き入ってしまっていた。広大のそんな様子を見み透すかしたように、広海は真面目な表情をかなぐり捨てて、身を乗り出してきた息子の眼前に、人差し指を突つき付つけて言った。

「広大、あなたはｂｉｏクラフトと契約して、宇宙に行ったきり戻もどってこないお父さんを、大地さんを探してくるという使命があるのよ!!」

　ティーカップを傾けているティセ本人は広海の言葉にも関心を示さない。ただティセの赤みのかかった金色の髪かみをまとめている、銀と青のリボンが、まるで猫ねこの耳のようにぴょこんと動いただけだった。

「……いい加減にしてくれよ」

　広海の言葉にげんなりとしたように広大は言った。

「大体、父さんがｂｉｏクラフトと契約して宇宙に行ったなんて証しよう拠こはないじゃないか！」

　広大の父そして広海の夫である、大空大地は現在、失しつ踪そう中という事になっている。フリーのカメラマンである大地は、広大がまだ幼かった頃ころ、東ヨーロッパのどこかで消息を断ったきりなのだ。それは広大がまだ小学校に入る前。大地が海外を飛び回っていた事もあり、広大は自分の中に明確な父の記き憶おくは無い。

　見上げるような立派な体格で、顔中にヒゲをはやし、いつもニコニコしているという漠ばく然ぜんとしたイメージしかないのだ。もっともそのイメージの少なからぬ部分が、今も父が使っていた部屋に残されているポートレートから形作られているというのも、また認めざるを得ないのも分かっている。

　大地の失踪直前の行動は情報が錯さく綜そうしていてよく分かっていない。東ヨーロッパ某ぼう国こくの民族紛ふん争そうの取材に行っていたのだが、目もく撃げき者によると反政府ゲリラによって連れさられたとも言う。しかし後に、その目撃者が某国政府関係者から金を貰もらい、反政府ゲリラに不利益な情報を外国マスコミに流していた事が発覚。今では情報の信しん憑ぴよう性せいに疑問が持たれている。

　それに大地は決して無む謀ぼうな真似をする人間ではなかった。自らを笑って『とんでもない臆おく病びよう者もの』と称しようしたのが的確か否かはさておき、大地のその性格を知る広海にしてみれば、彼が何の準備も覚かく悟ごもせずに、危険な取材に赴おもむいたとは到とう底てい、信じられないというのだ。

　広大には見せた事が無いのだが、広海によると大地は交際中から、危険な取材に赴く時は、予めそれをほのめかす手紙を出していたとも言う。

　そしてもう一つ。こちらは時が経つにつれ、その確実性が増している情報なのだが、大地は失踪直前にｂｉｏクラフトに強い興味を示していたのだ。広海への手紙にもたびたびｂｉｏクラフトに言げん及きゆうしていたそうだし、またフリージャーナリストの仲間の証言もそれを裏付けている。

　またｂｉｏクラフトとの契約には触ふれていないが、失踪後、数年間の間、簡単な手紙や広海や広大の誕生日に合わせたバースディカードが届いていた事も、大地の生存を裏付ける証拠となっている。しかし手紙にはすぐには戻れない、可能だったらまた連れん絡らくするとあるだけで、特に目を引く情報は無い。広大や広海の誕生日も調べようと思えば調べられるわけで、また短い文章だけでは信憑性の高い筆ひつ跡せき鑑かん定ていも難しい。

　投とう函かん場所が世界各地、いやそれどころか何度かは日本人ｂｉｏパートナーが手ずから持ってきてくれた事もあり、広海は大地が特定の国や組織に拉ら致ちされているのではなく、ｂｉｏクラフトと共に宇宙のどこかにいると信じているようだ。もっとも大地の手紙を持ってきてくれたｂｉｏパートナーも、それは複数のｂｉｏクラフトを介かいして預かってきたもので、差出人がどこにいるのかは見当もつかないという事だった。

　そんな手紙も最近は届かない。広大の知る限り、中学に進学するかどうかという頃、自分の誕生日に来たバースディカードが最後のはずだ。その投函場所はなんと東京都内になっていた。消印を見て思わず浮うかれた広大と広海だったが、カードに書かれた短い文面は、そんな親子を一転、絶望の淵ふちに立たせるには充じゆう分ぶんなものだったのだ。

『しばらく連絡できない』

　広海が広大に何か隠かくしていない限り、大地からの連絡がこれが最後のはずである。だから大地がｂｉｏクラフトと契約して宇宙に行ったという証拠はないという広大の指し摘てきは正しい。しかし悲しいかな、古人の言葉にもあるように、人は己の見たいと思うものしか見えない。大地がｂｉｏクラフトと契約したという確固たる証拠がないにも拘かかわらず、広海は今だにそう信じているのである。

「そこまで言うんなら、母さんが契約すればいいんだよ」

　結局はそこに戻ってくる。

「あら、駄だ目めよ」

　また仕事云うん々ぬんというと思った広大と恵子だが、広海は思わぬ方向から反はん撃げきに出た。

「私はあの人のために、温かいお料理を準備していなきゃならないもの♡」

　そういうと広海は、年とし甲が斐いもなく顔の前で小さく手を握にぎり照れてみせる。

「あのさぁ……！」

　広大がそう言いかけた時だ。ティセがまたカタンと小さく音をさせてティーカップをソーサーに戻もどす。そして広大、恵子と順番に視線を巡めぐらし、最後に広海を見つめるとおもむろに言った。

「ごちそうさまでした」

　考えてみればティセと会ってからまだ一時間と経っていない。それに自分の事を事細かに説明してくれたわけでもない。しかし広大にはティセのキャラクターがほぼ把は握あくできていた。それでもあまりにも空気の読めないティセのマイペース振ぶりには、広大もため息と共に全身の力が抜ぬけていくような気配すら憶おぼえる。

「大変、おいしい朝食でした。このような食事を準備しておいてもらえるとは、その大地という方が、大変うらやましいですね」

　なにしろ表情を変えないのだから冗じよう談だんなのか、お世辞なのか、それとも意味がよく分かっていないまま決まり文句を並べているのか、はたまた本心からなのか、見た目からはさっぱり見当がつかない。

　広大と恵子が余計にそう思えるのは、広海が朝食のテーブルに用意した料理が、さして手がかかっているとはいえないものばかりだったからだ。

　八枚切りのトースト。ティセはオレンジマーマレードを塗ぬったその一枚に手を着けただけ。小こ鉢ばちのトマトサラダ。そしてプレーンヨーグルト。アールグレイの紅茶は大層、気に入ったようで二杯はいお代わりしている。

　何のことはない。パンを焼いてマーマレードを塗り、トマトを切ってドレッシングをかけ、プレーンヨーグルトにアプリコットソースを添そえただけだ。もっとも食材には拘こだわりのある広海である。トマトは無農薬栽さい培ばい、マーマレード、アプリコットソース、アールグレイの茶葉などは名の通ったブランド品。まずいはずもないが、逆に言うとそれだけで広海の趣しゆ味みの良さは分かっても、料理の腕うでを推し量る事は難しい。

　しかし広海は素直に喜んでみせた。

「あら、有り難う。やっぱり分かる人は分かるのね」

　上じよう機き嫌げんでそう答える。ティセはそんな広海を無表情のまま見つめ、例によってまた両手を身体の横でぱたぱたさせはじめる。

「話は変わりますが、広海。先程も話したようにそろそろ……」

「あら、いけない！　すっかり話に夢中で忘れていたわね」

　広海は胸の前でポンと手を叩たたく。

「広大、恵子ちゃん。登校がてら、ティセにこの辺を案内してやってちょうだい」

「えぇ？」

　出し抜けにそう言われて広大と恵子は驚おどろく。

「登校って……。もうこんな時間じゃない」

　恵子はＴＶ画面の時報に目を丸くする。いつもならそろそろ家を出ていなければいけない時間だ。しかし広大も恵子も、朝食にはろくに手をつけていない。

　あわてて冷めたトーストをちぎり、口の中へ押おし込みながら広大は反論する。

「だから、何で……。案内なら母さんがすればいいだろう。大体、学校まで連れていけるかよ」

「私は昨日は遅おそかったから、疲つかれているのよ。家の中の事もあるし。ティセには私の予備の携けい帯たいを渡わたしておくから。学校の前で連れん絡らくしてくれれば迎むかえに行くわ」

「そんな勝手に……」

　憮ぶ然ぜんとなる広大にティセが横から言ってくる。

「駄目です、いけません。広大。食べながら話すのは好ましくありません」

　なんでｂｉｏクラフトにそんな事を言われなきゃならない……。そう思う広大だが、確かにティセの言う事も道理だ。ムッと押し黙だまったまま、残りのトーストを口に押し込み、すっかり冷えきったカフェオレでそれを飲み下す。

「あぁ、恵子ちゃんはちょっと待ってて。パンなら新しく焼くから」

「でも広海さん、そろそろでないと……」

　ＴＶ画面の時報と広海を交こう互ごに見てそう言う恵子の表情には、いささか焦あせりの色が出始めていた。

「でも良いチャンスじゃないの？」

「はぁ？」

　怪け訝げんな顔の恵子に広海はにっこりと微笑ほほえみながら言った。

「トーストを咥えながら『遅ち刻こく遅刻！』って駆かけ出すなんて、今だからできることよ。やっておかないと、損するわよ。絶対」

　すっかり乗り気の広海に、さすがの恵子も呆あきれ顔がおだ。

「いえ、広海さん。その展開だと、転校生にぶつかってパンツ見られる事になるからいいです」

「いや、その前に転校生なんて、そう都合良く出てこないし」

　広海と恵子の微び妙みようにずれた会話に広大は突つっ込みを入れる。

「まぁ転校生は出てこなくても、宇宙人は出てきたけどね」

　横目で自分の方を見ながらそんな事を言う恵子に、ティセは抗こう議ぎの意を表すかのように、一際大きく両手を振ふりながら言った。

「違ちがいます、宇宙人ではありません。ｂｉｏクラフトです。ｂｉｏクラフト」

　広海の言う事を疑っているわけではない。しかしティセのこの反応は彼女がｂｉｏクラフトのホロン体ホロニツクボデイである事を、より強く広大と恵子に印象づけた。それというのも、ｂｉｏクラフトは『宇宙人』或あるいは『地球外知的生命体Ｅ・Ｔ』『エイリアン』と呼ばれるのを嫌きらうからだ。どうやら他にも存在するであろう、ｂｉｏクラフト以外の知的生命体と一ひと括くくりに扱あつかわれる事を好ましく思ってないようだ。これはｂｉｏクラフトに関するごく一いつ般ぱん的てきな常識として広く知られている。接せつ触しよく当初は普ふ通つうに『宇宙人』という言葉を使う事も多かったマスコミも、今では自主規制に踏ふみ切きっている。

「とにかくｂｉｏクラフトを学校になんて連れていけないよ」

「だから学校に行く道すがら、色々と案内してくれるだけでいいのよ。あとで私が迎えに行くから。それに広大が契けい約やくするまで、ティセがｂｉｏクラフトだって事は秘密よ。誰かに取られると困るから」

「母さん！」

　そんな広大と広海のやり取りを聞いていたティセだが、突とつ然ぜん、手を差さし伸のべ少し身を乗り出す例の仕草で、二人の間に割って入った。

「私は学校というものを具体的に知りません」

　突然、そんな事を言い出す。

「そこは素晴らしい場所ですか？」

　ティセにしてみれば何気なく口にした言葉なのは確かだろう。しかしその単純な言葉が、広大の意識の奥おく底そこにある何かを打った。

『そこは素晴らしい場所ですか？』

　同じ言葉が何度も何度も、やまびこのように繰くり返す。

　つい最近、どこかで聞いた事がある。それも強く深く印象に残るシチュエーションの中でだ。しかし何故だろう。印象に刻みつけられているが、記き憶おくには残っていない。

　そんなもどかしさが広大の意識に残る。

「まぁピンキリだけどね」

　恵子は広海から焼きたてのトーストを受け取りながら言った。そんな恵子はもちろん、ティセや広海も広大の様子には気付いてないようだ。

「では恵子の学校は、ピンという所ですか？　キリという所ですか？」

　恵子の方に軽く手を差し上げながらティセはそう尋たずねた。

「……まぁ、普通。かな？」

　イチゴジャムを塗ぬった焼きたての熱いトーストを口の中ではふはふさせながら恵子はそう答えた。

「何に対して普通ですか？」

「だから色々よ。色々……」

「色々……」

　恵子のその説明に納得したわけでもないだろうが、ティセはまた身体の両りよう脇わきで手をぱたぱたさせはじめる。

「色々、色々、色々……」

　そして広海の方へ向き直ると言う。

「大変、興味がありますね」

「だったら、なおさら案内してもらわないとね。今後のためにも。そういうわけでお願いね、広大。聞いてるの、広大!!」

　広海の何度目かの呼びかけで、ようやく広大は我に返った。




　広大と恵子が通う私立しょうぶ沼ぬま高校は地下鉄東京メトロ千代田線北きた綾あや瀬せ駅の側にある。先程、ティセが尋ねた地下鉄は綾あや瀬せ駅から北綾瀬駅までを走る車しや輌りようだ。生徒数は４００人に満たない、こじんまりとした学校である。

「あ～～、お腹空いた～～」

　校門の横断歩道前で恵子は思わず天を仰あおぎそう言った。

「なんだよ、さんざん人の家で朝飯たかったくせに」

「だって、この子のせいでちゃんと食べる時間なかったもの」

　そう言いながら恵子は、一いつ緒しよに信号が青に変わるのを待つティセを睨にらみ付つける。何とか走らずに済む時間帯に家を出ることは出来たが、あちこち覗のぞき回るティセを何とか引きずりここまで来るまで、少なからず難なん渋じゆうしたのは確かだ。結局、最後は小走りという事になってしまった。

　まだ予よ鈴れいには余よ裕ゆうがある。信号を渡わたればすぐに校門だ。何とか遅ち刻こくだけは免まぬがれる事が出来そうだ。恵子が思わず朝食への不満を洩もらしたのも、緊きん張ちようの糸が切れた為ためでもあろう。

「タダ飯、食べさせてもらえるだけ有り難いと思え」

　そう言う広大に恵子はアカンベをしてみせる。

「その分、広大だけじゃ足りない男手を、うちのお父さんが補ってやってるんじゃないの。それで等価交こう換かんよ」

　広大の家が事実上の母子家庭なら、恵子の家は父子家庭である。そんな奇き妙みような縁えんもあり、恵子の父は色々と広大の家の面めん倒どうを見てやっている。恵子が広大の家で食事を取る事が多くなったのも、最初は恵子の父が大空家の軒のき先さきや塀へいの修理をしてやったのが理由だ。

　何か御お礼れいと広海が言っても、恵子の父は隣りん家かとして当たり前の事をしただけと言って、どんな形のものでも受け取ろうとはしなかった。結局、その代わりに食事が不規則になりがちな恵子の面倒を見てやると広海が言い出したのである。

　両家のそんな関係は今でも続いている。

「……広大」

　そう声をかけられてようやく、広大はティセが自分の方をしげしげと見上げていることに気付いた。

「それはなんですか？」

　ティセが指さし尋ねるのは広大が掛かけている眼鏡の事のようだ。自宅に居る時はかけないのだが、学校や外出する時にはいつも掛けている。

「眼鏡だよ、眼鏡」

「眼鏡……」

　不思議そうにティセは小首を傾かしげる。実際の所、広大はそれほど目が悪いわけではない。裸ら眼がんでも生活には支障がない程だ。

「なぜ家の中では掛けませんか？」

　ティセがそう思うのも無理からぬ所だろう。

「あ～～、なんていうかな」

　広大はほとんどの度の入っていない眼鏡のフレームを持ち、それを上下に動かしてみせながら言った。

「外に出た時、こうやって視界に眼鏡の枠わくが見えてると、何か安心するんだよ」

「……？？？」

　広大の答えが理解できないようだ。ティセは小首を傾げたまま。そんなティセに横から恵子が囁ささやく。

「あのね、ティセ。実は広大って……」

「ほら、青だぞ！　早く渡れ!!」

　広大は恵子を遮さえぎるようにそう言った。確かに信号は青に変わっている。広大に続いて恵子も慌あわてて横断歩道を渡り始める。しかしティセは数歩、二人の後を追いかけた所で、突とつ然ぜん、足を停とめてしまう。そして何かを探すようにしばらく周囲を見回していたが、やがて横断歩道を渡りきった広大と恵子の方へ、手を少し上げて言った。

「申し訳有りませんが、急用を思い出しました」

「へ？」

　ティセの言葉に広大は怪け訝げんな顔をする。地球に来たばかりで、右も左も分からないティセだ。そんな急な用事などあるのだろうかと疑問に思ったのだ。しかしティセは広大にろくな説明もせず、一方的に言うだけだった。

「短い間でしたが、楽しかったです。さようなら」

「ちょ、え？」

　ティセが数歩、後ろに下がると同時に信号が再び赤になる。クルマが数台、通りすぎた後には、ティセの姿はもう消えていた。

「さようならって、言ったわよね。あの子……」

　広大の横で恵子がそうつぶやいた。







《ＰＨＡＳＥ―００：０４　エクスパンション～Expansion～》







　太陽から吹ふき出す太陽風が、恒こう星せい間の星間物質や銀河系の磁場と衝しよう突とつして生じるヘリオスフィア。太陽から約１５０天文単位、即すなわち地球の公転半径の１５０倍程度に生じるその境界面に、あの三本衝角ナイトが姿を現す。

「ティセさま……、のわけはないわね。でもおかしい。なにか反応を感じたようだけど……」

　太陽系と銀河系内空間の境目に相当する領域ではあるが、これといって目に見えて特とく徴ちよう的てきなものはない。この位置だと太陽も背景の星々に溶とけ込んでいてよく分からない。

　三本衝角ナイトはしばらくその周囲を探っていたが、何の変化も見られない為ため、先を急ぐことにした。

　先せん端たんの三本の衝角ドリルが回転を始め、周囲に光のラインが渦うずを巻き始める。

「今はまずティセさまと合流しなくては。イモータルヌーンからもまだ連れん絡らくは無いし。まったく、私としたことが……」

　そんな事をつぶやきながら彼女は三本の衝角ドリルが作る光の渦の中に消えていった。しかし彼女が感じた気配の主は、そこから少し離はなれた真空の中に潜ひそみ、そっと様子を伺うかがっていたのだ。

「なかなかに勘かんの良い人ナイトのようですが……。まぁ、去ってくれたのはお互たがいにとって良い結果と考えておきましょう」

　サイレントカレントは真空に生じた揺ゆらぎの中でつぶやいた。

「もう少し近寄ってくれば、見つかっていたでしょうし、そうなれば私としても対応せざるを得ない。しかしそれでは彼女の為に用意したパーティの準備が台無しだ」

　そして闖ちん入にゆう者の出現で中断した作業へと戻もどった。

「もっともこの辺りではさすがに殺風景すぎますね。やはりもう少し内側にしますか。それにしてもクイックストーン、うまく立ち回っていれば良いのですが……」




「……クイックストーンでしたか。思いの外、しつこい人ですね」

「まぁ、乗りかかった船いうもんやしな。それにあんたみたいなちびすけにコケにされてひっこんでいられるかい！」

　ティセに向かって威い勢せいよくそう言い放つのは、若い長身の金きん髪ぱつ女性。やや小麦色のかかった健康的な肌はだを、濃い緑色をした渋めのタンクトップで包んでいる。ボトムスは膝ひざまでのカットジーンズ。さらに挑ちよう発はつ的てきに盛り上がる豊かなバスト、それと対照的に引き締しまったウェスト、官能的なヒップと、五月の東京を歩くにはいささか、いやかなり目立つ格好である。

　これが現在のクイックストーンの人間形態、ホロン体ホロニツクボデイである。

「話は変わりますが……」

　彼女を相手にしても、ティセは話しかける時に、少し手を上げて身を乗り出すような仕草をするのは変わらない。

「その格好で寒くないですか？」

「うっさいボケぇ！」

　痛い所をつかれたようだ。ナイスバディの金髪女性となったクイックストーンは、むきになって言い返す。

「あんたがブラジルに降りた言うから、さっきまで向こうで探していたんや！」

「不思議な事を言いますね。私は、あなたにブラジルとやらに降りたとはひと言もいってませんよ」

　小首を傾かしげてそう言うティセに、クイックストーンはますますいきりたつ。

「あんたに聞いたとは言うてへんやろ！　うちのクライアント筋から聞いたんや！」

「なるほど……」

　その返答に、一応ティセは納得したようだ。そこでクイックストーンを見上げ、さらに尋たずねた。

「一つ、聞いておきたいのですが……」

「な、なんや？」

　表情も口調も変わらない。しかし何か雰ふん囲い気きの違ちがいを感じとったクイックストーンは、ティセの言葉にいささかたじろぐ。そんなクイックストーンに対しておもむろにティセは言った。

「なぜそんな愉ゆ快かいな口調で喋しやべりますか？」

　予想外にも程がある質問にクイックストーンは思わず脱だつ力りよくする。その仕草もティセの言う『愉快な口調』に合わせたかのようだ。

「勿もつ体たいぶって聞くんが、そんな事か！」

　クイックストーンのその言葉に、ティセは両手をぶんぶん振ふって抗こう議ぎする。

「そんな事ではありません。かなり重要です、重要」

「なんで重要なんや？」

「昨日から不思議に思ってました」

「で？」

「不思議です、不思議、不思議」

「………………あ～～」

　クイックストーンはこめかみに指を当てて考かんがえ込んでから改めて尋ねる。

「ひょっとして、あんたが不思議に思うたから、重要ちゅうわけかいな？」

　その問いにティセは少し小首を傾げてから答えた。

「はい」

　当たり前のようにそう言うティセを、クイックストーンは唖あ然ぜんとして見るだけ。

「なぜですか？」

　重ねてティセは尋ねる。

「漫まん才ざいというものによく似た喋り方かたのようです」

　ティセのその言葉にクイックストーンは少し拗すねたように視線を逸そらして答えた。

「漫才は関係あらへん。うちの最初のパートナーがこういう喋り方をしとったんや。それで真似しているうちに、なんか癖くせになってしもうてな」

　クイックストーンの言葉に、ティセはまた小首を傾げ少し考え込んでから聞いた。

「パートナーの口調というのは癖になりますか？」

「それはケースバイケースというか、うちの場合は特別いうか……」

「なるほど。特別な事例というわけですね。安心しました」

「そりゃ良かった……。じゃのうて！」

　クイックストーンはティセの方へと向き直り声を荒あらげる。

「ちったぁ、人の気を真面目に聞くはないんか！」

「ありません」

　きっぱりとそう答えるとティセは付け加える。

「それに往来ではあまり大声を上げない方がいいと思います」

　ティセにそう言われてようやくクイックストーンは、自分たちがどこにいるかを思い出した。

　しょうぶ沼ぬま高校から少し離はなれた、地下鉄北きた綾あや瀬せ駅前の商店街だ。商店街といってもそれほど大規模なものではない。鉄道の高こう架か下したと道路を挟はさんだ対面に商店が並んでいる程度だ。しかし通勤時間帯の駅前という事もあり、それなりに人通りはある。

　もっともクイックストーンも最初からここでティセを待ち構えていたわけではない。広こう大だい、恵けい子こと共にしょうぶ沼高校前にいたティセを発見。隠かくれて様子を見ていたのだが、ティセの方もクイックストーンに気づき、あれよあれよという前に近づいてきたのだ。

　下手に逃にげると気づかれると思ったクイックストーンだが、結局、逃げ場ばを失い往来のど真ん中で相対する羽目になってしまったのだ。

　そんな場所で明らかに日本人とは思えぬ風体の美人と少女が、なにやら一向にかみ合わない会話を続けていれば目立たぬはずもない。

　いつのまにかかなりの人だかりが出来ていた。辺りを通るのは通勤客がほとんどなので、ずっと立ち止まって見物してるような暇ひま人じんがいない事は、不幸中の幸いかもしれない。

　ようやく自分の置かれている状じよう況きように気付いたクイックストーンは、ティセに向かって小声で囁ささやく。

「あのな、河岸かえへん？　もうちょっと人気のない所やないと、込み入った話ができんやろ？」

「いやです」

　例によって無表情のままだが、きっぱりとティセは答える。

「だって人気のない所なんて寂さびしくて恐こわいじゃないですか」

「朝っぱらから何いうてんねん！　別に肝きも試だめしやろう言うわけやない!!」

　その時だ。クイックストーンは自分たちの周囲に出来ていた人ひと垣がきの一部が崩くずれるのを眼にした。それは駅の改札口の方。その方向には幹線道路の環かん状じよう七号線が走っており、そこを渡わたった少し先には警察署があるのだ。

「やば！」

　クイックストーンが身構えた瞬しゆん間かん、その予感が現実となった。制服を着た男女の警察官が小走りに駆かけ寄よって来るではないか。見かけない外国人が二人、駅の目の前で何やら口論をしている。しかもすぐ間近に警察署が有るとなれば、誰かが通報するだろうし、また駆けつけるのも早い。

「あなた達、一体……」

　婦人警察官がそう言いかけた時だ。クイックストーンは声を潜ひそめて言った。

「サテライト……！」

　それは二人の上空に待機していたようだ。小さく潜めたクイックストーンの声が聞えようはずも無いのに、空中に待機していたそれは、目にも留まらぬ速度で急降下してくる。

　その姿は熟練した鷹たか匠じように従う鷹のようだ。それはティセとクイックストーンばかりに注目している警察官や通行人の背後へと回る。

　そして次の瞬間、道路際に並べてあった自動販はん売ばい機の幾いくつかが、ボンという派手な音を立てて吹ふき飛とんだ。周囲にいた人々は音のした方へ振ふり返り、そしてまるで何かに貫つらぬかれたかのように壊こわれている自動販売機の姿に、驚おどろきとそしてやがて恐きよう怖ふの表情を浮うかべる。

　そこかしこで小さな悲鳴が上がり、二人の周囲にいた人々は我先にと逃げ出し始めた。

　ティセとクイックストーンの方へと駆け寄ろうとしていた警察官も、逃げ出す人々の避ひ難なん誘ゆう導どうを始める。そしてさらに念を押おすように、二人から離れた、環状七号線に近い方の通りに並んだ自動販売機も同じように吹き飛ぶ。

「おやおや、ようやく本気だしてくれはったかな？」

　眉まゆをひそめ自分の方を見上げるティセをからかうようにクイックストーンは言った。

「サテライトをあんな風に使うのは良くないと思います」

「ええやん。別に誰か怪け我がさせたいうわけやなし」

　自動販売機から巻き散らかされた缶かん入り飲料の甘あまい香かおりが辺りに漂ただよい始めている。

「私たちは必要以上にパートナー種族トライブの社会に介かい入にゆうするべきではありません」

　そんなティセにクイックストーンはにやりと笑い言う。

「それは、貴族パトリシヤンとして、うちら市民プレビシヤンに警告しとるんか？」

「秘密です」

　ティセはそう答えるが、即そく座ざに否定するわけでもなかった。

「まぁ、ええわ。お互たがい言いたい事があるようやし、じっくり話し合おうやないの」

　そう言うとクイックストーンはくるりと振り返り、顔だけ肩かたごしにティセの方へと向けると言った。

「うちにこれ以上の真似させとうなかったらついてきな。近くにちょうどええ場所があるんや」




「気になるの？」

「まぁ……」

　恵子の言葉に広大は曖あい昧まいに答える。二人はすでに教室に入り授業の始まりを待っているところだ。すでにＨＲホームルームも終わったのだが、なぜか一時間目現国担当の教師がまだ来ない。

「だったら、携けい帯たいに連れん絡らくいれてみれば。広ひろ海みさんの予備、持たせて有るんでしょ？」

　広大の座る机にもたれかかるようにして恵子は言った。

「別に大した事じゃないとは思うんだ」

　自分に言い聞かせるように広大は言う。

「ほら、あいつ何か日本語がおかしい所が有るじゃないか。だからあんまりよく分からないで、さようならって言ったのかもしれないし」

「ん～～」

　恵子は広大の机の横にしゃがみ込み、頬ほお杖づえを付きながら何事か考かんがえ込む。

「なんだよ」

　広大がそう尋たずねても即座には答えない。しばらくそのまま黙もつ考こうを続けた後、ようやく口を開いた。

「なんかさ、あの子。お城を抜ぬけ出してきたお姫ひめ様さまって感じよね」

「はぁ？」

　突とつ拍ぴよう子しも無い恵子の表現に広大は空いた口がふさがらない。

「そこまで驚くことないじゃないの！」

　恵子は広大のその反応が意外だったようで、少しムッとしたようにそう前置してから、改めて言い直す。

「だってほら。世間知らず、どことなく優ゆう雅がで穏おだやか。喋しやべり方かたは丁てい寧ねい。なんとなくいいところのお嬢じようさまって感じじゃない。それでいきなり転ころがり込んで来たとくれば、これはもうあの子の正体はお城を抜け出してきたｂｉｏビオクラフトのお姫様しかないでしょ」

「お前、論理がＫ点越ごえで飛ひ躍やくしすぎ。大体、ｂｉｏクラフトにお姫様とかいるのかよ？」

　呆あきれた顔の広大だが、恵子は自分の説に妙みような自信があるようだ。

「市民と貴族がいるんならお姫様や王子様がいてもおかしくないわよ。きっとお城には他にも、意地悪なお姉様とか我わが儘ままな妹とか、ロマンスグレイの老執しつ事じとか、黒くろ髪かみおかっぱのメイドさんとか、クールな女騎き士しとかいるのよ。そうじゃないとおかしいわよ」

「いや、おかしい。色々とおかしいぞ！」

　広大が一方的にそう断言したその時だ。

「いやぁ、参った参った」

「あぁ、本当なら大変な事になるな」

　教室の後ろの入り口から聞き慣れた声が飛とび込んで来た。入ってきた二人の姿を見て、広大は椅い子すから腰こしを浮うかせる。

「よぉ、兵衛に後崎。今日はどうした、二人して遅ち刻こくなんて珍めずらしいな」

「私もいるっすヨ！　これだから既き婚こん者は!!」

「既婚者じゃない！」

　二人に続いて教室に飛び込んで来た女の子の言葉に広大と恵子は声を合わせて反論した。

「いや、駅前でちょっとな」

　そういうのは後うしろ崎ざき孝たか郎お。裾すそをだらしなく出した派手なカラーシャツ、金色に染めた髪かみとピアスとくれば、その二枚面半のルックスも手伝って、誰もがナンパな不良少年という第一印象を持つ。しかし孝郎はこの外見でなかなかの優等生なのである。入試の時もトップに近い成績。面めん倒どう見もよく人望も厚い。広大のクラスの委員長でもある。そんな彼が、わざわざ不良じみた格好をしているのは、人を外見で判断する相手をギャフンと言わせる為ためらしい。実際、この学校でも、入学当初に孝郎に目をつけた生活指導の教師が、彼のあまりの優等生振ぶりにギャフンと言わされている。

「うむ。ちょっとトラブルがあってな」

　孝郎の横で答えるのは、がっちりとした体格で長身の男子生徒。先せん場ば兵ひょう衛えだ。

　服装自由のこの学校でも何故かきっちりと学生服を着き込み、そして今では珍しくなったズック地の学生鞄かばんを肩から下げている。いかつい顔つきと妙に古風な喋り方も有り、まるで前世紀の学生がタイムスリップしてきたかのような印象を受ける。

　北千住の老舗しにせ煎せん餅べい屋の息子という生い立ちも、兵衛のキャラクターに少なからず影えい響きようしているのかもしれない。恵子とは広大が知り合う前からの幼なじみである。広大も恵子を通して兵衛を知ったのだ。

「爆ばく発はつっすヨ、旦だん那なさん！　こう自動販はん売ばい機がどか～～んと！　もう朝から奥おくさんうっとりって感じっす!!」

「はぁ？」

　遅刻して来た三人の所へ歩み寄る広大は、下しも条じよう藍あお瑠るの言葉に首を傾かしげる。

「おいおい、何で自動販売機が爆発するんだよ。最近の自動販売機には自じ爆ばく装置でもついてるのか？」

「んなわけないっすヨ、旦那！」

　見かけはすらりとしてスレンダーな印象。鼻筋も通り細面で、やや吊つり目気味だが、細い眉まゆのおかげも有り、逆に全体的な調和をみせている。すれ違ちがう人を、男女問わずハッとさせる容姿なのは間違いないが、口を開けば出てくるのは下ネタ混じりの男言葉。ハッと息を飲んだ相手は、次の瞬しゆん間かん、ぎょっと目を剥むくという寸法だ。

　それがこの下条藍瑠なのである。

　ちなみに今年の入学式直後に二、三年生男子有志で行われたという、新入生女子第一印象アンケートでは、恵子と藍瑠が堂々の１、２フィニッシュを決めたとされている。どちらが一位で、どちらが二位かは公表されてない。

　健康的でグラマラスな恵子。クールでスレンダーな藍瑠。そのイメージで争った上位二人だが、双そう方ほう共、下ネタ上等、男子顔負けの大おお雑ざつ把ぱな性格と分かり、そのアンケートの結果は一週間と経たずに闇やみへと葬ほうむり去さられたのである。孝朗にはめられた生活指導の教師とは別に、上級生たちも今年の新入生は見かけでは判断できない事を思い知らされたのだ。

　今では恵子と藍瑠は『黙だまっていれば美人』コンビとして上級生の間でも有名だ。そんな良く似た性格の二人だけに、すっかり意気投合している友人同士だ。

「そういえばさっきパトカーのサイレンの音が聞こえたよな」

「あ～～、なんか窓ガラスがビリビリ震ふるえてたし」

　背後でクラスメートがそんな話をしているのが広大の耳に入る。どうやらティセの事に頭が行っており気づかなかったようだ。

「それっすヨ、それ！　どか～～んす、どか～～ん！」

「ちゃんと説明しろ！　それでなくても今日は朝からわけのわかんない会話ばっかりで疲つかれているんだ！」

「朝から疲れてるって、奥さ～～ん」

　藍瑠は恵子の横に駆かけ寄よると、肘ひじでその脇わき腹ばらを突つきながら、耳打ちする仕草をしながら、わざと周囲に聞こえるように大きな声で言う。

「もう、隅すみに置けないっすね。昨夜はお楽しみでしたかい？」

「そうよ、もう彼ったら離はなしてくれなくって……」

　恵子は芝しば居いがかった仕草で恥はじらってみせる。

「もう、最後には彼、放ってあたしが先に寝ねちゃったの。だってＰＳ２離してくれないんだもの」

　恵子がそう言うなり、藍瑠は頭の上で手をぐるぐる回して教室全体に聞こえるような声を張り上げる。

「はい、ここ笑うところっす～～!!」

　教室のそこかしこから、藍瑠の指示に合わせて白けた笑いが聞こえてきた。

「って、こんなギャグかましてる場合じゃないっすヨ。広大さん！」

「自分でやってんだろう！」

　今しがたの白け気味のギャグよりも受けたようだ。広大の突っ込みに教室のあちこちから笑い声が上がった。

「あ～～、もういい。俺が説明するわ。お前に説明させると、昼休みになっちまう」

　呆あきれた顔で孝郎が藍瑠を止めて口を開く。

「駅前の商店街で自動販売機が爆発したんだと。俺と兵衛はもう校内に入っていて、先生たちと話をしていて詳くわしい事は分からんのだけど、こいつが言うには……」

「そうっす！　忘れていたっすヨ!!」

　孝朗に視線で促うながされて、藍瑠はポンと手を打って思い出したように言った。いや、思い出したようにではなく、まさに今のこの瞬間まで忘れていたようである。

「外人がいたんすヨ、外国人の女の子。二人ともパツキンだったんすけど、一人はこう恵子ちゃんもびっくり～～んな感じのボンキュボンで、もう一人は世のオタ共が萌もええ～～とか言いそうなカワイコ子ちゃんすヨ」

　とっ散らかった表現ばかりで、なかなか進まない藍瑠の話に見かねたのだろう、横から兵衛が口を挟はさむ。

「まぁ外見はどうでもいいが、その外国人が言い争っていた直後に爆発が起きたとかでな。テロという噂うわさも……」

「ちょっと待て！」

　広大は藍瑠の方へ詰つめ寄る。その剣けん幕まくに思わずたじろぐ藍瑠だが、それでも下ネタは忘れない。

「い、いけませんすヨ。広大さん！　私ら、身体の準備は出来ても、まだ心の準備はまだなんすから!!」

「んな事は言ってねぇ！」

　いつもなら少し赤くなって言い返す広大だが、今日は藍瑠の下ネタに乗ってくるだけの心の準備は無さそうだ。

「その金きん髪ぱつの女の子って言うのは、白いワンピースにストールみたいのをつけている、背の小さな子か？　それで妙みように日本語は堪たん能のうだけど、意思の疎そ通つうは困難な……」

「やけに詳しい設定すね。なんすか、そのギャルゲーキャラで言うと人気投票の真ん中辺りをうろうろしているようなキャラ設定？」

　ちなみに藍瑠は恵子のギャルゲーの師し匠しようである。

「いいから！」

「ひょっとしてお前の親しん戚せきか、高たか科しな？」

　広大の様子を訝いぶかしく思った兵衛が恵子の方へ聞いてくる。

「いえ、あたしじゃなくて。広大のお母さんの関係者で……」

　尋たずねられた恵子は困ったような顔でそう答えた。

「あっ、忘れてたわ」

　そう言うと孝郎は教室の前に向かいながら声を上げる。

「え～～と、いま聞いていたような状じよう況きようなんで。今日の授業は中止されるかも知れないという事です。おって連れん絡らくあるまでそんなわけでしばらく教室で待機。担任からの伝言です」

　そして孝郎は黒板にチョークで『待機』と書く。

「ちらっと見ただけだったすけど、確かにちんまいロリロリっとした子だったのは確かでしたっすヨ」

「ティセかしら？」

　恵子が尋ねるが、広大はそれには答えず携けい帯たいを取り出す。校内で電源を入れる事は禁止されているが、構わずスイッチを入れる。もっともこの非常時だ。教室内では家に今の状況を伝える為ため、携帯を取り出す生徒たちがいた。

　しかし広大がかけるのは自宅へではない。『母、予備１』と名前で登録されている番号。ティセが持っているはずの携帯の番号だ。

　その時だ。窓際の席から声が上がる。

「おい、なんだ。あれ」

「爆ばく発はつ？」

　広大はその声に慌あわてて振ふり返る。しょうぶ沼ぬま高校はこぢんまりとした学校だ。校庭もそう呼ぶのがためらわれる程度のものがあるだけ。その猫ねこの額ほどの校庭と学校の周囲を巡めぐる壁かべの向こうには、建築途と中ちゆうのマンションがある。完成すれば12階建て駐ちゆう車しや場じよう完備の大型マンションになるはずだった。

　もっとも建築途中ではあるが、永遠に完成する見込みはない。設計上の偽ぎ装そうが明らかになり、建築が中止されたのだ。今は解体を待つのみだが、法的な手続きの遅おくれもあり、まだ作業には入っていない。

　そのはずだ。
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　しかし今、シートで覆おおわれたマンションの一角が崩くずれたのだ。

　嫌いやな予感が背筋を走る。側にいた兵衛と藍瑠は窓の方へ走るが、広大はその場に立ったまま携帯の番号を入れた。

　スピーカーから呼出音が響ひびく。だが一向にティセが出る気配はなく、そのまま伝言サービスへと繋つながってしまう。

「嫌な予感がするな」

　広大は携帯を切りそうつぶやいた。同級生たちは窓から崩れたマンションを見上げている所だ。その中で恵子だけが広大のすぐ横にいて成り行きを見守っていた。

「でも、まさか……。一応、広海さんに連絡を……」

　さすがの恵子も動どう揺ようを隠かくせないようだ。

「行ってみる！」

　広大はやにわに恵子に向かってそう言い放つと教室を出ようとする。

「ちょっと待って、あたしも行く!!」

　孝郎や兵衛、藍瑠たちクラスメート一同は、崩れたマンションに気を取られて教室を出て行く広大と恵子には気づかなかったようだ。しかし教室から廊ろう下かへと飛び出した二人は、すぐ前で担任教師の佐さ藤とうと鉢はち合あわせしそうになった。

「おい、大おお空ぞら！　どこへ行く、まだ休校の話はしてないぞ！」

「休校だったら今すぐ帰ります！　様子が気になるんで!!」

「あたしも！」

　冴さえない風体の中年男性教師の佐藤は、広大と恵子が自宅が気になり帰ろうとしていると勘かん違ちがいしたようだ。

「気をつけろよ!!　家に戻もどったら一いつ旦たん、学校へ連絡を入れなさい！」

「は～～い！」

　調子よくそう返答したのは恵子だけだった。




「広大と恵子に迷めい惑わくをかけるわけにもいきませんし……」

　周囲にはぐるりとシートがかけられており、日の光は上方からしか差し込んで来ない。辺りは鉄骨とコンクリートの柱だけ。足の下にはまだ土が覗いている。

　その中でティセは言った。

「あなたには警告するだけで、私はこの町を去ろうと思っていました」

「ドンピシャやな」

　そう言うクイックストーンのすぐ横には、奇き妙みような物体が浮ういていた。

「その言い方から察するに、まだ契けい約やくしとらへんのやろう？　サテライトも使えんのに、うちとやり合おう言うんかい？」

　そしてクイックストーンはちらりと自分の横に浮うかぶそれへと視線を送る。二本の衝角ドリルを先せん端たんに持った宇宙船の模型のように見える。クイックストーンのｂｉｏクラフト形態、その１／２００ほどのミニチュアと言った方が適切かもしれない。

　これがクイックストーンの言う『サテライト』。正確にはその『軌道オービツトモード』。

　人間形態であるホロン体ホロニツクボデイモードの行動になると、ｂｉｏクラフトは能力的に大おお幅はばな制限を受ける。その補助を行うためのシステムだ。もっとも出来る事は限られている。ホロン体から離はなれての偵てい察さつ、ドリルを使った体当たりによる攻こう撃げきなど。ホロン体とは密接にリンクしており、その意思のまま動かすことが可能だ。

　しかしパートナーと契約を済ませていないと、サテライトを起動する事は出来ない。いや、それ以前に、契約がないと戦せん闘とう行動そのものがとれない。

　それがｂｉｏクラフトに共通した『基本仕様』なのである。

　ティセとて例外ではない。

　しかしティセは、あからさまに挑ちよう発はつしてくるクイックストーンにも、さして動じている様子もない。もっとも相変わらず表情に変化がないので、クイックストーンもそう推察しているだけなのだが。

「でも少しやり過ぎましたね。私たちにはルールというものがあるという事を、もう少し考えていただかないと困ります」

「なんやの、その余よ裕ゆう！」

　吐はき捨すてるようにクイックストーンは言う。

「そやけど逆に興味も出てきたわ。あんたの正体、この目で確かめさせてもらうわ！　サテライト!!」

　クイックストーンがそう叫さけぶと、傍かたわらに浮いていたサテライトは目にも止まらぬ速度で、狭せまい建設途と中ちゆうのマンションの中を飛ぶ。地球上の動物はもちろん、今まで人間が作ったいかなる機械でも、こんな狭い空間を目にも止まらぬ高速で、複雑な曲線を描えがきながら飛ぶことなど出来ないだろう。

「アペンディックス『朝露モーニングデユー』」

　何かに囁ささやきかけるようにティセはそう言い、両手をすっと下に降ろす。次の瞬しゆん間かん、ティセの赤みのかかった金色の髪かみが揺ゆれる。その髪をまとめていた銀に青いラインの入った金属光こう沢たくのリボンが勝手にほどけ、そして水銀が流れるようにティセの腕うでへと降りていくではないか。やがてリボンはティセの手首の所で何重もの輪を描きくるくると回転を始める。

「ほぉ、ペット持ちとは、やっぱいいご身分みたいやね！」

　クイックストーンのその言葉に、ティセは少し眉まゆを顰しかめた。わずかな表情の変化に過ぎないが、これが彼女に許された怒いかりの表現の限度でもある。

「『朝露』は私のお友達です。ペットなどと言わないで下さい」

「アペンディックスがお友達とは。あんた、友達少ないんやな」

　そう言ってクイックストーンは笑う。

「友達とは数を競うものではありません」

　余りにストレートな正論を返すティセに、クイックストーンはむしろかちんと来たようだ。

「ほぉ、ほならその友達に守ってもらうとええわ！　サテライト!!」

　クイックストーンの声と共に、薄うすぐらい建築中のマンションの中を飛び回っていたサテライトが、ティセに向かって突とつ進しんしていく。

「お願いします『朝露』」

　次の瞬間、ティセの両手首の周囲を輪を描いて回転していた『朝露』が、迸ほとばしる二本の水の細流のようになって空中へと走る。噴ふん水すいか間欠泉から放たれた水の流れを思わせるが、それははっきりと突進してくるクイックストーンのサテライトを把は握あくしているようだ。

　小さいながらもドリルを突つき立たてて飛とび込んで来るサテライトを止めようと、四方八方からその進行方向を塞ふさぐ。その度にクイックストーンのサテライトは上下左右へと回かい避ひ行動を取るが、それにも限界があった。

「チッ！」

　クイックストーンの意識はサテライトと完全に連動している。だからサテライトが避さけ損ねた『朝露』に捕つかまったのを感知していた。

「ただのリボン状金属生命体かと思うとったら、なかなかパワーが有るやないの」

　クイックストーンはそう吐き捨てる。二人の間、上空約３メートルほど。無事に完成していれば、二階に相当したであろう辺りで、彼女のサテライトは『朝露』にからめ取られていた。

「そやったら、これはどないや！」

　そのクイックストーンの声と共に、サテライトは強引に『朝露』の縛いましめを振ふり切きり、そして一いつ瞬しゆん、どこかへと姿を消す。直後、ティセの頭上で二度、三度、耳障りな音が響ひびいた。しかしティセが上を仰あおぎ見みることもなく、『朝露』の方がその原因に気づいたようだ。

　再び空中に銀の糸が走ると、ティセの頭上に落下してくる拳こぶし大だいのコンクリート片を弾はじき飛ばす。

「それは前座や！　その程度で安心しとったら……！」

　そして今度は壁かべ一面が、ティセの方へ崩くずれ落おちて来た。鉄筋とコンクリートの壁、柱ごとである。

「あんたがほんまもんの貴族パトリシヤンなら、その力、うちに見せてみい!!」

　クイックストーンがそう言い放ってもティセはその場から動こうともしない。代わりに『朝露』がティセを守るように、全身に幾いく重えもの輪を描えがき始はじめる。

　そこへのし掛かかっていくように、コンクリートの壁と柱、そして鉄筋が崩れ落ちる。

「な……!?」

　しかし次の瞬間、起きたことにクイックストーンの方が我が目を疑ってしまった。崩れ落ちたはずの壁は、ちょうどティセの立つ空間の分だけ、ぽっかりと孔あなが穿うがたれている。コンクリートも鉄骨も、まるで温めたナイフで切り取ったバターのようだ。

　ティセの周りで輪を描いて回る銀色のリボン。『朝露』がやったのは確かだ。どうやらあの銀色のリボンは、ティセの指示通りに動き、何かを絡からめとるだけではなく、切断する力もあるらしい。

「あなたの言うクライアントいう方がどなたかは知りません」

　瓦が礫れきと巻き上がる埃ほこりの向こうからティセは言う。

「しかし広大と恵子の件を伝えずにいてくれたなら、私はこれ以上、あなたを追うことはしません」

「まぁ、確かにクライアントのおっちゃんにはこの話はまだしてへんけどな」

　そう前置きしてからクイックストーンは言う。

「そやけど、これはうちの問題や。どうしてもあんたの正体を知りたくなったんや！」

「不思議ですね」

　最初に土埃の向こうから浮うかび上がるのは周囲を回る銀色の輪。

「なぜあなたは、そんなに貴族パトリシヤンに拘こだわりますか？」

「ふん」

　ティセの問を鼻で笑い、クイックストーンは答える。

「うちらみたいな、二本衝角ルーク風情やと、実際に貴族パトリシヤンを見た事なんてあらへんからな。知りたいとは思わへんか？　どんな連中なのか、どれくらい強いのか。いや、それ以前に、そもそも貴族パトリシヤンはほんまにおるんかとかな!?」

「なるほど……」

　ようやく埃もおさまり、ティセの姿も完全に見えるようになってきた。ティセは崩れ落ちてきた瓦礫の真ん中で、ぱたぱたと両手を振りながら言った。

「何でも自分の目で確認したいというのは、大変良い心がけだと思います」

「あんたなぁ……」

　そんなティセにげんなりとした様子でクイックストーンは言った。

「せっかくいい感じで盛り上がっとったんに、またひっくり返すんかい？」

　しかしクイックストーンにそう言われても、ティセは小首を傾かしげるだけ。

　その時だ。建設途と中ちゆうのマンションの外から声が聞こえる。

「ティセ、そこにいるのか？」

「広大？」

　ティセが振り返ると、機材搬はん入にゆう口ぐちに下げられたシートを開け、広大と恵子が入ってくるところだった。

「地球人が来たとなると、これはまた仕切り直しかいな……」

　クイックストーンが嘆たん息そくと共にそうぼやいた瞬しゆん間かん、それは起きた。

「広大、恵子。危ないですよ」

　ティセがそう言っても口調に切せつ迫ぱく感がないものだから、二人はとっさに何が起きているのか分からなかった。先程、クイックストーンがサテライトで、ティセの頭上に壁一面を崩した時、他の所にも影えい響きようが出ていたようだ。脆もろくなっていた壁の一部が、広大と恵子の頭上へ落ちてきたのである。

　瞬間、何か嫌いやな予感に広大は上方を仰ぎ見る。しかし視界を遮さえぎる大きな影かげが何なのか、とっさに理解する余よ裕ゆうはなかった。

「『朝露』」

　ティセの周囲を輪になって巡めぐっていた銀色のリボンが再び宙を奔はしる。広大と恵子は頭上で何がぶつかり軋きしみ合う音を聞いた。

　何かが落ちてきそうだと察したのは、全てが終わってからだった。広大は気がつくと、傍かたわらにいた恵子に覆おおいかぶさるようにかばっていた。

「広大、恵子」

　呼びかけられて顔をあげた広大に、手招きしながらティセが声をかける。

「そっとこちらへ来てください。そっとです。『朝露』でもそんなに長い時間は支え切れません」

　改めて顔を上げ、頭上を見上げた広大は、背筋に冷たいものを感じた。頭上２～３メートルの所に、一ひと抱かかえも有りそうなコンクリートと鉄骨の塊かたまりがぶら下がっているのだ。それを支えているのは、すぐにも切れそうな細い銀色のリボン。それが縦横に走り、粗あらいネットになっているのだ。広大はそのリボンに何か見覚えがあるように感じたが、今はそれを詮せん索さくしている余裕はない。

　頭を押おさえている恵子を抱かかえて、屈かがみながらティセの側へと小走りに駆かけ寄よる。

「あは、ここで二人とも死んでいたら『亡くなった広大くんは、恵子さんをかばった姿で発見されました』とかワイドショーで言われて、結構、感動的だったよね」

　一いつ瞬しゆんの緊きん張ちようが解け、少し余裕が出てきたのか、恵子はそんな事を言う。

「縁えん起ぎでもない事、言うなよ」

　憮ぶ然ぜんとして広大はそう答えた。

「もういいですよ『朝露』」

　広大と恵子が自分の間近に寄ってきたのを確認して、ティセはそう言う。すると瓦が礫れきを空中でささえていた銀色のリボンがネット状になった構造を解き、ティセの方に戻もどってくる。

「なんなのよ、そのスタンド!?　ハーミットパープル？　ストーンフリー？」

　ティセの手首の所で、輪を描えがき回る『朝露』を見て恵子は驚おどろきの声を上げた。

「スタンドというものが、何のことか知りませんが、この子は『朝露モーニングデユー』です」

「……はい？」

「『朝露』」

　いつものようにティセは顔に表情を出さないが、それだけ言えば分かるだろうと言わんばかりに思っているのは確かだ。

　なるほど、これは髪かみをまとめていたあのリボンか。

　ティセの顔を見た広大は、赤みのかかった金色の髪をまとめているリボンがなくなっている事に気付いた。どうやら朝方、寝ねぼけてティセを抱だき締しめていた広大を、強引に引き離はなしたのも、この『朝露』というリボンらしい。

　しかし広大はそれよりも、リボンを取り髪を下ろしたティセを目にして奇き妙みような感覚を受けていた。

　既き視し感かん。それもつい最近、遇あったばかりのような感覚。それにしては思い出すことが出来ない。金きん髪ぱつの少女ならば、そう簡単に忘れるはずもない。だが広大にはその既視感の原因を思い当たらなかった。

「アペンディックス言うんや。まぁ、まだサテライトほど地球人には馴な染じみないかも知れへんな」

　突とつ然ぜん、響ひびいた女の声に広大と恵子は驚き、そしてさらに中へと視線を送る。そこにいたのは海外の成年向け雑誌のグラビアを飾かざるモデルを思わせるプロポーションの持ち主。クイックストーンだ。

「人間型ヒユーマノイドやない、比ひ較かく的てき程度の低い知性体を手て懐なずけて飼っておるんや。まぁ、うちらｂｉｏクラフトのペットみたいなもんやな」

「ペットではありません。『朝露』はお友達です」

　そう言って振ふり返ったティセは、言葉が終わった後も、じっとクイックストーンを睨にらみ付つけている。明らかに非難がましい雰ふん囲い気きを感じて取れる。

　それに気付いたクイックストーンはようやく否定する。

「ちゃうちゃう！　今のは事故や、事故！　うちかてそこの二人を巻まき込もうなんて思うてへんわ。その証しよう拠こに、見てみい」

　クイックストーンがそう言うと、彼女の傍らにサテライトがすっと音もなく降りてくる。その先せん端たんに付いたドリルは、鉄骨ごとコンクリート片を貫つらぬいたままになっている。

「見てみい、うちも助けてやろうとしたんやで」

「分かりました。それは了りよう承しようしておきます」

　ティセがそう答えた時だ。広大が声を上げた。

「駅前で言い争っていた外国人二人って、お前たちのことか？」

　広大のその言葉にティセとクイックストーンは首を傾かしげる。

「ちゃうんやないの？　うちらもさっきまで駅前におったけど、それらしい奴やつらは見いへんかったし」

「じゃあお前たちじゃないか！」

　そう言う広大に、ティセは背せ伸のびするようにして話しかける。

「違ちがいます、広大。私たちは外国人ではなくてｂｉｏクラフトです」

「そのなりで区別がつくか！」

　もっとも二人とも日本語で会話しているのだから、藍留たち目もく撃げき者はその内容をきちんと聞いていなかったのかも知れない。

「それよりティセ、さっきから携けい帯たいで連れん絡らくしていたんだけど……」

「携帯……」

　広大に言われてティセはポケットから携帯を取り出す。別に故障している様子は無い。

「なんで出ない!?」

　そう広大に言われても、ティセは小首を傾げるだけ。広大は慌あわてて自分の携帯を引っ張り出し、ティセの番号をリダイヤルする。どうやらマナーモードに設定されてあるようで、ティセの携帯は振しん動どうを始めた。

「ぷるぷるしてます。ぷるぷるです、ぷるぷる」

　携帯を持ったのとは反対側の手をぱたぱたさせながらティセは言う。なにやら楽しそうな様子だ。

「さっきもぷるぷるしてました」

「呼び出しているんだよ！」

「誰をですか？」

「ティセを！」

「なぜ？」

　小首を傾げるだけだが、それでも心底、不思議そうに思ってるのが感じ取れる。

「いや、だから……。もういい……」

　どうやら広海はマナーモードの使い方を教えていなかったらしい。

「はははは、兄ちゃんも苦労性やなぁ」

　背後で二人のやり取りを見ていたクイックストーンが声を上げて笑う。

「おい、あんた！」

　これ以上、ティセと話をしていても埒らちが明かないと悟さとったのか、広大はクイックストーンの方へ水を向ける。

「クイックストーンや」

　アニメや吹ふき替かえ洋画では間々あるが、実際に『関西弁を喋しやべるグラマラスな金髪美女』を目にすると、やはり何か妙みようなちぐはぐさを覚える。

「なにをやったのか知らないけど、あんまり騒さわぎを起すな！」

「へぇ……」

　にんまりと笑いクイックストーンが言う。

「それは、そのちびすけのｂｉｏパートナーとしての発言なん？」

「な？」

　特別に色気のある話でもないのに、なぜか広大は頬ほおが赤くなるのを感じていた。それに目ざとく反応したのか、恵子は背後から広大の向むこう脛ずねを軽く蹴けり飛とばす。

　思わず足を抑おさえる広大に、またクイックストーンは声を上げて笑う。

「ははは。まぁええわ。パートナー候補がおるんなら、さっさと契けい約やくしたらどないや。うちも貴族パトリシヤンの本当の力、いうんを見たいんや」

「それは……」

　ティセが言い終わる前に、周囲を指し示すように手を広げ、クイックストーンは続ける。

「人身被ひ害がいは与あたえてへんけど、うちはこれだけ大暴れしたんやで？　それでなくても掟おきて破りの単独起動犯や。放っておいても、ええんかい？　貴族パトリシヤンのお嬢じようちゃん」

　ティセは何も答えない。わずかに眉まゆを顰しかめているだけだが、それが最大限の不快感の表現である事は、広大と恵子にもよく分かっていた。そしてそれはクイックストーンも同じだ。

「場所はうちのクライアントが用意してくれとる。あぁ、それとな。クライアントのおっちゃんが言うとったわ。あんたがどうしても来ない時はこう言えと。うちも正直、意味は分からへんのやけどな……」

　そう前置してからクイックストーンはおもむろに言う。

「『夕暮ダスク』の居場所を教えると」

　思わず広大は後退ったほどだ。ティセの様子に何か目に見えた変化があったようには見えない。しかし明らかにその雰ふん囲い気きが変わった。それは広大が後退りするほどに強きよう烈れつで、そして圧あつ倒とう的てきなものですらあった。クイックストーンもそれは感じ取ったようだ。自分の仕し掛かけが功を奏した事ににやりと笑いながら言う。

「ほう、ようやっと本気になったみたいやな。だけど『夕暮ダスク』の情報を知っとるのはうちやのうて、クライアントのおっちゃんや。それでも来るか？」

「いいでしょう」

　ティセは答える。

「場所は？」
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「よっしゃ」

　クイックストーンのその答えと共に、彼女のサテライトが姿を消す。ドリルに貫つらぬかれたままになっていたコンクリート辺が地面に落ちると同時に、ティセとクイックストーンの間に何かの立体映像が浮うかび上がった。

　中心に明るく輝かがやく点。その周囲を歪ゆがんだ半はん透とう明めいの球体が覆おおい、そして小さな光点がいくつもその中にちりばめられている。

　恒こう星せい系、それもおそらくは太陽系の模式図だろう。

「ここや」

　クイックストーンがそう言うと、その外周近くにパッと光点が瞬またたく。

「分かりました」

　余りにもあっさりとティセがそう答えるものだから、広大も反射的に突つっこんでしまう。

「分かったのかよ！」

「分かりました、分かりました。大だい丈じよう夫ぶです」

　広大に向かってティセは両手をぶんぶんさせながら反論する。クイックストーンも呆あきれた顔で広大に向かって言った。

「あのなぁ、兄ちゃん。ｂｉｏクラフト同士の会話やで。音声以外の情報もやり取りしとるに決まっとるやろ？」

　言われてみればその通りだ。人間のやり取りとは根本的に違ちがうのだ。

「ほな待っとるわ」

　クイックストーンはそう言うと左の手を、甲こうを見せるように上げる。その小指だけが突き立てられていたが、空中に浮かび上がった映像はそこに収納されるように消えてしまった。

「言うとくけど、そっちの兄ちゃんでも、姉ちゃんでもかまへん。ちゃんと契約するんや。戦せん闘とうモードで来ない言うたら、ただじゃおかんで」

　そして次の瞬しゆん間かん、クイックストーンの立てた小指の爪つめが明るく輝く。その光の中に二等辺三角形を二本並べたようなマークが浮かび上がった。

「それとちびすけ、あんたの名前を聞いておこうか？」

　そう尋たずねるクイックストーンにティセは即そく答とうする。

「秘密です」

　ティセのその答えに広大と恵子は意外そうな顔をする。

「ティセじゃないのか？」

「アホかい！　兄ちゃん、この子のパートナー候補いうのに、なんも知らへんのやな」

　クイックストーンはまた呆れた様子で声を上げる。

「ｂｉｏクラフトにはそれぞれちゃんと意味のある言葉が名前に付いとるんや。うちやったら『素早い石クイツクストーン』。それとは別にニックネームがあるんやけど、そのちびすけのティセ言うんは、そっちやろう。うちが聞いとるのは本当の名前！」

「秘密です」

　相変らずのティセに、クイックストーンは嘆たん息そくする。

「まぁええわ。あとできっちり聞き出したるわ。ほな、さっさと来るんやで」

　そう言うとクイックストーンは左手の小指を上げたまま叫さけぶ。

「量子ブラインド展開」

　量子ブラインドというのは広大も知っている。ｂｉｏクラフトが使うバリヤーというか、結界のようなもので、その内側にあるものは人間の技術力で探知する事が出来ない。もっとも同じ能力を持つｂｉｏクラフト同士では余り意味がない。あくまで地球人の干かん渉しようを避さけるための能力だ。

「エクスパンション『クイックストーン』！」

　クイックストーンがそう言った瞬間、小指の爪の中にあった三角形を二つ並べたようなマークが空中へと飛び出す。それはクイックストーンを包つつみ込み、上じよう昇しようして来ながら何かの形へと変へん貌ぼうしていく。

　それは二本のドリルを持ったｂｉｏクラフト。これがクイックストーンのｂｉｏクラフト形態だ。最初は幻げん影えいのように半透明だったが、実体化するにつれて徐じよ々じよに姿もはっきりとしていく。ｂｉｏクラフトクイックストーンは、頭上のコンクリートや鉄骨を文字通りに粉々にして上昇を続けていく。

　それを見上げ広大はつぶやく。

「あれがｂｉｏクラフト……」

「実体化するのを直接見るのは初めてだわ」

　建築途と中ちゆうで放ほう棄きされたコンクリートや鉄骨は、クイックストーンのドリルに触ふれるや否や、瞬しゆん時じに砂粒つぶくらいの大きさまで粉ふん砕さいされていた。おかげで広大と恵子は、頭上から降ってくる瓦が礫れきに気を使う事はなかったのである。

「それでは、私も行かなければなりません」

　白いワンピースの裾すそを翻ひるがえし、くるりと振ふり返りながらティセは言う。

「ちょっと待て、ティセ。本気で行くのか？」

　思わずティセの細い肩かたを掴つかみながら広大は言う。

「絶対に罠わなだ。分かってるのか？」

「はい、それはもう」

「じゃあ行くことないじゃないの！　その『夕暮ダスク』というのが、何の事だか知らないけど……」

　そういう恵子へのティセの答えは余りにも意外なものであった。

「『夕暮ダスク』は私の妹です」

　その答えに広大と恵子は耳を疑う。

「え？　妹……、って何でｂｉｏクラフトに姉妹が」

「はい、いますいます。妹は二人、姉が一人」

「はぁ？」

　ぽかんと顔を見合わせるだけの広大と恵子に重ねてティセは言った。

「私が地球に来たのは、妹を探すのも目的の一つです。他にも理由はありますが」

「はぁ……」

　確かにｂｉｏクラフトは生物だ。血けつ縁えん者、家族がいてもおかしくはない。しかし今まで広大も恵子もそんな話は聞いたことがなかった。もっとも二人ともそれほどｂｉｏクラフトに詳くわしいというわけでもない。知らないだけで実際には家族を持っているｂｉｏクラフトもいるのかも知れない。

「そんなわけで嘘うそだと分かっていても、妹の事を知っているようならば行かねばなりません。特に『夕暮ダスク』は少々、考えが足りなくて騙だまされやすいので心配です。有り体に言うと馬ば鹿かですから。情報があるとなれば行かなければなりません」

　そう言うとティセは広大の手をするりと抜ぬけて、二人から少し距きよ離りを取る。

「大だい丈じよう夫ぶです。あの程度の二本衝角ルークならどうという事はないです」

「罠かもしれないって言ってるだろう？　他にもきっと何か隠かくれている」

「そ、そうよ！　こういう展開で来て、罠でも何でもない方がおかしいわよ！」

　恵子も広大に合わせてティセを説得する。

「それにさっきのｂｉｏクラフト、契けい約やくしないと本当の力が出せないと言ったじゃないか！」

「ｂｉｏクラフトはパートナーと契約しないと、戦せん闘とうモードに入れません。しかしあの程度なら問題なく退けられます」

「だから罠だって言ってるだろう！」

「罠だって分かってる言ってるじゃないですか。分からない人ですね、広大は」

　両手をばたばた振りながらティセは反論する。ここに来てようやく広大は、ティセがかなりの頑がん固こ者ものだという事を痛感した。

「ちょ、ちょっと広大、ティセ。やばい、やばいわよ」

　広大の肩を突つき、恵子は自分たちが入ってきた方を振り返る。まだシートは降りたままだが、なにやらその向こうでは人の気配がしていた。

「警察か誰か来たみたい」

　恵子がそう言った時だ。タイミングよく外から声が響ひびいた。

「おい、そこに誰か居るのか!?」

　名乗ってはいないが警察か消防士だろう。広大はこのチャンスを利用する事にした。

「おい、ティセ。取り敢あえず俺たちもつれていけ。契約するかどうかは、後で考えよう。さもないと俺たち捕つかまっちまう」

　広大のその言葉に、ティセはしかし最初は小首を傾かしげるだけ。

「誰にですか？」

「外に来ている警官だよ。こういう事件が有ると、犯人じゃなくても、現場にいる人間は捕まるの！　そうなるとしばらくは普ふ通つうの生活に戻もどれないんだよ」

　この状じよう況きようで現場にいる高校生二人を警察がどう扱あつかうかは分からないが、とにかく広大はティセの決心を促うながすためにそう言った。

　ティセはしばしの間、困ったように両手をぱたぱたさせていたが、やがてそれを止めて答えた。

「分かりました。お二人に同行してもらいます。それではもう少し近づいてください」

　そういうとティセは目ま蓋ぶたを閉じ、胸の前で平手にした両手を組む。

「量子ブラインド展開」

　そういうティセの胸から激しい金色の光が上がる。その光は空中に奇き妙みようなマークを描えがく。それはクイックストーンがｂｉｏクラフト形態を実体化させた時とはまた別のもの。

　どこかトランプのスペードに似たマークだ。

　そしてティセは何かを迎むかえ入れるように、胸の前で組んだ両の手を開き言った。

「エクスパンション『壮麗なる黎明グロリアスドーン』」

　広大はその時、トランプのスペードのマークが、剣つるぎをモチーフにしたものだという事を思い出していた。

　なぜならば、空中に浮うかび上がったスペードのようなマークの中から、巨きよ大だいな剣の切っ先を思わせる何かが姿を現したからだ。







《ＰＨＡＳＥ―００：０５　露ろ頭とう～Creston～》







　いささか、いやかなり頭とう髪はつの薄うすくなり始めたスーツ姿の中年男性と、黒くろ縁ぶちの眼鏡を掛かけ余り似合ってない地味なスーツを着き込んだ若い男性。アタッシュケースを手にしたこの二人組が、民家の軒のき先さきで主婦に頭を下げながら名めい刺しを渡わたしているとなれば、季節柄がら、銀行の営業マンが研修を終えた新入社員を紹しよう介かいして回っている所くらいにしか思えないだろう。

　しかし実のところ彼らはとある国際機関のエージェントなのである。

「おやまぁ」

　仮か眠みん中をたたき起こされた為ため、この家の主婦、大おお空ぞら広ひろ海みは余り機き嫌げんが良くなかったようだ。しかし名刺を受け取った瞬しゆん間かん、にんまりとした笑みを返す。

「これはこれは……。意外に早かったわね」

　そう言われた中年男性は、ハンカチで頻しきりに額の汗あせを拭ふきながら答えた。

「そうおっしゃるからにはお心当たりがおありのようですね」

「まぁね」

　そういうと広海は携けい帯たい電話を取り出す、その番号をダイヤルする。

　しかし反応はなし。首を傾げ、念ねんの為に別の番号を試す。だが結果は同じだった。

「繋つながんないみたい」

　笑いながらそう言う広海に、中年男性は困ったような顔で言った。

「どこか立ち回りそうな場所は思い当たりませんか？」

「さてねぇ？」

　広海は首を傾げて答えた。

「地球上にいるかどうかも分からないし……」




　広海の読み通り、電話先の相手は二人とも地球上には居なかった。

　太陽系外がい縁えん部。エッジワース＝カイパーベルト帯に位置するとある天体を目指して、超ちよう光速で飛行中だったのである。

「へえ。これがｂｉｏビオクラフトの中」

　恵けい子こは物もの珍めずらしそうに周囲を見回して言った。

「随ずい分ぶん、狭せまいわね」

　恵子の言うとおりだ。電車一両分ほどもない、細長いフロアが広がっているだけ。もっとも電車とは異なり、両りよう脇わきにずらりと座席が並んでいるわけではない。床ゆかが真ん中で一段分、低くなっており、その段差のところへ腰こし掛かける事が出来る。

　一見するとプラスティックのような素っ気ない素材で出来てるようだが、触さわってみるとビロードのような柔やわらかな手て触ざわりと暖かさがある。色は明るい黄色を基調にしたパステルトーン。ただそれほど派手な色合いではなく、太陽の光のように落ち着きを与あたえてくれる色調である。

「恵子はｂｉｏクラフト乗るのは初めてじゃないよな」

　広こう大だいは後ろの方で、なぜか縮こまるようにして座っていた。

「まぁね。前に学校の体験学習で一度乗った事あるわよ。あの時は木星くらいまで行ったかな」

　ｂｉｏパートナーとの協力で、各国ともｂｉｏクラフトへの体験搭とう乗じようを進めている。一応、公こう募ぼの上、抽ちゆう選せんということになっているが、その倍率はと言うと一いち概がいには言えない。何が何でも乗ってみたいという人がいる反面、応おう募ぼしたものの実際に搭乗となるとｂｉｏクラフトの中へ入ることそのものに抵てい抗こう感を示し辞退する人も少なくない。

　倍率は高いが当選しても結果的に辞退する確率も高いという妙みような抽選になってしまっているのだ。その点、学校単位での応募は辞退する確率もなく、比ひ較かく的てき、順調に進んでいる。日本政府をはじめ主な国々は、体験搭乗を学校単位へと切り替かえつつある。もっともそれでもある一定数は辞退者が出る事も事実だ。

　恵子はその学校単位の公募で当選、ｂｉｏクラフトに体験搭乗した事のある例。そして広大はそれを辞退した事がある例だ。

「あの時は二クラスに先生の合わせて１００人近くは乗れたのになぁ。ティセの中って、こんなに狭いのか……」

　そう言った恵子は、何か思いついたのか、にんまりと意味有りげな笑みを浮うかべて広大に話しかける。

「ねぇ、ティセの中ってこんなに狭いのかって、なんかえっちくてはぁはぁしない？」

「しねえよ！」

　広大は思わず声を荒あらげた。

「なによ、あたしがせっかく緊きん張ちようをほぐしてやろうと、ナイスＨネタを振ふってやったのに！」

「振るならＨネタ以外にしろ。Ｈネタ以外に!!」

「１００人くらい乗れたという事は」

　ティセがそう言ってくる。

「そのｂｉｏクラフトは恐おそらく比較的大型の三本衝角ナイトか、四本衝角ビシヨツプですね」

　フロアの前の方、ｂｉｏクラフトの進行方向には人ひとりが立てるほどの円形の台が備え付けられている。その台の脇わきに少し大きめのゆったりしたシートが付いている。見た目は何かマッサージチェアを思わせるものだ。

　ティセは先程からそこに腰掛けてリボンを直しているところだ。

「あ～～、確かに三本ドリルだったわ。名前は……、え～～と忘れちゃったけど」

　リボンを直し終えたティセはシートから立ち上がり、広大たちの方へ歩み寄る。

「息苦しいですか？」

　唐とう突とつにそう尋たずねられて広大と恵子は顔を見合わせた。ティセはその二人の反応に小首を傾かしげてさらに尋ねる。

「狭くてはぁはぁすると言っていましたので、息苦しいのかと思いました」

「あ、だから。そういう意味じゃなくてね。ちょっとした冗じよう談だんよ、冗談！」

　自分から言い出したにも拘かかわらず、恵子は真顔で尋ねてきたティセに赤い顔でそう答えた。

「？？？」

「それにしても、操縦とかしなくてもいいのかよ？」

　別に恵子へ助け船を出すつもりでもないが、広大は横からティセにそう尋ねた。

「操縦？」

　またティセは首を傾げる。

「なにをですか？」

「いや、だから。そのティセが、ティセを……」

　言っていて自分でも何が何だか分からなくなってしまう広大である。ティセはしばらく両手をぱたぱたやっていたが、やがて合点がいったようで、その仕草を止めると答える。

「この姿は全体子つまりホロン体ホロニツクボデイというように、人間形態もクラフト形態も全体の一部です。ホロン体やクラフト形態も含ふくめて、いわばｂｉｏクラフトというシステムの一部なのです」

「……はぁ」

　広大は狐きつねにつままれたような顔をする事しか出来ない。

「分かりましたか？」

　広大の方へ少し手を差し出し、身を乗り出すようにティセは言った。

「いや、全然」

「そうですか」

　ティセはしばらくの間、所在なさげにまた両手をぱたぱたさせていたが、しばしの後おもむろに口を開く。

「それで話は変わりますが……」

「もっと詳くわしい説明はしないのかよ！」

「しません」

　抗こう議ぎする広大へ向かってティセはきっぱりと言う。

「あれで分からないのならば、詳しい説明は無意味です。時間もかかります」

　二人のやり取りに恵子が横で笑いをかみ殺している。

「それで外部を見られるようにしなくても良いのですか？　見られた方が楽しいと思います」

　そう言ってから思い出したようにティセは付け足した。

「もっとももう地球もその衛星も見えませんが」

「いや、いいんだ」

　広大は少しうつむいて言った。どことなく乗り物酔よいに苦しんでいるようにも見える。しかしｂｉｏクラフトはまったく揺ゆれもしなければ騒そう音おんもない。超ちよう光速で飛行しているにも拘わらず、つまらないくらいに飛行は静かで安定している。言われなければ太陽系を突つっ切きって飛行中だとは信じられないだろう。

　最初はシートの周囲は窓のように透とう明めいになっていた。実際に外部の光をそのまま内部へ透とう過かしているのではなく、有害な放射線をカットしたり、あるいは可視光線の増強なども出来るそうだが、広大の方から外を見えないようにしてくれと言ってきたのだ。

　どうもティセはそれが気になるらしい。

「見えない方が落ち着く」

　目の前でまだ両手をぱたぱたさせているティセに、広大は念を押おすようにそう言った。

「そうですか」

　まだ納得できない様子だが、ティセはそう答えてみせた。

「そ、そういえばさ。ティセはドリル何本なの？」

　慌あわてて話を逸そらすように恵子がそう言ってくる。

「私のドリルですか？」

　ティセが両手をぱたぱたさせるのを止めた瞬しゆん間かん、フロアのど真ん中に一本のドリルを持ったｂｉｏクラフトの立体映像が浮うかび上がる。

「これが現在の私の姿です」

「一本ドリル？」

　その光景に恵子は首を傾げた。

「さっきの巨乳、ティセの事を『貴族パトリシヤン』て言ってたわよね。『貴族』ならもっとドリルは多いんじゃないの？」

「なぜそう思いますか？」

「いや、だってｂｉｏクラフトって六階級あるんでしょ？　それで下から一本、二本、三本、四本。そこまでが『市民』だって言うから、『貴族』は当然それよりも多いんじゃないの？」

　恵子のその言葉にティセはぱたぱたと両手を横に振ふっていたが、しばしの後にようやく答える。

「おっしゃる意味が分かりません」

「いや、だから。階級の高さとドリルの本数は比例しているんじゃないの？」

　今では小学校でｂｉｏクラフトの常識として教えられているその仮説を披ひ露ろうする恵子だが、やはりティセは納得がいかないようだ。

「分かりません。分かりません。どうしてドリルの数が多いと『貴族』になりますか？」

「いや、だから……。その……」

　確かにこれまでの観察からそう仮説が立てられただけだ。科学的根こん拠きよはない。ど素人の恵子が逆に質問されるとしどろもどろになるのは当然である。

「それよりも、俺は前から気になっていたことが有るんだが……」

　今度は広大がティセに質問をぶつける。

「なんでドリルなんだ？」

「なぜと言いますと？」

　ティセはぱたぱたさせていた両手を身体の脇わきに戻もどして広大に聞き返した。

「いや、だからドリル。なんでドリル型をしてるのかって、ずっと疑問に思っていた」

　ｂｉｏクラフトとの接せつ触しよくから二十年近く。人類が長らく抱いだいていた疑問を広大は口にしたのだ。

「超光速装置兼武器なんだろう？　別にドリル型じゃなくても、タイヤ型でも羽根型でもいいんじゃないのか？」

「駄だ目めです」

　広大の方へ身を乗り出し、少し手を差し上げてティセは言った。

「ドリルは素晴らしいものですよ」

「……はい？」

　思わぬ答えに広大は目が点になりそうだった。

「はい、ドリルは素晴らしいものです」

「えっと、その……。素晴らしいって、具体的にどこが……」

　ようやくの事でそれだけ聞き返す。

「なにしろ回ります」

　当たり前のようにティセはそう答えた。もっとも当たり前と言えば、当たり前の答えではある。

「はぁ……」

「ぐるぐる回ります。ぐるぐるです、ぐるぐる」

「まぁ……、回るよな。ドリルだし」

「はい、素晴らしいですね」

　広大が納得してくれたと思ったのか、また身体の両りよう脇わきで手をぱたぱたさせる。どことなく上じよう機き嫌げんに見える。しかし広大と恵子は無言で顔を見合わせるだけ。

　そんな二人の様子に少し不安になったのか、ティセはまた両手をぱたんと身体の脇に戻し、何事かしばし考え込むと、小首を傾かしげてさらに言った。

「……素晴らしいですよ？」

　上半身を傾かたむけるようにして自分を覗のぞき込み、そう言うティセに、広大はどきりと心臓が高鳴るのを覚えていた。

「いや、まぁ。なんだ。素晴らしいよな、素晴らしい。うん……」

　慌あわてて視線をティセから切って、そっぽを向いて広大はそう言う。ティセは不思議そうに首を傾げていたが、ようやく納得してくれたと思ったのか、また楽しそうに両手をぱたぱたさせ始めた。

「素晴らしいですね」

「広大くぅ～～ん♡」

　やにわに恵子が猫ねこなで声で広大へとにじり寄る。そして背後から肩かたごしに広大の片方の頬ほおをつねり上げると耳元で囁ささやいた。

「あんた、いま一いつ瞬しゆんティセに萌もえたでしょ♡」

「萌え？」

　余り日常会話では使わない、そして使いたくない単語に、広大は背後の恵子の方へ目を剥むく。

「んなわけないだろう！」

「ごまかしても無む駄だよ、好感度アップのぴろぴろり～～ん♡ってＳＥまで聞えたんだから！」

「だ～～！　そんな脳内ＳＥ聞いてるんじゃない!!」

　そんなやり取りをしている二人の脇で、ティセは何事かに気付いたように、先程まで座っていたシートの方へ頭を向けると、小走りにそちらへと駆かけ寄よっていく。

「そろそろ目的地のようです」




　ちょうどそれは腕うで時ど計けいの時間を見るような仕草だ。彼女は胸の前に持ってきた左の手首の裏を覗き込んでいる。しかしそこには腕時計のベルトも文も字じ盤ばんもない。

「足立区……」

　彼女の手首の裏側に浮うかぶのは、二等辺三角形を三つ組み合わせたようなマーク。その中にはさらにハート型のマークが浮かび上がっていた。

「ええ、分かるかしら」

　ハート型マークの向こうからそう声が言ってくる。

「分からなければ、私の方からデータを送信します」

「そうですね。大体の位置は分かりますが、発見されたという場所までは分かりませんからね。お願いします。イモータルヌーン」

「こちらこそお願いね、ノーブルウィンド。すでにＵＮｂＡＲの現地職員が、ティセと接触したと思われる人の所へ向かってるはずよ。合流できたら話を聞けるよう手は打っておきます」

「お忙いそがしい所、お手を煩わずらわせてしまいまして申し訳有りません」

　ノーブルウィンドは手首に浮かぶハート型マークに何度も頭を下げる。

「いいのよ、お互たがい様さまだから。でもそうね、良かったらついでに調べて欲しいことが有るの。時間があればで構わないから」

　イモータルヌーンの言う事に心当たりが有ったようだ。ノーブルウィンドは先んじて尋たずねた。

「アウグストダスクかトランクルナイトの事ですか？」

「ええ。問題はティオ、いえトランクルナイトの方ね。あの子、ティセが確認された近くで目もく撃げきされたという報告が来ているの。偶ぐう然ぜんではないかも知れないわね。ティルも近くにいるそうだし」

「あんな所になんでまた皆みな様さま……」

　呆あきれたようにそう言うノーブルウィンドに、ハート型マークの向こうでイモータルヌーンは笑う。

「それが知りたいのよ、私も。時間があればで構わないわ。まずはティセをお願いね」

「分かりました。このノーブルウィンド。命に代えましても！」

　ノーブルウィンドのその返答に、イモータルヌーンは笑う。

「そんなに畏かしこまらなくてもいいのよ。とにかく妹たちをお願い。みんな困った子たちだから、迷めい惑わくをかけるとは思うけど」

「いえ、そんな事はありません！」

「うふふ、それじゃ頑がん張ばって。何かあったら連れん絡らくを下さい。それじゃ」

「はい」

　三角形を三つ組み合わせたマークが消える。

「さて……」

　ノーブルウィンドは強風に艶あでやかな黒くろ髪かみを揺ゆらしながら眼下を見下ろす。

「東京も随ずい分ぶん変わったわね」

　見下ろすのは東京の町。そして彼女が立つのは数年前に増築され、５５５メートルに延長された東京タワーの最上部近く。

「ティセさま、いま参ります」

　本人がいま地球から百数十天文単位離はなれたエッジワース＝カイパーベルト帯の彼方かなたにいる事など露つゆ知らずノーブルウィンドは言った。
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「量子ブラインド展開」

　そしてノーブルウィンドは地上５００メートルで鉄てつ塔とうを蹴けり宙へと舞まった。

「エクスパンション『高貴なる風ノーブルウインド』」

　空中に浮かび上がった三つの三角形を組み合わせたマークから、三本のドリルを持つｂｉｏクラフトが出現したが、それは空間の揺らぎの中で起きた事であり、地球人の知覚や技術で確認した者はいなかった。




「よぉ来たやないの。契けい約やくは済ませたんか？」

　ティセの座るシートの目前に浮かび上がる立体映像の中でクイックストーンは言った。

「まだです」

　ティセは素っ気なく答える。

「それは今後の展開で決めます」

「あ～～、もうじれったいやっちゃな！　さっさとやってまえ！　兄ちゃんでも、そっちの姉ちゃんの方でもかまへんから!!」

　どうやらクイックストーンにはティセの座るシートの側にいる広大と恵子の姿も見えているようだ。

　見かねた広大が横から口を出す。

「ティセ、俺は構わない」

「あたしでもいいわよ」

「二人一遍は無理です。それに……」

　ティセは広大と恵子を交こう互ごに見ながら続ける。

「一度ｂｉｏクラフトと契約した人間は、その契約を解除しても、新たに別のｂｉｏクラフトと契約を交わす事は出来ません。一生の問題です。きちんと考えて下さい」

「え……、そうなの？」

　広大は恵子に尋ねる。

「そうだっけ？　そうだったような……？」

　首を傾かしげる二人に立体映像の向こうからクイックストーンが怒ど鳴なり付けてきた。

「今いま更さら、なに言うとるんや！　常識やろ、そんくらい!!　二人いるんやから、どっちかが契約すればいいだけの話やないか！」

　いきりたつクイックストーンに構わず、ティセは広大と恵子に向かって言った。

「おおよそ察しがついているかと思いますが、私は特別なｂｉｏクラフトです。私と契約する事によって、広大や恵子に多大な不利益が生じる可能性があります。まずそれを承知してください」

　そしてしばし目ま蓋ぶたを閉じてからティセは付け加える。

「広大と恵子に迷惑をかけたくありません」

　ティセのその言葉に広大は一時、恵子と視線を交わす。恵子はティセの今の言葉に、さすがに戸と惑まどっているようだが、広大の反応は別だった。

「ここまで連れてきておいて、迷惑もなにもないもんだ」

　広大は言った。

「分かった。俺はティセと契約する。特別なｂｉｏクラフトというなら余計だ。そんな滅めつ多たにない話、放っておけるか！」

　しかしティセはシートに身を預け、目蓋を閉じたままで広大に言う。

「私は広大のお父さんを探す役には立てないかも知れませんよ」

「それでもいい」

「ならばなぜ、広大は私と契約したいのですか？」

「それは……」

　広大は答えに窮きゆうする。確かに母、広海はティセと契約して父を探しに行けといい、広大はそれに反発を覚えていたはずだ。

　ならばなぜ自分は今、ティセと契約すると言っているのだ？　好こう奇き心しん？　それともティセへの同情？

　自問しても答えは出てこない。

「お～～い、もしもし～～」

「帰って来い～～」

　おかしな雰ふん囲い気きになってしまった広大とティセに、横と立体映像の向こうから恵子とクイックストーンが呼びかける。

「別にどこにも行っていません」

　ぱっちりと目蓋を開け、冴さえた蒼あおい瞳ひとみでティセは言った。

「そうですね。こんな事をしている場合ではありません。まずは状じよう況きよう把は握あくです」

　するとティセの座るシートから光のラインが空間の四方八方へと走った。それは幾き何か学がく的でまるで立体化された回路図のようだ。光のラインはそのまま周囲のキャビンの壁かべの中へと消えている。

「なにこれ……」

　恵子は目の前の光のラインに手で触ふれてみる。それは実体ではなく簡単に手で遮さえぎる事が出来た。ラインは不規則に脈動しているが、それもかざした手を通過していく。どうやら光のラインそのものは何かの付ふ随ずい効果で生じており、それ自体を遮ったところで影えい響きようはないようだ。

「前方に最大長約２０００キロメートルのエッジワース＝カイパーベルト天体。天体は岩石質により構成。最大20キロメートルの氷質の衛星が複数公転」

　ティセの言葉と共にシートの前方に、周囲の様子を表す立体映像が浮うかぶ。中心にはじゃがいものような歪ゆがんだ球体の天体。それを囲んでいくつかの、やはりいびつな天体が回っている。２０００キロという事は、冥めい王おう星せいよりも大きいという事になる。

「氷の衛星は以前はもっと巨きよ大だいだったようです。周囲には数メートルから数キロ単位の氷の欠片が無数に浮いています。潮ちよう汐せき力か天体の衝しよう突とつで割れたようです」

「何か罠わなが仕し掛かけて有るとすれば、その辺りか」

　ざっと立体映像を見て広大はそう言う。

「表面をサーチしたところ、ここ数千年の間に大きな変化があったようには見えませんが、油断は禁物ですね」

　その会話もクイックストーンには筒つつ抜ぬけのようだ。立体映像の向こうから言ってくる。

「罠なんて仕込んどらんわ！」

　そこに聞き覚えのない声が飛び込んで来た。

「いえ、仕掛けて有りますよ。罠。ここまで呼びつけておいて、罠の一つもないのではむしろ失礼だ」

　慌あわてたのはむしろクイックストーンの方だ。

「クライアントのおっちゃん!?　なんや、うちは聞いてへんで!!」

　おっちゃんと呼ぶだけあって、声は一応、男性のものに聞こえる。しかし映像が映っていないので、本当に男性なのかどうかは分からない。もっとも相手がｂｉｏクラフトだとしたら、性別はあまり意味がないのも確かだ。

「ええ、言ってませんから。でもちょっと考えれば分かりそうなもんじゃないですか」

「分かりますね」

　敵のはずの相手にティセもそう答える。

「まぁ普ふ通つうはそう考えるよな」

「そうね。普通は罠が有ると思うわよね。馬ば鹿かでもない限りは」

　恵子のその言葉にクイックストーンは立体映像の向こうから噛かみつく。

「それじゃうちが馬鹿みたいや言い分やないか！」

「いや、馬鹿みたいじゃなくて、はっきりきっぱり馬鹿だって言ってるの！」

　恵子は思わずそう言い返した。

「あんたらなぁ！」

　しかし謎なぞの声がクイックストーンを遮る。

「まぁクイックストーンはあなたをここへ連れて来て貰もらっただけで充じゆう分ぶんです」

「おい！」

　ティセもクイックストーンに構わず謎の声に向かって尋たずねる。

「ではあなたがクライアントという方ですね」

「はい、サイレントカレントと呼んでください」

「確認しました」

　即そく座ざにティセは答える。

「登録されていませんね。登録を解除したｂｉｏクラフトか、或あるいは偽ぎ名めいという事になりますね」

「今はお答えできません」

　しかしティセはそう答えたサイレントカレントに構わず言った。

「周辺空域のサーチを強化したところ、四本衝角ビシヨツプクラスが多元適応カモフラージュを掛かけている形けい跡せきを発見しました。詳くわしい位置は確認できませんが、それがあなたと考えて宜よろしいでしょうか？」

「これはこれは……」

　声の調子からすると相手はティセの手際に心底、感服した様子だ。

「さすがは我が『女王クイーン』。今の状態でそこまで調べるとは、大したものです」

「『女王クイーン』？　やっぱこいつ『貴族パトリシヤン』なんか？」

「それをこれから確かめるのです。協力してくれますね。クイックストーン？」

「よっしゃあ！　乗りかかった船や、こうなったら何でもやったるわ！」

　つい今しがたまでサイレントカレントが、自分の知らぬまま罠を仕掛けていた事に不快感を持っていたはずのクイックストーンだが、あっさりと翻ほん意いしてしまったようだ。

　そんなクイックストーンに、ティセは呆あきれたように眉まゆを顰しかめて言った。

「あなたは乗りかかった船以外の行動指針がないのですか？」

「やかましわ！　うちの今の最大の目的は、あんたの正体を暴く事や！」

「なるほど、そう考えると行動の目的に一応は一いつ貫かん性を見いだせますね」

「え～～い、あんたと話しとると日が暮れてまうわ。今度、話すときは泣いて自分の正体を明かす時や。覚えておき！」

　その言葉を最後にクイックストーンの立体映像が消えてしまった。

「通信が切れました」

　そう言うティセに思い出したように恵子が尋ねる。

「ねぇ。どうしてあの人、あんな愉ゆ快かいな喋しやべり方かたをしてるの？」

「漫まん才ざいというものに似てますよね」

　ティセも恵子にうなずきながらそう言った。

「そうそう。関西弁と言うか、吉よし本もと弁て奴やつ？　……でも何で？」

「癖くせだそうです」

「癖……」

「癖じゃしょうがないな」

　妙みように納得したようにそうつぶやく広大である。




「さて、ここまでは計画通り。問題はこの程度で彼女が本気を出してくれるかどうかですが……。まぁ『露頭クレストンモード』でも、実体を確認を出来れば良しとしましょう」

　サイレントカレントはそこで一人で笑う。

「もっともこの状態で、彼女が真の姿を現せば私もひとたまりもありませんからね。それは今後、同志諸君に任せるとしましょう」

　そこでサイレントカレントはクイックストーンへの回線を開いた。

「クイックストーン。補助オーグメントクラフトを出します。あなたはその補助を行い、彼女が真の力を出すよう仕し掛かけてください。方法は任せます」

「それはかまへんけど、補助クラフトはどこにおるんや？」

「あなた方の目の前に……」




「氷が……!?」

　浮うかび上がる立体映像の中で、氷の塊かたまりが次々と割れていく。

「なるほど、これは一本取られましたね」

　ティセはいつものように淡たん々たんとした口調で言う。

「表面をサーチした結果、数千年は変化がないと思い、内部の詳しい調査はしなかったのですが、その中に補助オーグメントクラフトを忍しのばせていたようです」

「補助クラフトって……、量産型？」

　恵子の言う量産型というのはあくまで比ひ喩ゆであり的確な表現ではない。補助クラフトとは文字通り、ｂｉｏクラフトの補助を行う宇宙船スペースクラフト。ｂｉｏクラフトのように意思は持たず、当然ホロン体もない。そればかりかｂｉｏクラフトの大きな特とく徴ちようであるドリルさえなく、それが有るべき場所はぽっかりと孔あなが空いたままだ。

　これをどのように位置づけるか人類はまだ苦く慮りよしている。恵子の言う『量産型』という表現も、その苦慮の結果に生まれたものだが、ｂｉｏクラフトそのものを簡易型にして量産したものではないのも確かだ。

　ｂｉｏパートナーたちが聞き出したこれまでの情報から総合して、今までにｂｉｏクラフトが共生していた文明が作ったｂｉｏクラフトのコピーという説が一いつ般ぱん的てきだが、それが正しいのかどうかは今のところ分かっていない。

　分かっているのは補助オーグメントクラフトは、予め登録されたｂｉｏクラフトの命令通りに動き、その活動を補助するロボットのようなものだという事だ。

「数千年は変化がないって、どうやって補助クラフトを仕込んでおいたんだよ!?」

「別に仕込む事はないです」

　広大の疑問にティセはあっさりと答える。

「補助クラフトは宇宙全体にたくさんありますから、どこかで氷漬づけになっていたのを拾ってきたんでしょう。……なるほど、サイレントカレントはもともと輸送を主目的としたｂｉｏクラフトのようですね」

「そんな事に感心している場合じゃないでしょ！　一体いくついるのよ!!」

　エッジワース＝カイパーベルト天体の周囲を回っていたいくつかの氷の衛星。それが全て割れ中から出てきた補助クラフトの数は10や20ではない。

「なんか気持ち悪ぅ～～。虫の卵みたい」

　男勝りの恵子でも、さすがにこういう図は苦手なようだ。確かに立体映像に浮かぶ、氷の塊から補助クラフトが次々と飛び出してくる様は、あたかも卵から無数の虫の幼虫が飛び出してくるかのようだ。

「拡大すればそうでもありませんよ」

　ティセがそういうと立体映像は全体の模式図から一部のズーム画面になる。拡大されると補助クラフトは生物的というよりは、シンプルな如い何かにも機械的な直線で構成されたものと分かる。確かにこの形状ならば、恵子の言う『量産型』という表現も分からないではない。

「あんまり強そうじゃないな」

　広大が思わずそうつぶやくのも当然だろう。しかし問題はその数である。

「そうですね。武器らしいものはありません。もっともあっても意味がありません。ｂｉｏクラフトを破は壊かいできるのはｂｉｏクラフトだけ。補助クラフトにはその武器である回転式次元衝角ドリルがありません」

「それでどうするんだ？」

「どうすると言われましても……」

　ティセは小首を傾かしげる。

「今の私には攻こう撃げきする手段が有りません。取り敢あえず逃にげ回まわって、向こうが飽あきるのを待つだけです」

「はぁ？」

　この期に及およんでようやく、広大と恵子はクイックストーンの言う『契けい約やくしないと戦せん闘とうができない』事の重大さを理解できた。

「来ました。回かい避ひ運動に入ります」

　もっともティセがそう言ってもｂｉｏクラフトが運動しているという実感はない。ただ立体映像の模式図の中で、ティセのｂｉｏクラフトに接近、体当たりしてくる補助クラフトを躱かわしていく光景が表示されているだけ。そしてティセが座るシートから四方へと伸のびる光のラインの明めい滅めつが激しくなることだけだ。

「じゃあ契約しないままここに来てどうするつもりだったのよ！」

　恵子が呆あきれるというよりは怒いかり出す。しかしそれにもティセは平然としたものだ。

「今も言った通り、逃げ回って向こうが飽きるのを待つつもりでした。しかしこれだけ数で押おしてくるとは想定外でしたね。これは飽きてくれるまで少し時間がかかりそうです」

「どれくらい？」

「二、三百年」

「ちょ……」

　思わず絶句する恵子にティセは付け足して答えた。

「冗じよう談だんです。いくらなんでもそんなにかかりません。せいぜい二、三十日です」

「その間、あたしたちに付き合えっての!?」

「そうですね。困りましたね。何か対策を考えないと」

「契約しよう、ティセ」

　広大がシートの脇わきからティセに言う。

「契約すれば戦えるようになるんだろう？　そうすれば補助クラフトも倒たおせる」

「それはそうですが……。来ました」

　模式図の中で何なん隻せきかの補助クラフトを押しのけるように、二本の衝角ドリルを持ったｂｉｏクラフトが現れる。クイックストーンだ。

　それは立体映像の中でティセのｂｉｏクラフトをかすめるように通りすぎ、そしてすぐさま反転してさらに襲おそいかかってくる。

「さすがに素早いですね。しかも周りを囲まれている状態では……」

「契約だ、ティセ！」

　ティセはそう言う広大をちらりと横目で見る。広大とそして恵子は、その冴さえた蒼あおい瞳ひとみに初めて感情が浮うかぶのを見て取る。それは躊躇ためらいと後ろめたさとしか言えないものだった。

「……私の本当の姿を知ったら後こう悔かいするかも知れません」

　そう言っている最中でも回避運動は続けているのだろう。シートから伸びる光のラインは激しいリズムを刻むように明滅を続けている。

「今はまだその意味が分からないでしょうが、私は世界の軛くびきを断ち切るものです。その世界に四人しかいない審しん判ぱんの四姉妹。その刃やいばを司る黎れい明めいの次女。それが私、『壮麗なる黎明グロリアスドーン』です」

「『壮麗なる黎明グロリアスドーン』」

　それがティセのｂｉｏクラフトとしての本当の名前であるのは確かだ。広大も恵子もティセがｂｉｏクラフトを呼び出す時、その名を口にしたのを聞いている。

　しかし世界の軛を断ち切る、審判の四姉妹と言われてもちんぷんかんぷんだ。だが今の言葉やクイックストーン、サイレントカレントの口ぶりからして、彼女がただ者ではないことは分かる。

「だったら君が何者か教えてくれ、グロリアスドーン！」

　広大は自分でも意識せぬままにそう答えていた。

「君の言うその意味を、君の本当の姿を俺は知りたい。俺はティセの事をもっと知りたいんだ！」

「分かりました」

　ティセは目ま蓋ぶたを閉じる。回避運動を続けながら会話をしていた為ためか、少し疲つかれたようにも見える。

「やはり力を抑おさえながら行動するのは疲れますね。いいでしょう、遅おそかれ早かれ分かることです。広大にも恵子にも、そして彼らにも……」

　再び開かれた目蓋の下の蒼い瞳には、すでに躊躇いも後ろめたさもなかった。もっともいつも通りにもどったわけで、その下に隠かくれている感情を探り出すのは難しい。

「契約を、広大」

　ティセがそう言うと、シートの後方にある円形の台の中央に、何か細長いものが突つき出してくる。それはまるでアーサー王の伝説に有る台に突き刺ささった剣つるぎのようだ。

「それが私のサテライトです。ｂｉｏパートナーがｂｉｏクラフトを指揮する時に用います」

　その状態、ティセの言葉からすれば何をしたらいいか察しがつこうものだ。広大は無言で台へと上がり、その中央へ向かう。

「抜ぬいてください。広大。でもあなたに適性が有り、そしてその本心から私のｂｉｏパートナーになりたいと思っていなければ、サテライトは抜けません。大空広大、全てはあなたの意思のままにあります」

　台から突き出しているサテライトは、近くで見るほど剣に似ている。ナックルガードや鍔つばに相当する部分まであるようだ。その姿に広大はもちろん、後で見守っている恵子も一時、疑問を抱だく。二人ともｂｉｏパートナーが常備ステーシヨナリーモードのサテライトを手にして、航行中のｂｉｏクラフトの操作を行うのは知っている。しかし写真やＴＶ、そして恵子が実際に見た常備モードのサテライトは、もっとシンプルな棒状のもののはずだ。もっともティセは普ふ通つうのｂｉｏクラフトではないのだから、サテライトもまた特とく殊しゆな形状をしているのだろう。そう自分を納得させ、広大はその剣の柄つかにしか見えない部分に手をかける。

　一時、広大は剣の姿をしたサテライトが引き抜けないのではないかという不安に襲われる。自分は勢いでティセにあんな事を言ってしまったのではないか？　そもそも自分はなにをしにここまで来たのだ？　本当にティセを助けたいと思っているのか？

　様々な不安が一気に広大の意識を駆かけ抜ける。

　サテライトの柄が湿しめっているように感じたのは、自分の手のひらに汗あせが滴したたっているせいだと気付く。サテライトの柄そのものは金属の感かん触しよくだが、妙みように温もりのあるものだった。

　それが広大を落ち着かせてくれた。

　力を込めて握にぎり、そっと引き抜く。

　剣サテライトは広大がそれと意識しないほどあっけなく抜けた。

「契約コンストラクシヨン登録レジストレーシヨン完了コンプレクシヨン。『グロリアスドーン』露頭クレストンモード、アクティブ。これより戦せん闘とう態勢へ移行します」




「さぁて」

　単独起動中のｂｉｏクラフト『クイックストーン』は、当然、指揮を執とっているｂｉｏパートナーつまり人間はいない。ホロン体ホロニツクボデイのクイックストーン自身が操そう縦じゆう桿かん代わりに、常備ステーシヨナリーモードのサテライトを手にして船内に有るフロアに立っているだけだ。

「今度こそ逃にげ回まわっているばかりにもいかんで～～、ちびすけ。さぁ、あんたの本当の姿を見せてみい！」

　そういうとクイックストーンは手にした常備モードのサテライトを軍配のように振ふるう。サテライトの姿は先せん端たんに二本のドリルのような矢や尻じりがついた棒のようなもので、確かにティセのものとは異なる。一いつ般ぱん的てきな形状とされているのはこちらの方のはずだ。

「行け～～ッ！　補助オーグメントクラフト共!!」

　すっかりに調子に乗ったクイックストーンは、周囲から一いつ斉せいに補助クラフトをティセへと向けて飛とび込ませていく。そこに見かねたのかサイレントカレントが言ってきた。

「落ち着いてください、クイックストーン。彼女の動きが変です。反応が鈍にぶくなった」

「上等やないの！　正体を現さんのやったら、とっ捕つかまえて聞き出してやってもええんや！」

「さて……、それができますかね」

「あんた一体どっちの味方……」

　妙に思わせぶりな口ぶりにカチンと来たクイックストーンがそう言い返した時だ。それは起きた。

「来ました」

　先に気付いたのはサイレントカレントの方だった。慌あわててクイックストーンもそれを確認する。

「な!?」
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　わざわざ頭を巡めぐらせずとも何が起きているのかは分かる。しかしすぐさまそれを信じる事ができなかったクイックストーンは、ティセの様子をさらに詳くわしく調べる。

　今しがたまでティセのｂｉｏクラフト形態は、一本の回転式衝角ドリルを持つ典型的な『ポーン』の姿をしていた。

　しかしそれは偽ぎ装そうだったようだ。ドリルごとその外装が一気に吹ふき飛ぶ。そしてその下から姿を現したのはｂｉｏクラフトとしてはもちろん、宇宙空間を飛ひ翔しようする物体にしては余りにも異様なものだった。

「剣つるぎ!?」

　そう、剣だ。それも幾き何か学がく的な、だがそれでいて見事な装そう飾しよくが施ほどこされた短たん剣けんだ。どちらかというと正装の戦士が帯びているか、あるいは美術館や博物館に飾かざられている方が似合ってそうな形状だ。クイックストーンも同時にサーチしたデータを確認していなければ、その剣が２、30メートルは有る宇宙船だという事を忘れてしまいそうな程だ。

　少なくともクイックストーンはそんな形状のｂｉｏクラフトを見たことはない。しかし事を仕し掛かけたサイレントカレントの方はさすがに違ちがう。感きわまったように声を上げる。

「おお！　素晴らしい、素晴らしい！　そして美しい、我が『女王』よ！」

「なに一人で盛り上がっとるんや！」

　クイックストーンは身構える。

「いずれにせよちびすけには変わらへんわ！　あないな奴やつ、うちが……」

　しかし次の瞬しゆん間かん、クイックストーンの意い気き込ごみは当とう惑わくに変わる。外装を吹き飛ばし、その下から剣の姿を現したティセのｂｉｏクラフトは、突とつ然ぜん、クイックストーンとも補助オーグメントクラフトとも異なる、明後日の方向へ飛び去ったかと思うと、今度は急旋せん回かいしていきなり止まる。そして今度はその場でぐるぐると回り始めて、またとんでもない方向へ飛んでいく。そんな無意味な動作を延々と繰くり返しているのだ。

「なんや、あいつ……」

　はじめは何か意図が有るのかと思ったクイックストーンだが、さっぱりかかって来る気配がない事にさすがに呆あきれ返る。

「これは、彼女よりもパートナーの方に問題有りですかね」

　サイレントカレントの読みは的中していた。




「うわ！」

　小さく叫さけんで広大は円形の台から転げ落ちる。サテライトの剣を抜ぬいた瞬間、広大の意識に周囲の空間のイメージが一気に飛び込んで来た。

　ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』の姿。そして周囲を飛び交う補助クラフトの群。そこに紛まぎれ込むクイックストーン。背後に有るエッジワース＝カイパーベルト天体。周囲に浮うかぶ氷の塊かたまり。そればかりではない。周囲の他の天体、はるか彼方かなたの他の惑わく星せいや太陽。そして恒こう星せいの位置関係まで、一気に広大の意識へと飛び込んで来たのだ。

　パニックに陥おちいるなという方が無理だ。だが広大を襲おそったのはパニックだけではなかったのだ。

「落ち着いてください」

　先程から何度もティセは同じ事を広大に言っている。

「必要な要素だけを考えてください。それなら誰でも把は握あくできます」

「いや、それは分かっているんだけど……」

　広大はそう弁明してまた円形の台、ティセの言う『コントロールデッキ』に上がる。サテライトの剣を握にぎると、周囲の空間の情報が流ながれ込んで来る。目にはフロアの様子が見えているにも拘かかわらず、広大には視覚的に『グロリアスドーン』周辺の空間を認識する事ができた。

　来た！

　百数十隻せきの補助クラフトが二手に分かれて襲いかかってくる。その間かん隙げきを縫ぬって飛とび込んで来るのは持ったクイックストーン。船首に取り付けられた二本のドリルが、まるで目に見えない分厚い鉄板を削けずっているかのように、激しい火花と電光を上げている。

「サテライトで攻こう撃げきしたい相手を指示してください。私はその指示に従います。指示がなければ、契けい約やくをしても私は戦えません」

　これもすでに何回か言われている。言われているのだが、広大は身体が動かない。

「くそ……！」

　補助クラフトとクイックストーンに意識を集中しようとする。しかしそれだけでは宇宙空間の戦せん闘とうは出来ない。どうしても空間そのものの情報が必要だ。彼ひ我がの三次元位置関係。周辺の状じよう況きよう。だがその情報が流れ込んで来るだけで、広大の手足には震ふるえが走り、肌はだは泡あわ立だち、背中には冷たい汗あせが流れ、吐はき気けさえ覚えて来る。

　そしてまた今度もコントロールデッキから転がり落ちる。その間、突とつ拍ぴよう子しもない行動を取るｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』をティセが慌あわてて常態へ戻もどす。

「契約は無事に履り行こうされました」

　さすがにそう言うティセの瞳ひとみにも戸と惑まどいの色が浮かぶ。

「それに、その……。広大の精神の方に多大な負担がかかっています。失礼ですが、適性がないのではないかと……」

　そう言いながらもティセは首を傾かしげる。

「でも適性がないのなら、なぜ契約が……」

　しかし恵子には思い当たる節があるようだ。コントロールデッキから落ちた広大に駆かけ寄よりながら言った。

「広大、まさかあれが……」

「言うな、大だい丈じよう夫ぶだって！」

　そう言いながら広大はまた眼鏡をかけ直す。その行動にティセはある事を思い出した。

　視界に眼鏡の枠わくが見えると安心する。広大は先程、確かにそんな事を言っていたはず。

「広大、失礼ですが。その、ひょっとして……」

「そうよ」

　広大の代わりに恵子が答える。

「こいつ、広い所が恐こわいの。広こう所しよ恐きよう怖ふ症しようってものなの」

「恵子！」

　広大は制止しようとするが恵子は続ける。

「どういう原因なのか、あたしも分かんない。でも子供の頃ころから広い所が恐くて。学校の遠足とかでも、高原なんかに行くといつもバスの中で待っていたわ。今の高校だって校庭が狭せまいって理由だけで選んだようなものだもの」

「大丈夫だって」

　そう言いながら広大はサテライトを手に、またコントロールデッキに上がろうとする。

「ゲームは大丈夫なんだよ。だからこれだって大丈夫のはずだ」

「ＴＶゲームは二次元の情報ですが、こちらは三次元です。さらに時間の経過も意識しなければなりません」

　そう言うティセに構わず広大はコントロールデッキの中央に立つ。どうやら諦あきらめるつもりはなさそうだ。

「ティセ、ビームとかミサイルとかないの？　ｂｉｏクラフトなんでしょ!?」

　見かねた恵子がそう言うがティセは頭を振ふるだけ。

「そんな物ぶつ騒そうなものはありません。いえ、必要はありません。ｂｉｏクラフトを破は壊かいできるのはｂｉｏクラフトだけ。しかし私は『貴族パトリシヤン』ですから、装備がないわけでもありません。でも今の広大の様子では、とても……」

「大丈夫だ、行くぞ。ティセ」

　そう言う広大だが、とても大丈夫そうには見えない。恵子は何か閃ひらめいたようで、ティセに向かって尋たずねる。

「ねぇ、ティセ。この上にあたしが乗っても大丈夫？」

「はい。問題ありません。しかしデータのリンクが可能なのは、パートナー契約を交わした相手だけです」

「よし！」

　ティセの答えに、何を考えたのか恵子は威い勢せいよくコントロールデッキに昇のぼり、そして広大の前に立つ。

「まずはこれを拝借」

　広大の眼鏡を取るや、それを彼のシャツの胸ポケットに押おし込み、恵子はその背後へと回る。

「これでどうだ！」

　そう言うとやにわに恵子は背後から広大の目を隠かくす。思わぬ恵子の行動に、一いつ瞬しゆん、広大もティセも言葉を失った。

「……あのなぁ、恵子」

　しばしの後、呆あきれたように広大は言った。

「それ、意味ないぞ」

「はい、そうです。無意味です、無意味」

　ティセもシートに着いたまま、両手をぱたぱたさせながら言った。

「データは視覚を介かいして光学的に広大に送られているのではありません。直接、意識へ三次元データが送られているので、視覚を塞ふさいでも意味がありません」

「え～～!?　目を塞いでデータだけリンクすれば大丈夫だと思ったんだけど……」

　そんな事を言いながらも恵子はますます力を込めて広大の目を塞ぐ。そうなると自ずと身体も密着する事になる。

「ちょ、待て。恵子、恵子！　当たってる、当たってる！」

　背後から密着して目を塞いでいるのだ。高校一年には見えないグラマラスなボディの恵けい子この何が当たってるのかは言うまでもない。

「うるさい、当ててんのよ！　有り難く思いなさい！」

「当ててる……」

　その言葉にティセは小首を傾げる。ほんの数秒にも充みたない間、ティセは何事か思案していたようだ。その結果を慌あわてて両手をぱたぱたさせながら報告した。

「効果がありました、恵子。素晴らしい、素晴らしいです」

「え……？」

　意外なティセの報告に恵子自身が驚おどろく。言われてみれば目を塞がれた広大は、確かに先程よりも落ち着いているようだ。

「でも、目を塞がれたくらいじゃ関係ないだろう？」

　自分の事なのに、広大も不可解な様子でそう言った。

「目ま蓋ぶたを塞がれた事で脳の方が視覚的な認識がなくなったと判断して情報の一部を無視してます。しかしそれよりも重要なのは……」

　ティセは珍めずらしく言いい淀よどむ。そして今までにないほど激しく両手をぱたぱたさせ、ためらいながら続ける。

「あの、恵子と密着する事によって、広大の意識が別の方向へ集中した結果、一時的に恐きよう怖ふ心が減退しているようです」

「別の方向へ……」

　ティセにそう言われた恵子は、視線を下げて密着しているその部分へと目を向ける。言うまでもなく、今しがた恵子の方から『当ててる』といった所である。

「あんた、おっぱい星人だったのか～～ッ!!」

　いきなり塞がれている目の所へ爪つめを立てられそうになったものだから堪たまらない。広大は思わず声を上げていた。

「痛てててて！　こら、恵子!!　目が、目が!!　目への攻こう撃げきは反則だ!!」







[image: ]







「はぁ、ショックだわ。きっと広大は、毎朝『あ、おっぱいが来た』とか、『あ、おっぱいがご飯食べてる』とか、『おっぱいがゲームしてる』風にしか見てなかったのね」

「おっぱい、おっぱい連呼するな！　聞いてるこっちが恥はずかしいだろう!!」

「言ってるこっちだって恥ずかしいわよ！」

　そんな二人の会話にティセは両手をぱたぱたさせて喜んでいるようだ。

「広大の空間データに対する抵てい抗こうが低下しています」

　そして広大と恵子の方へ向かって言う。

「しかしこのままの状態は長時間、持ちませんね」

「そうだな、まぁ色んな意味で」

「そうね。あたしもお嫁よめに行けなくなりそうだし」

　その意味を理解しているのかどうかはともかく、ティセはうなずく。

「分かりました。それでは一気に決着をつけます。露頭クレストンモードを見せたのだから、もうサイレントカレントとやらは気付いてるでしょう。隠す意味もなくなりました」

　露頭モードとやらが何のことなのか、広大と恵子が尋たずねる前にティセは言った。

「広大、目標へ向けてサテライトを振ふるだけでいいです。接近する必要はありません」

「お、おう」

　ティセが何をするつもりなのか分からないが、とにかく広大はそう答える事しか出来ない。

「恵子は適度におっぱいを押おしつけて下さい」

「あの～～、お嫁に行けなくなったら責任取ってくれる？」

　冗じよう談だんめかしてそう尋ねる恵子にティセは答えた。

「そういう責任は広大が取るべきだと思います」

「おい！」

　目を塞がれたままで反論しようとする広大に構わず、ティセはシートに腰こし掛かけ直して言う。

「これより優先的条件に従い、上位者として制裁的措そ置ちを発動します。切断式次元衝角、延えん伸しん状態へ移行」

　その瞬しゆん間かん、広大は自分の意識へ送おくり込まれて来るデータの中で、手にしたサテライトの剣つるぎから、光の刃はが伸のびるのを感じた。

「お願いします、広大」

　恵子に目蓋を塞ふさがれていても、きちんと周囲の状じよう況きようはデータとして流ながれ込んで来てくれる。意識の中で四方から襲おそいかかる補助クラフトの群は把は握あくできている。背中に感じる温かでふくよかな印象に気を取られているせいか、それほど恐怖感も覚えない。それはそれで男としては微び妙みような感かん慨がいを持つのは事実だが、今はそんな事を云うん々ぬんしている余よ裕ゆうもない。

「行けぇ～～！」

　広大は自分が補助クラフトの群へサテライトの剣を振るうと同時に、ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』からも光の刃が伸びていくのを感じていた。

「抜刀ドロウイング『黎明の合唱ドーンコーラス』」

　ティセがそう言うのが広大の耳に入った。




「な!?　ｂｉｏクラフトが飛道具!?」

　そこ光景にクイックストーンは言葉を失った。

『グロリアスドーン』から伸びた光の刃があっと言う間に補助クラフトの群をなぎ払はらっていく。いやなぎ払うというよりは、とてつもなく薄うすい光の刃が真空を舞まい、補助クラフトを切きり裂さいて行くと言った方が適切だ。光の刃に触ふれた補助クラフトはそこから破は壊かいされるのではなく、きれいに切断されていくのだ。

　補助クラフトはｂｉｏクラフト以外でも破壊できないわけでもない。それにｂｉｏクラフトに破壊された補助クラフトも、クイックストーンは数多く見て来ている。しかしこんな風に破壊された補助クラフトは初めてだ。

　光の刃が一回、なぎ払われただけで数十の補助クラフトが切断され行動不能になっていた。いや、それだけではない。勢い余ってしまったのか、その背後にあった最大長２００キロメートルに達する岩石質のエッジワース＝カイパーベルト天体まで、真っ二つに叩たたき切ってしまっていたのだ。

　さらに『グロリアスドーン』が移動すると、その航跡が残像のように光の刃となって四方八方へと延びていく。

「こんなわけわからん武器程度で！　ｂｉｏクラフトを破壊できるんは、ｂｉｏクラフトだけ言うんが道理やで！」

　しかしそう粋いきがるクイックストーンをサイレントカレントが止める。

「逃にげた方がいいですよ。クイックストーン。あれは回転式次元衝角と同じ原理ですが、より上位の存在です。切断式次元衝角。そのフィールドを延伸させたものです。つまりｂｉｏクラフトを破壊できる武器です」

「なんやて!?」

　今いま更さら、驚おどろくクイックストーンに呆あきれたようにサイレントカレントは言う。

「彼女は『貴族パトリシヤン』です。他のｂｉｏクラフトを、それも一度に複数を相手に出来なくてその役目が務まりますか？　あの『黎明の合唱』はその為ための装備です」

「あのちびすけ、ほんまものの『貴族』やったんか……」

　光の刃を閃ひらめかせる剣の姿をしたｂｉｏクラフトにクイックストーンは唇くちびるを噛かむ。その時だ。光の刃がクイックストーンの方へ向けられる。

「やば！」

「だから逃げなさいと言ったでしょう」

　サイレントカレントに同じ事を言われる前に、クイックストーンは逃とう走そう態勢に入っていた。




「うおおおお！」

　広大がサテライトの剣を振り抜ぬくと、ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』から伸びた光の刃が瞬またたく間まに数十、数百キロメートルを伸びていくのが分かる。それは無数の補助クラフトを切断、さらに残った天体の残ざん骸がいも切り裂いていくが、クイックストーンはわずかにかすめただけで逃にがしてしまった。

「この辺でいいでしょう」

　ティセはそう言う。

「あの、クイックストーンだっけ。逃げちゃったみたいだけど？」

「構いません」

　シートに座ったティセは目ま蓋ぶたを閉じてそう言う。その周囲から光のラインも徐じよ々じよに消えていった。

「最初から完全に倒たおすつもりもありません。あの手合いは少し脅おどかせば、これ以上、悪事に荷担するタイプではありません。それにサイレントカレントやらの痕こん跡せきもなくなりました。残りの補助クラフトも制せい御ぎよ者を失えば休きゆう眠みん態勢に入ります」

　そういうティセはどこか疲つかれた様子だ。

「やはり力を制限して戦うのは大変ですね」

　そして目蓋を開くと付け加える。

「それと恵子。もうおっぱいを押おしつけなくても結構ですよ」

　右に左に動き回る広大の背後で、目蓋を塞ぎつつ身体を密着させていた恵子だが、ティセにそう言われてようやく事が終わったことが分かったようだ。

「分かってるわよ、好きでくっついてるわけじゃ……」

　顔を赤くして慌あわてて広大から離はなれようとするが、勢い余ってコントロールデッキからつんのめるように落ちてしまった。

「恵子、大だい丈じよう夫ぶか……」

　慌てて駆かけ寄よった広大だが、コントロールデッキから一いつ旦たん、下を見下ろしたものの、すぐに顔を赤らめて目をそらしてしまう。

「恵子、パンツが見えてます。羞しゆう恥ち心しんはないのですか？」

「あるわよ、思いっきり！」

　朝方、ティセに言ったのと同じ言葉を返され、恵子は真っ赤になりながらスカートの裾すそを押さえて立ち上がった。

「でも妹さんは……」

　広大にそう言われたティセはシートに座ったまま再び目蓋を閉じる。

「サイレントカレントに逃げられてしまったのでは分かりませんね。何か知っていれば、いずれまた接せつ触しよくしてくるでしょう。ティルは頭が悪いというか、馬ば鹿かなので騙だまされるような事がなければ良いのですが」




　まだ梅雨には早い季節だ。しかし走り梅雨というのだろうか、午後から降り始めた雨は、夕方になっても降り止まず、東京の北部に有るその街を濡ぬらし続けていた。

　少女はその小こ糠ぬか雨あめの中、傘かさをさして家路を急いでいた。古風なセーラー服は近くの名門私立女子中学のもの。肩かたから下げる包みは、彼女が剣けん道どうを嗜たしなんでいることを告げていた。

　長い髪かみはまさに墨すみを流したような黒。それも周囲の光を吸収してしまうようなぬばたまの闇やみの色。

「先せん輩ぱい！　逢おう瀬せ先輩！」

　その声に少女は足を止める。聞き覚えのある声だ。小糠雨を含ふくみ重くなった黒くろ髪かみを揺ゆらせて少女は振ふり返る。

「ああ、やっぱり逢瀬先輩ですね。助けてください！」

　声をかけて来たのは、道路の向かいにあるコンビニエンスストアの前にいた少女たち。やはり彼女と同じ制服を着ていた。そしてその周囲には、余り好ましからぬ風体の若者たち。にやにやと笑い、明らかにまだ成人していないにも拘かかわらず、口にタバコを咥えている事からも、彼らがどういう人間か推測できようものだ。

　助けを求められた事よりも、そんな若者たちの姿に彼女は憤いきどおりを感じていた。ゆっくりと雨に濡れた道路を渡わたり、コンビニエンスストアの前へと向かう。

「あらあら、剣道少女ちゃん？　いいねぇ、凛り々りしいねぇ。惚ほれちゃうよ、俺ちゃん」

　そんな冗じよう談だんのどこが面白いのか、若者たちはゲラゲラと笑い合う。

「逢瀬先輩、あの私たち……」

　逢瀬桜さくら子こは後こう輩はいからなにも聞くことはしなかった。無言で傘を投げ捨てると、袋ふくろから竹刀を取り出す。

「お、やる気？　言っとくけど、俺、強いよ。ボクシングに空手もやってるから。通信教育だけど」

　ファイティングポーズを取る仲間に、若者たちはまた下げ卑びた笑いを交わし合う。桜子はなにも言わず、竹刀を振り上げると、そして一気にファイティングポーズを取った腕うでを打った。

　通信教育でボクシングと空手を習っているという若者は、あまりの衝しよう撃げきに声もなくコンクリートに転がる。

　ひぃと小さく悲鳴を上げたのは、むしろ助けられたはずの後輩たちだった。

「だから止めておこうって言ったのよ。逢瀬先輩は……」

「この前も駅前でヤンキーを半殺しにして顧こ問もんの先生に怒おこられてるのよ」

　背後でそんな事を言うのが桜子の耳に入るが意に止める事などしない。すでにそう言われるのは慣れている。

「でも、他に誰も……」

　後輩たちの言葉を聞き流して、小糠雨の中で桜子は竹刀を構え直す。別の若者が桜子に向かってすごむ。

「おい、てめえ。一体、こ……」

　最後まで言わせることはしない。粋いきがる若者の肩かた口ぐちに桜子は全身の力を込めて竹刀を振り下おろした。




「では見かけてないと……」

「そうですねぇ」

　年配のコンビニ店員はレジを打ちながら彼女に答える。

「金きん髪ぱつの日本語ペラペラの女の子なんて、この辺じゃ目立つはずですけどね」

　そういうと店員はペットボトル入りの緑茶にテープを貼はって差し出した。

「はい、それにしてもお嬢じようちゃん。どうしてこんな古い硬こう貨か持ってるの？　古銭ショップやネットオークションだったら、額面以上に売れるんじゃないの？」

「そうなんですか？」

　レジに出された硬貨は一枚は現在も流通している百円。しかし製造年度は三十年以上前。そしてもう一枚の五十円硬貨は現在は流通していないものだ。

「この仕事してるとたまに見かけるけど、使うのは大たい抵てい年配の人だからね。お嬢ちゃんみたいな若い子が使うのは珍めずらしいよ」

　なにしろ最初に応対に出た若いアルバイト店員が本物と分からず、年長の店員を呼んで来たほどなのだ。もっともそれはそれで彼女にとっては都合が良かった。最初の若いアルバイト店員は、ティセの事を尋たずねようとする彼女への下心が見え見えで、話など聞く気などなかったからだ。

「有り難うございます。それではもうしばらく探してみます」

「あぁ、良かったらまた寄ってよ。近所の人が来たら聞いてみるよ」

　年配の店員は親切にそう言ってくれた。

　それにしてもこんなものが百五十円もするなんて。日本の物価も噂うわさ以上に上がったものね。イモータルヌーンにお願いして、お金を何とか工面してもらわないと。

　店員に悟さとられぬように、ペットボトルを見やりながらノーブルウィンドはため息をつく。何も買わずに話を聞くのも何だろうと手にしてみたのだが、こんな値段だとは思わなかった。やはり前に来た時よりも東京はかなり変わっているようだ。

　その時だ。店の外から何かやりあう声が聞こえてくる。

　訝いぶかしげに顔を向けるノーブルウィンドに店員がそっと声をかける。

「まだ中に居た方がいいよ。あいつら札付きの連中でね。女の子と見ればすぐにからかうんだ」

　それは分かっている。そして同時にその連中がかなり小心者だという事もだ。ノーブルウィンドがこのコンビニに入る時も、店の前にたむろっており、下品な冗談を投げかけてきたのだが、一睨にらみしただけで黙だまり込んでしまう程度の連中だ。

　だがしかし今は少し状じよう況きようが違ちがうらしい。

　悲鳴。それも男の悲鳴が聞こえてくる。どうやらコンビニの前にたむろって居た連中の方が悲鳴を上げて逃にげ回まわっているようだ。

「おや？」

　店員もそれに気付いたようだ。首を傾かしげる。どうやらセーラー服姿の少女が、竹刀を手に地面に倒たおれた誰かを打ち据すえているらしい。

「おい、お嬢ちゃん！」

　ノーブルウィンドは店員の声にも拘かかわらず、コンビニの外へと飛び出していた。




「や、止め、止め……」

　まともに喋しやべることも出来ない。頭を抱かかえて転げ回るだけ。それさえも苦しくなっているようだ。

「てめえ、てめえ……。分かってんだろうな！　分かってんだろうな!!」

　背後からナイフを手にした別の若者が、桜子の方へと近づいてくる。先程からナイフを構えたまま同じ言葉を繰くり返しているが、もう本人も何を言っているのか分からなくなっているのだろう。

「分かってんだろうな！」

　また繰り返す。ナイフを構えた手が小こ糠ぬか雨あめに震ふるえていた。そのナイフもその辺で売っているような、刃は渡わたりの小さい果物ナイフに過ぎない。

　桜子は相変わらず無言で竹刀を振ふるう。竹刀は簡単にナイフを弾はじき、目の前の光景に怯おびえて縮こまっている桜子の後こう輩はいたちの前に落ちた。

「あ、あぁ。ああ……」

　小さなナイフとは言え、それが最後の心のよりどころだったのかも知れない。若者は腰こしを抜ぬかしてその場にへたり込んでしまった。そんな若者を桜子の黒の瞳ひとみが見下ろす。

　先程、コンビニに入っていった少女も、どこか凄すごみのある瞳をしていた。しかしこの少女は違う。

　若者はそう感じていた。
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　先程の少女は強い意思と信念。自分たちにはない強い意思と信念を感じたから、黙り込んでしまった。この竹刀を手にした少女の瞳にあるのは、一つ間違えば狂きよう気きにはまり込みかねない執しゆう着ちやくだ。しかしそれが何に対するものであるのかは分からない。分からないだけに恐きよう怖ふを覚えるのだ。

　雨と空気を切り、若者へ竹刀が振り下おろされる。直接、骨と神経を叩たたかれたような衝しよう撃げきが若者を襲おそった。悲鳴を上げて濡ぬれたコンクリートを転げ回る若者に、桜子は無言で竹刀を振り下ろし続けていた。

　その竹刀が突とつ然ぜん、止まる。桜子が自分の意思で止めたのではない。何者かが背後から竹刀を握にぎり止めたのだ。

「止めなさい」

　静かに、だが強い調子で言う若い女性の声が響ひびく。

「相手はもう抵てい抗こうできません」

　桜子が振り返るとそこには自分と同年代の少女の姿が有った。長い黒くろ髪かみを後と両サイドでまとめている。同じ黒でも桜子の髪かみの色とはずいぶんと違う。背後の少女の髪は、艶あでやかな黒。まさに緑の黒髪というものだ。光を吸収する闇やみのような桜子の黒を陰いんとすれば、彼女の髪はまさに陽の黒とさえいえる。

　やはり黒の大きな瞳には強きよう靭じんな意思の輝かがやきが有る。それに気付いた桜子はそれと知らぬうちに歯は噛がみしていた。

「あなたの剣は、抵抗できぬ人間を打ち据えるためのものですか？　それに見てみなさい。あなたの友達も怯えています」

　視線を追うと、確かに桜子に助けを求めたはずの後輩たちが、身を寄せ合い震えている。その恐怖の源はすでに若者たちではなくなっていた。それが自分である事くらい、桜子にも分かる。

　それにしても何という力だ。

　びくともしない竹刀に桜子は思う。それに背後の少女に、どこか人間離ばなれした印象も受けていた。

　桜子が力を緩ゆるめるのを感じて、背後の少女も竹刀を離はなす。一時、二人の間に緊きん張ちよう感がみなぎるが、桜子が先に竹刀を袋ふくろに収めた事でそれも解消した。その様子に桜子の後輩たちもほっと胸をなで下ろしたようだ。そして桜子に打ち据えられていた若者たちは、我先にと転がるように逃げ出して行った。

「お名前を、聞いておきましょう」

　血の色の唇くちびるで、桜子はそう尋たずねる。

「あなたのような人に名乗る名前はありません」

　少女の答えに桜子は小さく微ほほ笑えむ。

「私は逢瀬桜子」

　問われずとも桜子は自分から名乗った。まるで名乗らない少女を挑ちよう発はつするかのようだ。しかしそれでも少女は名乗らなかった。

「いずれ敬意を持ってその名を呼べる日が来る事を願っています」

　そういうと少女、ノーブルウィンドは髪を揺ゆらして店先の傘かさ立たてから自分のビニール傘がさを手に取る。

「それでは。私は急ぎの用がありますので……」

　桜子は傘もささずその場に立ったまま、去りゆくノーブルウィンドの姿を見つめていた。そして誰も気付かず、彼女たちの姿を見つめる者もまた居たのだ。

「ふ～～ん、逢瀬桜子……。なかなかいい子じゃないの。私、気に入っちゃったわ」

　近くの公園の立ち木の上。青黒い影かげがそうつぶやいていた。

「ノーブルウィンドがいるという事は、ティセもこの近くに降りたという事ね。これは楽しくなりそうだわ」

　宵よい闇やみがそのまま人の形を取ったかのような少女は、放り出した傘を取り上げる桜子の姿をじっと見つめていた。




「英語が通じないはずだよ、ここメキシコだってさ」

「え～～！」

　早朝の岩山を縦断する道路の脇わきにぽつんと建つドラッグストア。ようやくそこでコーラとミネラルウォーターを何本か買う事が出来た広大がそう言ってくる。

「日本語が少し出来る人がいて助かった。去年まで日本で働いていたんだってさ。お金も立たて替かえてくれた。円はまた日本へ戻る時に使うらしい」

　コーラとミネラルウォーターを買うには、高すぎた金額を払はらったが、それもこの状じよう況きようでは仕方有るまい。広大は母の影えい響きようも有り、英語はそれなりに出来るが、スペイン語はさっぱりだ。たまたまドラッグストアの客だったその男性と、片言の日本語と英語で会話を交わし、何とか立て替えてもらったのである。

「どうしてメキシコなんかに降りるのよ！」

　恵子は傍かたわらにいるティセに当たり散らす。

「恵子が喉のどが渇かわいたと騒さわぐもので」

　ティセは恵子の方に手を差さし伸のべるような例の仕草でそう言う。

「取り敢あえず昼の面に降りた方がいいかと思いました」

「あなただったら、昼も夜も大して変わらないじゃないの！」

「でも夜は暗くて恐こわいです」

「その神経でどうやって宇宙を飛んでるのよ！」

「宇宙は最初から暗いからいいんです。惑わく星せいは明るい面がありますから、余計に暗い面は恐いです」

　ティセはなにやらよく分からない理り屈くつをこねる。

「まぁいいや。一休みしたら、日本へ戻もどろう」

　そういう広大にティセは抗こう議ぎする。

「疲つかれました。飛行機とかで移動できないのですか？　同じ惑星上です」

「あのなぁ、飛行機でメキシコから日本に行くのは、結構、面めん倒どうなんだよ。手続きとか」

　ティセにミネラルウォーターを渡わたしながら広大は言う。

「なるほど、地球というのは結構、難なん儀ぎなんですね」

「ほれ、恵子。コーラでいいよな」

「サンキュ」

「………………」

　ティセは恵子にコーラを渡す広大を背後からしばし眺ながめていたが、やがて無言で背後から抱だきついた。

「え……」

　余りに意外で突とつ然ぜんのティセの行動に広大は狼ろう狽ばいを隠かくせない。

「あ、あの……。ティセ、さん？」

　敬けい称しようをつけて呼ぶと怒おこられるにも拘かかわらず、広大は思わずそう言ってしまう。しかしティセはその事には怒らずに、しばしの間、感かん触しよくを確かめるように広大に抱きついていたが、やがてパッと身体を離はなす。

「ひどいです、広大はひどいです。ひどい、ひどい」

　両手をぶんぶん振ふりながらティセは何事か懸けん命めいに抗議する。しかし広大の方は何を言われているのかさっぱり見当がつかない。だがそこは女同士の勘かんなのか。恵子は即そく座ざにティセの行動の真意を理解したようだ。

「へっへへ～～、あたしの勝ちぃ！」

　そう言う恵子と、そして広大にもティセは背を向けてしまう。

「知りません。広大なんて歩いて日本まで帰ればいいんです」

「ちょっと待て、なんでそうなるんだ。俺が何をしたんだよ!?」

　今だに自分の立場が理解できない広大はメキシコの朝の空を仰あおいでそう言った。
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　その組織の長を務めるロバート・ロングは目の前のデスクの上に散らばった数枚の写真に困こん惑わくを隠せなかった。それに何が映っているのか理解できなかったのではない。それに映っているものの重要性が理解できなかったのである。

「なるほど。ドリルを持たない、それでいて我々が確認しているｂｉｏビオクラフトよりも高い階級にいるものがいる。それは良しとしよう」

　そういうとロングは写真に指を突つき付つけ、それを持ってきた部下のラザルス・トールに向かって詰きつ問もんする。

「しかしそれがどれくらい重要だか、私にはさっぱり理解できんのだがね」

　写真に映っているのは、いずれも巨きよ大だいな剣つるぎ。短たん剣けんではない。それはむしろ長ちよう剣けんに近いデザインだ。だが多くのものが宇宙空間の星々を背景にして映っている所から察すると、それは本物の長剣ではなく何らかの飛行物体のようである。

　写真のうち何枚かは、どこかの惑星上から映されたと思われるが、それは地平線や水平線の向こうから突き出しているのだ。惑星上の雲などの大気現象はもちろん、写真によっては衛星さえ手前に映っている事からも、その剣の姿をした飛行物体がとてつもなく巨大な事が分かる。

「確かにビショップ級ｂｉｏクラフトの中には、地球型惑星大のものもあるとされている。今いま更さら、驚おどろくには値しない。計画の変へん更こうもない」

　そう言われたトールは乱雑に広げられた写真の中から数枚を選び出し、改めてロングへと示した。写真はいずれも剣の切っ先部分が映し出されているもの。その切っ先部分には明るく輝かがやく点があった。

「もう一度、説明しておきます。この写真は十数人のｂｉｏパートナーが、この数ヶ月以内に銀河系内で撮さつ影えいしたものです。彼らが契けい約やくしているｂｉｏクラフトは、この剣のような巨大な物体について確定的な事は言っておりません」

「あ～～、連中はいつもそうだな」

　ロングは少し投げやりに言った。しかしロングよりも年長のトールは、年令ゆえか短気な上司にめげずに辛しん抱ぼう強づよく説明を続ける。

「ｂｉｏクラフトの表現によると、この剣状の飛行物体は『世界の軛くびきを断ち切るもの』『四姉妹の次女』『刃やいばを司るもの』『審しん判ぱんの剣』とまちまちですが、一定の敬意が払はらわれているのは確かなようです」

　トールのその言葉にロングは多少は興味を引かれたと見える。

「あの女と同じ種類のｂｉｏクラフトか？」

「それはまだ分かりません」

　その答えにロングはまた退たい屈くつそうに椅い子すに座り直す。上司が面めん倒どうくさそうに手を振ふり、帰ってくれと仕草で示す前にトールは慌あわてて言う。

「問題はこれらの写真の切っ先部分に映っている光の点です。写真、ビデオを撮影したｂｉｏパートナーはいずれも、この剣状飛行物体がとてつもなく巨大だと報告していましたが、これでおおよその大きさの見当がつきました」

「それで、何メートルだったんだ？」

　早くこの話を終わらせたがっている上司に向かって、トールは粘ねばり強づよい態度を崩くずさずに慎しん重ちように説明する。

「この輝き、地球が回っている太陽と同じスペクトルタイプのＧ型恒こう星せいのようです」

　すぐに自分が望んだ答えが出てこなかった事に、ロングは一時不快感を面に表す。しかしすぐさまトールの言う意味が分かったようだ。思わず身を乗り出して尋たずねた。

「半はん透とう明めいという事か？」

「いえ、半透明は半透明ですが……。いずれの映像を分ぶん析せきしても、切っ先部分に映っている恒星は同じものと推測されます。撮影された場所はばらばら。ロング議長、これが意味する所が分かりますか？」

　意味有りげにそう尋ねるトールに、ロングはにんまりと笑って答えた。

「分析ミスだな」

「違ちがいます！」

　さすがのトールも我が慢まんの限界に達しかけていたようだ。その結論を口にしてしまう。

「この剣状飛行物体はとてつもなく巨大なのです。我々が想像したこともないほど！　内部に複数の恒星を確認しました。ホーキング放射も！　全長約三億キロメートル、二・一天文単位の動く人工の恒星系。恐おそらくこれが本来のｂｉｏクラフトの姿なのです！」

「そうか……」

　そう言うとロングは頤おとがいに指を当ててしばし黙もつ考こうする。その後に『人類及び地球解放機構Ｈｅｌｌｏ』の議長ロバート・ロングは言った。

「やっぱり分析ミスだな」




「それで、ティセはどうなるのよ？」

「さぁ、分からないよ。もしかすると帰ってこない、かも……」

　広こう大だいは少し不安げに尋ねた恵けい子こに答えた。

「あ～～あ、広ひろ海みさんにはがっかりだなぁ」

　広大の隣となりにある自分の机についた恵子は、頬ほお杖づえを付きながら憮ぶ然ぜんとした顔で言う。

「昨日はあんなに広大にティセと契約しなさいと言っておきながら、ＵＮｂＡＲが来たらあっさり引き渡わたしちゃうんだから」

　恵子が面白く思わないのも無理からぬ所だろう。昨日、メキシコを経由してエッジワース＝カイパーベルトの彼方かなたから帰ってきたティセを待ち構えていたのは、ＵＮｂＡＲの日本支局職員だったのだ。駅前での一件もＵｎｂＡＲが処理してくれた。地球に不慣れなｂｉｏクラフトによる仕業とマスコミには発表されているが、あながちそれも間違いではないだろう。

　広海は思いの外、簡単にティセをそのＵＮｂＡＲの職員に渡してしまったのだ。もっとも恵子が知っているのはここまで。広大は自分を抜ぬきにして、広海とティセ、そしてＵＮｂＡＲの職員が何やら熱心に話し込んでいたのを知っている。広大が様子を伺うかがおうとする度に、広海が部屋に近づけないようにするのである。

　そして話し合いが終わった直後、ＵＮｂＡＲの職員が何か広大に説明しようとするのも、広海が遮さえぎったのである。その時の母の悪戯いたずらっぽい、いやむしろ小こ悪あく魔まっぽい笑みに、広大は何かが自分に隠かくされたまま進行していると察したのである。

　それにティセだ。

　ＵＮｂＡＲの自動車に乗せられて広大の家を去る時、ティセはこういったのだ。

「それではまた明日」

　まだ地球に来て一日。かなり日本語におかしな所のあるティセだが、この程度の言葉を間違えるはずもない。

　それに広大とティセの繋つながりは途と切ぎれていない。

　広大はそれをポケットから取り出した。それは薄うすいガラスのような透とう明めいの物質で作られたカードだ。表にはトランプのスペードを連想させるマークが、そして裏にはティセのｂｉｏクラフト形態『グロリアスドーン』を思わせる剣つるぎのマークが描かき込まれている。

　半透明で表面をエッチング加工して模様を彫り込んでいるように見えるが、なぜか裏と表で見えるものが違い、反対側に映り込む事も無いという不思議な加工がされたもの。

　無論、地球人の技術によるものではない。昨日、地球へ帰き還かんする途と中ちゆう、ティセが渡してくれたものだ。広大も話にしか聞いたことのない、ｂｉｏクラフトとの契けい約やくを証明するｂｉｏカード。そしてこれがあればサテライトの呼び出しや、ｂｉｏパートナーからｂｉｏクラフトへの連れん絡らくも可能だ。つまりこれがある限り、広大はティセをいつでも呼び出せる事になる。

　だが広大は今だにそれを試す事が出来ないでいた。理由はよく分かっている。

　恐こわいのだ。もしもティセを呼び出して、彼女の方から契約の破は棄きを言ってきたら……。

　確かに契約とその破棄は両者の合意でしか発効しない。しかし人間側の方が弱いのは事実だ。

　もしもティセから契約の破棄を通告されたら……。ティセは特別な地位にいるｂｉｏクラフトだ。人間側はもちろん、ｂｉｏクラフト側だって、相応の相手をパートナーにしたいだろう。

　もしもそうなったら……。

「広大……！」

　横から恵子が呼びかけてくる。

「ＨＲだけど……、なんか先生の様子が変ね」

　広大は慌あわててｂｉｏカードをしまい、教きよう壇だんの担任教師、佐さ藤とうの方を見る。確かに担任の佐藤は何か落ち着かない様子だ。日直の号令と共に礼が済むと、一つ咳せき払ばらいをして言った。

「今日はＨＲの前に転校生を紹しよう介かいします」

「え……」

「まさか……」

　このタイミングで、普ふ通つうはあり得ない高校への転校生とは……。広大と恵子はその期待に顔を見合わせた。

　教室の前の戸が開き、彼女の姿が入ってくる。孝たか郎お、兵ひょう衛え、藍あお留るたち生徒のどよめきとは違ちがう意味の歓かん声せいを広大と恵子は上げていた。

「ティセ！」

　白に青のラインが入った白のワンピース。胸の前に通学鞄かばんを抱かかえた以外は、昨日と同じ服装のティセは、そういう広大の姿を見つけるなり、片手を差し出し少し身を乗り出す、一日ですっかり慣れ親しんでしまったあの仕草で言った。

「おはようございます。広大」

「広大！」

「てめぇ、どうしてそんな親しげに！」

「誰だよ、この子！」

　ファーストネームで呼び合う広大に、クラスの男子の非難が集中する。そんな騒さわぎを慌てて担任の佐藤が収拾する。

「まぁ静かにしなさい。え～～と、この子は栄さかえ黎れい子こティセさんと言って、親おや御ごさんが大おお空ぞらくんのお母さまと知り合いだそうです。このたび親御さんの仕事の関係で日本で一人暮らしを……」

　手元のメモに視線を落しながらそう言う佐藤を横からティセが制止する。

「違います」

「え？」

　佐藤が怪け訝げんな顔をする所を見ると、ティセがｂｉｏクラフトだという事は知らされておらず、今話した設定を信じ込んでいるようだ。

　昨日の晩、母さんとティセとＵＮｂＡＲの人が話していたのはこの事か……。

　ようやく安あん堵どした広大だが、今度はティセがｂｉｏクラフトである事を、あっさりとばらしやしないか心配になってくる。だがティセが佐藤に抗こう議ぎしたのは自分の身上の事ではないようだ。

「グロリアスドーンです」

「はい……？」

　自分の方へ少し手を上げ、身を乗り出して喋しやべるティセに、佐藤は怪訝な顔をする。しかしそれに構わずティセは続けた。

「海外のお友達は『栄えい誉よ有る』の栄と『黎れい明めい』の黎れいから、『グロリアスドーン』と呼んでいました。そういう設定にしておいてください」

「設定って、おい……」

「あはははは、多分、広海さんの入れ知ぢ恵えね」

　呆あきれる広大の横で、恵子が苦笑しながら言った。ティセはクラスのみんなの方へ向き直るとちょこんと頭を下げて挨あい拶さつする。

「ティセ・グロリアスドーンです」

　そして黎明が始まる。







テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

第一回「ツンデレになろう！」








ティセ　　「皆みなさん、こんにちは。テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン。パーソナリティーのティセです」

ティセ　　「（ぱたぱたしてる）」

ティセ　　「（ぱたぱたしてるらしい）」

ティセ　　「（ぱたぱたしてるのは間違いない）」

ティセ　　「それではご機き嫌げんよう」

広大　　　「こらこらこらこら！」

恵子　　　「まったく何よ、全然パーソナリティーになってないじゃないの！」

ティセ　　「パーソナリティー」

恵子　　　「そうよ。パーソナリティーだったら、もっとちゃんと話を進めていかなきゃならないじゃないの！」

ティセ　　「私はパーソナリティーというものを具体的に知りません」

広大　　　「こりゃ根本的な人選に問題があったな。まぁメインヒロインらしいから、やってもらったわけだけど」

恵子　　　「まったく、どうしてこの子がメインヒロインなわけ？　今はツンデレ全盛のご時世なんだから、あたしみたいな正統派ツンデレの方がメインヒロインには相応しいじゃないの」

広大　　　「いや、だから恵子。お前はツンデレじゃなくて単に凶きよう暴ぼう……」

恵子　　　「あ～～ら、なにかしら。広大く～～ん」

広大　　　「いえ、その……。何でもありません」

ティセ　　「ツンデレ……」

恵子　　　「そうよ、これからの時代はツンデレじゃないとヒロインになれないの！」

ティセ　　「ツンデレという言葉は頻ひん繁ぱんに聞きます」

広大　　　「まぁ今、流行りだからな」

ティセ　　「ツンデレとは素晴らしいものですか？」

広大　　　「いや、それはまぁ……」

恵子　　　「素晴らしいに決まってるじゃないの！」

ティセ　　「素晴らしい」

恵子　　　「そうよ。ツンデレとは、それはそれは素晴らしいものなのよ」

ティセ　　「聞きましたか、広大。ツンデレとは素晴らしいものだそうですよ」

広大　　　「……そうか、それは良かったな」

ティセ　　「はい。素晴らしいものと聞いては放ってはおけません」

広大　　　「恵子。ティセに変なこと吹き込むなよ!!」

恵子　　　「あら、別にあたしは変な事なんて吹き込まないわよ。ただティセにメインヒロインらしいツンデレさを教育しようと言うだけ♡」

広大　　　「だからそれが……（ＳＥ：打だ撃げき音）」

ティセ　　「広大が痛そうです。痛そう、痛そう」

恵子　　　「いいのよ、これもツンデレの極意なんだから」

ティセ　　「なるほど。ツンデレとは肉体も酷こく使しするものなのですね」

広大　　　「いや、これは特とく殊しゆな例だ。って言うか邪じや道どうだ」

恵子　　　「なによ、シャイニングウィザードじゃないだけ有り難く思いなさい！」

ティセ　　「私には無理そうです」

恵子　　　「まぁこれは上級者じゃないと出来ないから。まずは簡単にツンデレ語から行ってみましょう。私のあとから同じことを言ってね」

ティセ　　「分かりました」

恵子　　　「作りすぎちゃったから食べさせて上げるわ。有り難く思いなさい」

ティセ　　「作りすぎたので食べなさい。有り難く思うべきです」

恵子　　　「なによ、あんたの為ために作ったんじゃないんだからね」

ティセ　　「あなたの為に作ったわけではありません」

恵子　　　「どこに行っていたのよ！　なによ、あたしを心配させて楽しいの!?　心配なんてするわけないでしょ！　ちょっと気になっただけなんだから……」

ティセ　　「どこに行っていましたか？　私を心配させるのが楽しいようですね。心配などしません。いささか気にはなった程度です」

恵子　　　「遅おそいわよ、もう！　三分も遅ち刻こくよ。え……、どうしてあたしがあんたのために三十分も前から来てなきゃいけないのよ！　さては見てたわね！」

ティセ　　「遅いですね。約三分遅おくれてます。私はあなたの為に三十分前から待機したりはしません。状況から推測すると私を密かに観察していたと判断します」

恵子　　　「…………え～～と」

ティセ　　「…………え～～と」

恵子　　　「…………いや、もうこれで終り」

ティセ　　「これで私もツンデレになりましたか？」

恵子　　　「いやァ、何ていうか……」

ティセ　　「ツンデレ」

広大　　　「いや、それツンデレと違ちがう。なんか次元レベルで違ってる」

ティセ　　「なるほど、ツンデレとはなかなか高次なものなのですね」

恵子　　　「でもこれはこれで萌もえるものがあるのも事実よね。クーデレ？　いや、シューデレかしら？」

広大　　　「っていうか、デレてないデレてない。そこが問題だ」

恵子　　　「う～～ん、だけどデレたティセって想像つかないわね」

広大　　　「いや、でもさ。ティセって今のままが一番だろ？」

ティセ　　「広大……」

恵子　　　「広大……」

広大　　　「……え？」

恵子　　　「自分で言ってて恥はずかしくない？」

ティセ　　「自分で言っていて恥ずかしくありませんか？」

広大　　　「あ～～、もう！　こういう時だけ、意見が一いつ致ちするんだからな！」









あとがき







「宇宙もののＳＦという事でお願いします」

　昨年の初夏の頃ですか。文庫に参入するというホビージャパンさまから連絡を頂きまして、編集部の方と打ち合わせをしたところ、一番最初に要望として出されたのが、これでした。

　宇宙もののＳＦ！

　まぁ、普段の私ならば脊髄反射で食いつくのですが、ちょうどその少し前、某レーベルで出していただいた宇宙ものが、部数的にかなり苦戦していた事もあり、若干の躊躇がなかったわけでもありません。

　話は前後しますが、先日もやはり別のレーベルの編集さんと打ち合わせをしていたところ、衝撃的な事実が発覚しました。

「うちのレーベルで現在、宇宙もののシリーズやってるのは、庄司さんだけです」

　なんと!?

「と言いますか、ＳＦ専門のところを除いた、いわゆるライトノベルのレーベルで、コンスタントに出ている宇宙もののシリーズって数える程です」

　……なんてこったぁッ!!

　言われてみればアレが終わって、残りはアレとアレで。アレはしばらく出てないし……。ありゃ、本当だ。

　う〜〜ん、いわゆるライトノベルの中では、冒険ファンタジーや伝奇アクション、学園ものと並んで、コメディタッチの軽いスペースオペラといいますか、広義の宇宙ものＳＦという主要ジャンルの一つだと思っていたのですが……。

　気がついてみれば絶滅危惧種寸前。考えてみれば昔ライトノベル系レーベルで宇宙ものＳＦを書いていらした皆さんは、ほとんど本格ＳＦの方へ行ってしまいましたからねぇ。

　もっともこの世界でもＳＦへの風当たりが強いのは昔から同じでして。私もデビューした直後、最初の担当さんに釘を刺された覚えがあります。

「ＳＦは駄目だからね。特に宇宙もの」

　まぁ、でも書きましたが。

　意外かも知れませんが、ライトノベルとＳＦ、特に宇宙ものは食い合わせが悪いという考えは少なからずあるようです。これについては一部の編集者の方に突っこんだ話も聞かせてもらった事もあり、それを考えると理解できないわけでもないのですね。まぁ、その辺の事情に関しては長くなりそうなので、いずれまた場所を改めまして。

　このような状況なので編集部の方から「宇宙ものＳＦで」と言ってくる事は極めて稀なのですよ。

　そうか、稀か！

　稀ならやるしかないな!!

　そんなわけでやる事にしました。どこに行った「若干の躊躇」。

　まぁ、もっともその後に続く、現在のＨＪ文庫編集部の要望というのが、

「時代背景は現代」

「主人公は日本人少年」

「ヒロインはツンデレ」

　という事でしたので、余りまっとうな（笑）ＳＦを期待しているわけでもないのも分かりました。逆に言うなら、それこそこちらの望むところというわけです。

　作家を乗せるのも編集者の仕事ともいいますが、最初の打ち合わせの時点でＨＪ文庫編集部のＳさんは良い仕事をしてくれた事になります。

　さて最後の「ヒロインはツンデレ」ですが、これも最初の打ち合わせの時点で、編集部の方に指摘されたのですが……。

「庄司さんはツンデレを書くのがうまいじゃないですか」

　……そうか、私はツンデレを書くのがうまかったのか!!

　知りませんでした。ツンデレという言葉が流行り始めたのは、最初の打ち合わせをする少し前くらいでしたが、自分がそれを書くのがうまいとは思いませんでした。いや、ほんと（笑）。

　まぁ実際のところ私が、ツンデレを書くのがうまいかどうかはさておき、ここでもうまく乗せられてしまいましたね。まぁ、編集さんがうまく乗せてきた時には、きっちり乗るのも作家の仕事です（笑）。

　このような編集部からの要望と、私が以前から温めていたもろもろのアイディアと、勢い任せのアイディアをつぎ込んで完成したのが、今回の『グロリアスドーン』です。

　実は「宇宙からやって来た意思を持つ宇宙船と共生関係になっていく地球人類」というアイディアは以前から考えておりました。

　急激な活動範囲の拡大が人類にもたらすものはなにか。なぜ「広い宇宙に地球人しか見当たらない」のか。その辺のＳＦ的アイディアもちらほらと入れていきたいと思ってますが、まずはなにより「ヒロインはツンデレ」です（笑）。

　ツンデレという事ですが、ティセ子さん（公式愛称）は余りまっとうなツンデレではありませんね。私は生来、根がひねくれているもので、余り流行ると逆の線を狙いに行きたくなるわけですよ。

　それに昨年くらいから、ツンデレの次は不思議ちゃん系が来るんじゃないかという読みもありました。大抵、私のこの手の読みは外れますが（笑）、まぁブームにならなくても、メインヒロインとしてキャラが立てば成功です。

　ティセは当初メインヒロインのお姫さまに付いて来るメイドキャラという設定で考えてました。典型的ツンデレお姫さまに寄りそう不思議系メイドキャラ。それがティセ子さん先行試作型でした。

　が……。

　色々とプロットを練ってみても、このままではどうしてもメインのツンデレお姫さまより、ティセの方が目立ってしまいそうだ。いや、まぁ普通にツンデレお姫さまのキャラを立たせる方法というのもあるんでしょうが、残念ながら色々と頭を捻っても思いつきませんでした。

　かくなる上は……。

　祝、ティセ子さんメインヒロイン昇格。下克上と相成ったわけです。

「ティセ」というシンプルな名前も、メイドキャラなら「エ○」とか「シャー○ー」のように、地味めな名前の方がよりらしいだろうと思い、さして深い考えもなく付けたものがそのまま継承されております。

　……あ、いま気がついた。お姫さまキャラを出しておいて、ティセ子さんをメイドキャラのままメインヒロインにするという手もあったのか。

　まぁそれはメイド属性の皆様にお任せするといたしましょう。私はメイドよりも巫女さん属性ですから（ぉ）。

　もっともこの手の不思議系キャラ。それなりに人気はあるのですが、全体として見ればいささかマイナーな属性なのも確か。

　冒険と言えば冒険です。「全長二・一天文単位で中に恒星さえある超巨大宇宙船」を登場させるよりも、不思議キャラがメインヒロインという方が、ある意味で冒険とも言えましょう。

　ツンデレ属性があるとはいえ、編集部の方でＯＫが出るかどうか、正直なところ不安でしたが、幸いな事に快く了承していただけました。

　そして不思議系ツンデレと並ぶ、この作品のもう一つのコンセプト。

　ドリル。

　実は以前、別の作品で考えていたのですよ。宇宙船の船首にドリルをつけようと。なぜ宇宙空間を飛行する宇宙船の船首にドリルかと言いますと……。

「空間にドリルで穴を開けて超光速飛行する」

　という素晴らしいアイディアがあったのです。しかし残念ながら余りにも素晴らしすぎるアイディアの為、その時、書いていた作品とはコンセプトが合いませんでした。

　しかし今回は新作の為、最初からドリルを付けるというコンセプトで企画を立てる事が出来たのです。

　もっともメインヒロインはドリルではありませんし、一巻に関する限りはまだまだドリル分が足りないので、二巻以降はドリル分を増量していく事が課題ですね。

　さて二巻の話題が出ましたが、現在のスケジュールでは二〇〇七年の一月発売予定という事になっております。もっともＨＪ文庫は毎月一日発売予定。おめでたくも元旦に発売……。というのも皆さん大変でしょうから、実際のところ年内には書店に並び、ネット通販サイトでは二四時間以内にお届けマークが付くことでしょう。いや、ネット通販の場合、年末年始の配送がどうなるかはよく分かりませんが。

　その後も四ヶ月に一冊のペースで刊行していただける事になっております。また「ノベルジャパン」に掲載予定の短編に関しても、いずれ本編とは別の形でまとめる事になると思います。

　最後になりましたが、イラストの四季童子さま。お忙しい中、ティセをはじめとしたキャラクターを、キュートな絵に仕上げてくださり感謝しております。

　メカニックデザインの小松崎龍海さま。ドリル付き宇宙船、長剣型宇宙船という他では余り見ないようなコンセプトを、ビジュアル化していただき有り難うございます。

　そして読者の皆さまとも、この「ツンデレ不思議系ドリル」ノベルで末永くお付き合い出来ればと思っております。

　それではドリル分増量の二巻でお会いいたしましょう。







庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
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